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は
じ
め
に 

 

渡
島

お

し

ま

大
島

お
お
し
ま

は
，
北
海
道
渡
島
半
島
の
西
海
岸
の
５
０
㎞ 

あ
ま
り
西
方
に
あ
る
活
火
山
で
，

東
西
約
４
㎞
，
南
北
約
３
．
５
㎞
，
標
高
７
３
２
ｍ
（
海
底
か
ら
の
比
高
約
２
３
０
０
ｍ
），

玄
武
岩
～
安
山
岩
質(SiO

2  47.8

～61.7 wt.%)

の
成
層
火
山
で
あ
る
．
火
山
活
動
は
大
き
く

わ
け
て
東
山
外
輪
山
，
西
山
外
輪
山
，
中
央
火
口
丘
の
３
つ
の
活
動
期
が
認
め
ら
れ
，
東
山
外

輪
山
，
西
山
外
輪
山
に
は
溶
岩
流
や
火
砕
物
か
ら
な
る
円
錐
状
の
火
山
体
が
存
在
し
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
．
地
質
・
岩
石
学
的
調
査
に
加
え
て
，
文
書
記
録
か
ら
得
ら
れ
た
歴
史
時
代
の
噴

火
活
動
が
勝
井
・
他 (1977)

や
勝
井
・
佐
藤
（1970

）
な
ど
に
総
括
さ
れ
て
い
る
．
た
だ
し
，

こ
れ
ら
の
報
告
書
に
引
用
さ
れ
て
い
る
史
料
の
ほ
と
ん
ど
は
編
纂
史
料
で
あ
る
震
災
豫
防
評

議
會 

編
（1943a, 1943b) 

増
訂
大
日
本
地
震
史
料
２
巻
・
３
巻
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
，

史
料
の
成
り
立
ち
や
所
蔵
者
に
関
す
る
情
報
は
必
ず
し
も
充
分
で
は
な
い
． 

寛
保
元
年
（1741

年
）
に
は
噴
火
開
始
一
週
間
後
に
大
津
波
が
発
生
し
，
対
岸
の
北
海
道
西

岸(

現
在
の
松
前
～
熊
石
沿
岸)

を
波
高
１
０
ｍ
を
こ
え
る
津
波
が
襲
う
な
ど
，
日
本
海
沿
岸
地

域
に
大
き
な
被
害
を
及
ぼ
し
た
（
羽
鳥･

片
山
，1977, 1979; 

今
村･

松
本
，1998; 

今
村･

他
，2002a, 2002b;  

都
司･

他
，1996, 2002, 2014

な
ど
）．
松
前
藩
か
ら
幕
府
へ
報
告

し
た
犠
牲
者
数
は
千
四
百
六
十
七
人
で
あ
る
が
，
住
民
．
家
屋
す
べ
て
壊
滅
し
た
集
落
が
多
数

あ
る
こ
と
，
ア
イ
ヌ
や
一
時
滞
在
者
，
弘
前
藩
（
津
軽
藩
）
の
犠
牲
者
の
多
く
は
こ
の
報
告
か

ら
漏
れ
て
お
り
，
こ
の
数
字
は
か
な
り
過
少
な
見
積
り
で
あ
る
．
津
波
の
発
生
原
因
に
つ
い
て
，

噴
火
に
伴
っ
た
山
体
崩
壊
に
原
因
を
求
め
る
説
（
勝
井･

他
，1977

），
地
震
が
原
因
と
す
る
説

（
羽
鳥･

片
山
，1977; 

羽
鳥
，1984; 

相
田
，1984

な
ど
）
が
あ
っ
た
が
，
崩
壊
の
規
模
が

津
波
の
規
模
に
対
し
て
小
さ
い
一
方
で
，
北
海
道
，
津
軽
な
ど
で
顕
著
な
震
動
を
感
じ
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
，
ど
ち
ら
の
説
も
決
定
的
な
証
拠
を
欠
い
て
い
た
．
そ
の
後
，
海
底
地
形
の
調
査

か
ら
渡
島
大
島
の
陸
上
部
分
だ
け
で
な
く
海
底
で
も
崩
壊
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
地
形
が
確

認
さ
れ
た
た
め
，
津
波
の
原
因
は
，
西
山
の
海
面
上
，
海
面
下
を
含
む
お
よ
そ2.4km

3 

の
山

体
が
崩
壊
し
た
こ
と
，
崩
壊
し
て
発
生
し
た
岩
屑
な
だ
れ
が
海
に
流
入
し
た
こ
と
，
に
よ
る
（
佐

竹
・
加
藤
，2002; 

伴･

他
，2001

な
ど
），
と
す
る
の
が
最
近
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
．  

 

中
央
火
口
丘
は
寛
保
元
年 (1741)

以
降
に
山
体
崩
壊
跡
の
西
山
の
凹
地
に
噴
出
し
た
火

砕
物
，
溶
岩
で
形
成
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る(

勝
井･

佐
藤
，1970

な
ど)

．  

本
史
料
集
で
は
，
寛
保
元
年
噴
火･

津
波
と
そ
れ
以
降
寛
政
年
間
ま
で
の
火
山
活
動
と
そ
の

推
移
を
復
元
す
る
こ
と
に
重
点
を
お
い
て
，
従
来
知
ら
れ
て
い
た
史
料
に
加
え
，
新
た
に
降
灰
，

灰
交
り
の
降
雪
，
硫
黄
臭
に
関
す
る
記
録
を
収
録
し
た
（
表
１
）．
こ
れ
ら
の
い
く
つ
か
は
，

降
灰
・
悪
臭
を
感
知
し
た
時
の
風
向
が
西
風
で
あ
っ
た
り
（
宝
暦
九
年
七
月
降
灰
，
安
永
元
年

九
月
悪
臭
），
当
時
松
前
の
大
島
に
由
来
す
る
と
い
っ
た
風
説
が
あ
っ
た
な
ど
，
渡
島
大
島
に

由
来
す
る
可
能
性
が
高
い
と
判
断
し
た
．
そ
の
ほ
か
に
も
，
給
源
が
明
ら
か
で
な
い
も
の
，
黄

砂
を
記
録
し
た
可
能
性
の
あ
る
も
の
も
あ
わ
せ
て
収
録
し
た
．
な
お
，
弘
前
藩
（
津
軽
藩
）
の

地
変
の
記
録
に
は
弘
前
に
最
も
近
い
岩
木
火
山
の
１
８
世
紀
（1700

年
代
）
以
降
の
噴
火
が
記

録
さ
れ
て
お
り
，
そ
の
多
く
が
硫
黄
の
自
然
発
火
で
，
実
際
に
見
分
が
行
わ
れ
る
な
ど
，
活
動

の
観
察
が
確
か
な
も
の
が
多
い
（
例
え
ば
天
明
三
年
二
月
十
日
頃
）．
し
た
が
っ
て
給
源
不
明

の
降
灰
の
給
源
と
し
て
岩
木
山
は
考
え
に
く
い
．  

こ
の
史
料
集
を
作
成
す
る
に
あ
た
り
，
で
き
る
限
り
一
次
史
料
に
さ
か
の
ぼ
り
，
原
文
を
確

認
し
た
上
で
．
活
動
全
体
を
理
解
す
る
よ
う
心
が
け
た
（
表
２
）．
ま
た
，
内
容
の
検
証
の
た

め
原
史
料
の
所
蔵
・
管
理
者
と
翻
刻
文
の
出
版
情
報
を
明
示
す
る
と
と
も
に
，
史
料
の
背
景
や

成
立
過
程
が
わ
か
る
よ
う
解
題
を
つ
け
た
．
解
題
の
典
拠
は
個
々
の
史
料
の
解
説
，
北
海
道
大

学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
，
弘
前
大
学
国
史
研
究
会 

編 (2010) 

「
津
軽
史
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事
典
」，
弘
前
市
立
弘
前
図
書
館 

編 (1970)

「
弘
前
図
書
館
蔵
郷
土
史
文
献
解
題
」
な
ど
を

も
と
に
し
た
．
史
料
整
理
の
過
程
で
は
複
数
の
史
料
を
対
照
し
て
誤
り
の
修
正
，
疑
問
点
の
指

摘
を
試
み
て
い
る
が
，
す
べ
て
を
修
正
し
き
れ
て
い
な
い
し
，
新
た
な
ミ
ス
を
犯
し
て
い
る
お

そ
れ
も
あ
る
．
ご
意
見
，
御
叱
り
を
受
け
つ
つ
，
よ
り
正
確
な
も
の
に
近
づ
け
た
い
と
考
え
て

い
る
．
渡
島
大
島
の
噴
火
と
関
連
す
る
現
象
を
よ
り
深
く
理
解
す
る
た
め
，
ま
た
，
防
災
・
減

災
の
た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
こ
の
史
料
集
が
役
立
つ
こ
と
が
あ
れ
ば
幸
い
で
あ
る
． 

史
料
を
ま
と
め
る
過
程
で
，
多
く
の
方
々
・
機
関
の
お
世
話
に
な
っ
た
． 

史
料
の
閲
覧
，
複
写
・
撮
影
に
あ
た
り
，
北
海
道
立
図
書
館
，
北
海
道
立
文
書
館
，
北
海
道

大
学
附
属
図
書
館･

同
北
方
資
料
室
，
函
館
市
中
央
図
書
館
，
江
差
町
郷
土
資
料
館
，
松
前
町

教
育
委
員
会
，
青
森
県
立
郷
土
館
，
弘
前
市
立
図
書
館
，
致
道
博
物
館
，
岩
手
県
立
図
書
館
，

千
葉
県
立
図
書
館
，
千
葉
大
学
附
属
図
書
館
，
国
立
国
会
図
書
館
，
国
立
公
文
書
館
，
国
文
学

研
究
資
料
館
，
東
京
都
立
中
央
図
書
館
，
早
稲
田
大
学
図
書
館
，
新
潟
県
立
図
書
館
，
新
潟
県

立
佐
渡
高
等
学
校
同
窓
会
，『
撮
要
年
代
記
』
個
人
所
蔵
者
，
永
平
寺
，
敦
賀
市
立
博
物
館
，

そ
し
て
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
の
方
々
に
は
親
切
な
ご
協
力
を
戴
い
た
．
油
井
宏
子
先
生
，
柏
書
房 

小
代
渉
先
生
に
は
日
頃
か
ら
古
文
書
の
読
解
を
指
導
し
て
戴
い
て
い
る
．
小
代
先
生
に
は
収
録

し
た
多
く
の
史
料
の
解
読
に
も
御
教
示
戴
い
た
．
た
だ
し
，
誤
り
，
不
備
の
責
任
は
す
べ
て
編

者
に
あ
る
．
図
の
作
成
に
あ
た
り
国
土
地
理
院50

ｍ
メ
ッ
シ
ュ
標
高
，
ス
ペ
ー
ス
シ
ャ
ト
ル

SRTM-3

標
高
デ
ー
タ
を
用
い
カ
シ
ミ
ー
ル
３
Ｄ
で
描
画
し
た
．  

史
料
集
の
作
成
に
は
，
平
成
二
十
四
～
二
十
七
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金 

基
盤
研
究
Ｃ 

(24510245 

代
表 

津
久
井 

雅
志) 

，「
災
害
の
軽
減
に
貢
献
す
る
た
め
の
地
震
火
山
観
測
研

究
計
画
」（
課
題
番
号1004 

代
表 

中
川 

光
弘
北
海
道
大
学
教
授
，
お
よ
び
同
公
募
研
究
課

題
番
号2926 

代
表 

津
久
井 

雅
志
（
東
京
大
学
地
震
研
究
所
と
の
共
同
研
究
））
の
研
究
費

を
使
用
し
た
． 

ご
協
力
戴
い
た
皆
様
と
諸
機
関
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
． 

平
成
二
十
八
年
三
月 

千
葉
大
学
大
学
院
理
学
研
究
科 

津
久
井 

雅
志 
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  図２（ａ）寛保元年七月十九日の津浪の到達地点  

０
１
．
渡
島
大
島
寛
保
元
年
（
元
文
六
年 

1741

年
）
活
動
の
概
要 

 
渡
島
大
島
は
北
海
道
松
前
郡
松
前
町
（
茂
草
，
清
部
地
区
）
の
西
方
５
４
㎞
に
位
置
し
て
い

る
．
島
は
東
西
３
．
８
㎞
，
南
北
３
．
２
㎞
の
広
が
り
を
持
ち
，
北
方
へ
開
い
た
カ
ル
デ
ラ
地

形
が
認
め
ら
れ
る
．
島
民
は
い
な
い
．  

寛
保
元
年
七
月
に
噴
火
が
は
じ
ま
り
，
七
月
十
九
日
（1741

年8

月29

日
）
未
明
に
山 

 
 
 
 
 

体
崩
壊
と
そ
れ
に
伴
う
津
波
の
発
生
に
よ
り
多
数
の
犠
牲
者
が
出
た
（
史
料
１
，
６
，
１
１
，

１
３
）．
同
年
十
二
月
以
降
北
海
道
や
青
森
県
で
し
ば
し
ば
降
灰
が
観
測
さ
れ
た
．
津
波
の
襲

来
地
点
と
そ
の
波
高
に
つ
い
て
は
羽
鳥
（1984

），
都
司
・
他
（1996, 2002, 2014

），
今
村
・

他
（1998, 2002a, 2002b

），
の
詳
し
い
報
告
が
あ
る
．
津
波
発
生
の
原
因
に
つ
い
て
は
，

地
震
に
よ
る
と
い
う
説
，
山
体
崩
壊
に
よ
る
岩
な
だ
れ
が
海
へ
流
入
し
た
こ
と
に
よ
る
と
い
う

説
が
あ
っ
た
が
，
潜
水
艇
に
よ
る
海
底
地
形
と
海
底
の
観
察
の
結
果
か
ら
海
面
下
も
含
む
山
体

崩
壊
が
原
因
で
あ
る
（Satake and Kato, 2001; 

佐
竹
・
加
藤, 2002

）
と
，
ほ
ぼ
決 

  図 1 寛保元年七月噴火の降灰分布 
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 図２（ｂ）寛保元年七月十九日の津波の到達地点（松前･津軽）． 

 

 

着
し
た
．
野
外
に
お
け
る
降
灰

の
分
布
，
層
厚
，
産
状
に
関
す

る
研
究
と
し
て
は
勝
井
・
佐
藤

（1970

）， 

佐
々
木
・
他

（1971

）， Katsui and 

Yamamoto

（1981

）， 

鈴
木
・

他
（1998

），
山
田
（1958

）

な
ど
が
あ
る
が
，
噴
出
物
と
文

書
記
録
の
詳
し
い
日
時
と
の

対
応
は
ま
だ
つ
け
ら
れ
て
い

な
い
． 
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図３ 寛保元年十二月から同二年四月までの降灰地点（●） 

図５ 明和九年（安永元年）九月十九日悪臭を 

感じた地点（●） 

図４ 宝暦九年七月二十七日の降灰地点（■） 
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六
月
二
十
五
日

四
月
十
四
日

二
月
十
五
日

正
月
二
十
日

八
戸
暦
正
月
七
日

八
戸
暦
正
月
四
日

正
月
四
日

十
二
月
二
十
三
日

十
二
月
二
十
二
日

十
二
月
十
六
日

十
二
月
十
日

十
一
月
二
十
二
日

十
一
月
十
四
日

十
一
月
十
二
日

十
一
月
八
日

九
月
十
日

八
月
二
十
日

八
月
十
八
日

八
月
十
日

八
月
七
日

八
月
五
日

八
月
一
日

七
月
二
十
九
日

七
月
二
十
五
日

七
月
二
十
四
日

七
月
二
十
三
日

七
月
二
十
日

七
月
十
九
日

七
月
十
八
日

七
月
十
七
日

七
月
十
六
日

七
月
十
五
日

七
月
十
四
日

七
月
十
三
日

七
月
十
二
日

七
月
十
日

七
月
八
日

七
月
二
十
三
日

七
月
十
五
日

七
月
上
旬

1
7
4
2
年

7
月

2
6
日

1
7
4
2
年

5
月

1
8
日

1
7
4
2
年

3
月

2
1
日

1
7
4
2
年

2
月

2
4
日

1
7
4
2
年

2
月

1
2
日

1
7
4
2
年

2
月

9
日

1
7
4
2
年

2
月

8
日

1
7
4
2
年

1
月

2
9
日

1
7
4
2
年

1
月

2
8
日

1
7
4
2
年

1
月

2
2
日

1
7
4
2
年

1
月

1
6
日

1
7
4
1
年

1
2
月

2
9
日

1
7
4
1
年

1
2
月

2
1
日

1
7
4
1
年

1
2
月

1
9
日

1
7
4
1
年

1
2
月

1
5
日

1
7
4
1
年

1
0
月

1
9
日

1
7
4
1
年

9
月

2
9
日

1
7
4
1
年

9
月

2
7
日

1
7
4
1
年

9
月

1
9
日

1
7
4
1
年

9
月

1
6
日

1
7
4
1
年

9
月

1
4
日

1
7
4
1
年

9
月

1
0
日

1
7
4
1
年

9
月

8
日

1
7
4
1
年

9
月

4
日

1
7
4
1
年

9
月

3
日

1
7
4
1
年

9
月

2
日

1
7
4
1
年

8
月

3
0
日

1
7
4
1
年

8
月

2
9
日

1
7
4
1
年

8
月

2
8
日

1
7
4
1
年

8
月

2
7
日

1
7
4
1
年

8
月

2
6
日

1
7
4
1
年

8
月

2
5
日

1
7
4
1
年

8
月

2
4
日

1
7
4
1
年

8
月

2
3
日

1
7
4
1
年

8
月

2
2
日

1
7
4
1
年

8
月

2
0
日

1
7
4
1
年

8
月

1
8
日

1
7
4
0
年

8
月

1
5
日

1
7
4
0
年

8
月

7
日

1
7
4
0
年

7
月

2
4
日

～
8
月

2
日

弘
前
で
卯
ノ
刻
地
震

松
前
・
津
軽
で
降
灰
・
降
毛

八
戸
で
降
灰
（

西
風
）

正
月
四
日
以
来
降
灰
断
続

八
戸
で
有
感
地
震

八
戸
で
前
夜
降
灰

津
軽
で
三
～

四
寸
降
灰

松
前
で
降
灰
三
寸

弘
前
・
八
戸
で
有
感
地
震

弘
前
で
有
感
地
震

弘
前
八
戸
で
有
感
地
震

弘
前
八
戸
で
有
感
地
震

幕
府
よ
り
松
前
藩
へ
照
会

松
前
藩
よ
り
幕
府
へ
第
二
報

松
前
藩
よ
り
幕
府
へ
第
一
報

立
石
野
に
卒
塔
婆
を
建
て
る

弘
前
藩
庁
日
記
に
被
害
報
告

弘
前
藩
庁
日
記
に
被
害
報
告

西
風
　
津
軽
で
硫
黄
臭
あ
り

弘
前
藩
庁
日
記
に
被
害
報
告

朝
五
ツ
時
松
前
江
差
大
津
波

夜
前
回
よ
り
は
劣
る
大
波
が
来
た

明
六
時
に
再
度
津
波

史
料

０

６

の
発
信

こ
の
日
ま
で
津
波
続
く

夜
明
け
頃
大
津
波

松
前
東
に
降
灰

松
前
東
に
降
灰

江
差
松
前
降
灰

江
差
降
灰

噴
火

噴
火

噴
火
目
撃
者
あ
り

弘
前
で
有
感
地
震

弘
前
八
戸
地
震
　
噴
火
開
始

○ ○ ○ ● 『松前年々記』（永田家）　 01
● ● ● 『松前年々記』（常盤井家） 02
● ● ● ● ● ● ● 『御巡見御用要用日記』 03-1
● ● ● ● ● ● ● 『御巡見使應答申合書』　 03-2
● ● 『松前巡見使應答控』　 04

● ● ● 『松前津浪之事』 05
○ ● ● ● ● 『津波破損之事則書状之写』 06

● ● 『松前年歴捷径』 07-1
● ● ○ ● ● ● 『福山秘府 二 年歴部』 07-2

● 『北海道旧纂図絵』 08
● 『福山舊事記』 09

● ● 『三悦雑記』 10
● ● ● ● 『松前方言考』 11

● ● ● ● 『松前家記』　 12
● ○ ● ● ● ● ○ ○ ○ ○ ○ ● ● ● 『弘前藩庁日記』 13

● ● ● ● ● ● ● ● ● 『津軽古事傳記』． 14
● ● ● ● ● ● 『津軽編覧日記』 15

● ● 『葛西秘録』　 16
○ ● 『封内事実秘苑』　 17

● ● ● ● ● 『永禄日記』 18-1
● ● ● ● ● 『梅田日記』　 18-2
● ● ● ● 『津軽年代記』 19

● 『津軽歴代記類』 20
『佐藤家記』 21

● ● ● ● ● 『梅田村彦六記』 22
● 『津軽藩史』 23
● 『油川沿革誌』 24

● ● ● ● ● ● ● 『八戸藩目付所日記』 25
● 『鷄肋編』 26
● 『記叓別集』 27

『澤内年代記』 28
● 『佐渡国略記』 29
● 『撮要年代記』 30
● ● 『佐渡年代記』 31
● 『西念寺過去帳』 32
● 『碧雲寺過去帳』 33

● 　 『金相寺過去帳』 34
● ● ● ● 『年々跡書帳』 35

● ● ● ● 『拾椎雑話』 36
● 『金村家文書』 37
● 『田村家文書』 38-1
● 『瀧洞歴世誌』 38-2
● ● ● ● 『本朝天文志』　 39

● ● ● ● 『続日本王代一覧』　 40
● 『校正王代一覧　後編』　 41
● ● ● ● 『続皇年代略記』 42

● ● ● ● 『屋代弘賢覚書追加』 43-1
● ● ● ● 『野史』 43-2

● ● 『続史愚抄　櫻町院』 44
● 『慶弘紀聞今日鈔』 45

● ● 『真澄遊覧記』 46

←　●　→

史料名

○

元
文
五
年

●

（

元
文
六
年
）

寛
保
元
年

寛
保
二
年

史
料

１

５

に
よ
る

噴
火
と
津
波
の
記
録
年
の

誤
り
と
思
わ
れ
る

●

史料番号

二
十
二
・
二
十
三
日
津
軽
で
灰
交

り
の
雪
降
る
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表１　渡島大島火山寛保元年以降の活動と掲載史料
●：活動記録（活動日），○：活動記録（掲載日）

寛
政
九
年

寛
政
元
年

安
永
九
年

安
永
四
年

二
月
二
十
二
日

十
一
月

九
月
二
日

四
月
二
十
日

三
月
六
日

二
月
六
日

正
月
二
十
九
日

正
月
二
十
三
日

正
月
二
十
二
日

正
月
二
十
一
日

一
月
二
日

二
月
七
日

九
月
二
十
九
日

九
月
十
九
日

九
月
十
五
日

六
月
十
五
日

六
月
十
四
日

六
月
九
日

正
月
朔
日

二
月
十
二
日

二
月
十
二
日

二
月
十
日

二
月
八
日

一
月
二
十
八
日

八
月
十
八
日

八
月
十
七
日

閏
七
月
十
八
日

閏
七
月
十
七
日

閏
七
月
十
五
日

七
月
三
十
日

七
月
二
十
九
日

七
月
二
十
八
日

七
月
二
十
七
日

正
月
二
十
九
日

正
月
二
十
八
日

正
月
二
十
三
日

正
月
二
十
二
日

1
7
9
7
年

3
月

2
0
日

1
7
9
0
年

1
0
月

9
日

1
7
8
9
年

5
月

1
4
日

1
7
8
6
年

4
月

4
日

1
7
8
6
年

3
月

5
日

1
7
8
6
年

2
月

2
7
日

1
7
8
6
年

2
月

2
1
日

1
7
8
6
年

2
月

2
0
日

1
7
8
6
年

2
月

1
9
日

1
7
8
0
年

2
月

6
日

1
7
7
5
年

3
月

8
日

1
7
7
2
年

1
0
月

2
5
日

1
7
7
2
年

1
0
月

1
5
日

1
7
7
2
年

1
0
月

1
1
日

1
7
6
9
年

7
月

1
8
日

1
7
6
9
年

7
月

1
7
日

1
7
6
9
年

7
月

1
2
日

1
7
6
9
年

2
月

7
日

1
7
6
6
年

4
月

7
日

1
7
6
6
年

3
月

2
2
日

1
7
6
6
年

3
月

2
0
日

1
7
6
6
年

3
月

1
8
日

1
7
6
6
年

3
月

8
日

1
7
5
9
年

1
0
月

8
日

1
7
5
9
年

1
0
月

7
日

1
7
5
9
年

9
月

9
日

1
7
5
9
年

9
月

8
日

1
7
5
9
年

9
月

6
日

1
7
5
9
年

8
月

2
2
日

1
7
5
9
年

8
月

2
1
日

1
7
5
9
年

8
月

2
0
日

1
7
5
9
年

8
月

1
9
日

1
7
5
1
年

2
月

2
4
日

1
7
5
1
年

2
月

2
3
日

1
7
5
1
年

2
月

1
8
日

1
7
5
1
年

2
月

1
7
日

異
暈
天
を
お
お
う

地
蔵
山
（

松
前
）

鳴
動

弘
前
で
降
灰

赤
神
‐

雨
垂
石
か
ら
噴
煙
望
見

沢
内
で
晩
赤
き
す
な
土
降

弘
前
で
昼
四
ツ
頃
雨
交
り
降
灰

弘
前
で
二
度
地
震

午
の
刻

雪
に
交
じ
り
降
灰

降
灰
（

１

５

二
月
六
日
付
）

天
気
よ
し

巳
の
刻
降
灰

西
方
で
擂
鉢
を
す
る
よ
う
な
音

晩
灰
交
り
の
雪
降
る

弘
前
で
暮
六
ツ
過
地
震

八
戸
・
弘
前
で
悪
臭
（

西
風
）

月
食

史
料

１

３

六
月
十
四
日
の
記
録

旗
雲

戌
ノ
上
刻
弘
前
で
地
震

辰
ノ
刻
弘
前
で
地
震
二
度

降
灰

鳴
動

渡
島
大
島
か
不
明

鳴
動

地
震
鳴
動
黒
雲

地
震

津
軽
地
方
大
地
震

月
赤
い

入
日
赤
い

津
軽
で
申
ノ
刻
地
震

津
軽
で
山
々
鳴
動

昼
夜
と
も
月
日
余
光
な
く
赤
い

降
灰
報
告

降
灰
報
告

降
灰
と
報
告

津
軽
で
降
灰

煤
ば
ん
だ
雪
降
る

弘
前
で
酉
ノ
刻
地
震

弘
前
で
酉
ノ
刻
地
震

弘
前
で
夜
丑
ノ
刻
地
震

01 『松前年々記』（永田家）　
02 『松前年々記』（常盤井家）

03-1 『御巡見御用要用日記』
03-2 『御巡見使應答申合書』　
04 『松前巡見使應答控』　
05 『松前津浪之事』 
06 『津波破損之事則書状之写』 

07-1 『松前年歴捷径』 ● ● ●
07-2 『福山秘府 二 年歴部』
08 『北海道旧纂図絵』
09 『福山舊事記』
10 『三悦雑記』
11 『松前方言考』
12 『松前家記』　
13 『弘前藩庁日記』 ● ● ● ● ● ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ○ ○ ○ ● ●
14 『津軽古事傳記』． ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
15 『津軽編覧日記』 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
16 『葛西秘録』　 ● ● ● ●
17 『封内事実秘苑』　 ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

18-1 『永禄日記』 ● ● ● ● ●
18-2 『梅田日記』　 ● ● ● ● ●
19 『津軽年代記』 ● ● ● ● ● ● ●
20 『津軽歴代記類』
21 『佐藤家記』 ● ● ● ●
22 『梅田村彦六記』 ● ● ● ● ●
23 『津軽藩史』
24 『油川沿革誌』
25 『八戸藩目付所日記』 ●
26 『鷄肋編』
27 『記叓別集』
28 『澤内年代記』 ● ● ●
29 『佐渡国略記』
30 『撮要年代記』
31 『佐渡年代記』
32 『西念寺過去帳』
33 『碧雲寺過去帳』
34 『金相寺過去帳』
35 『年々跡書帳』
36 『拾椎雑話』 
37 『金村家文書』

38-1 『田村家文書』
38-2 『瀧洞歴世誌』
39 『本朝天文志』　
40 『続日本王代一覧』　
41 『校正王代一覧　後編』　
42 『続皇年代略記』

43-1 『屋代弘賢覚書追加』
43-2 『野史』
44 『続史愚抄　櫻町院』
45 『慶弘紀聞今日鈔』
46 『真澄遊覧記』 ●

史料番号 史料名

寛
政
二
年

寛
延
四
年

（

宝
暦
元
年
）

宝
暦
九
年

明
和
三
年

明
和
六
年

天
明
六
年

明
和
九
年

（

安
永
元
年
）
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7



表２　渡島大島寛保元年以降の活動の推移

事　項 主　な　出　典
西暦（グレゴリオ暦）

七月八日 1741年8月18日
14時～15時強い地震，弘前・八戸有感
渡島大島噴火

八戸藩目付所日記，弘前藩庁日記，
御巡見御用要用日記

七月十日 1741年8月20日 06時すぎ地震 弘前藩庁日記
七月十二日
   ないし十三日

1741年8月22日
   ないし23日

噴火目撃
御巡見御用要用日記，
津波破損之事則書状之写

七月十五日，
　　十六日頃～

1741年8月25日，
　　26日頃～

松前西方の村へ降灰．昼も暗く，行燈を
ともした．

御巡見御用要用日記

七月十六日 1741年8月26日 松前へ降灰 福山秘府，松前年々記
七月十七日，
　　十八日頃～

1741年8月27日,
　　28日～

松前東方の村へ降灰 松前家記

七月十九日 1741年8月29日

未明～夜明，大津波発生，北海道西岸～
京都府．溺死者1467（松前），33（津
軽）人，家蔵破壊791戸，大小破船1571
隻 （松前藩報告．和人のみ，現住民被
害は含まず）

福山秘府，松前津浪之事，
津波破損之事則書状之写

七月二十四日 1741年9月3日 夜明頃，津波発生 松前津浪之事，年々跡書帳
八月五日 1741年9月14日 西風，硫黄臭（弘前） 津軽古事傳記
十一月十二日 1741年12月19日 06時地震（弘前），08時2度地震（八 弘前藩庁日記，八戸藩目付所日記
十一月十四日 1741年12月21日 14時地震（弘前，八戸） 弘前藩庁日記，八戸藩目付所日記
十一月二十二日 1741年12月29日 夜地震（弘前） 弘前藩庁日記
十二月十日 1742年1月16日 10時地震（弘前，八戸） 弘前藩庁日記，八戸藩目付所日記

十二月十六日 1742年1月22日 黒い降灰，厚さ10cm程積もる（松前）
松前家記，松前年歴捷径，
福山秘府

十二月二十二日・
　　二十三日夜

1742年1月28日，
　　　　 29日

灰まじりの雪降る（弘前）
津軽古事傳記，永禄日記，
梅田彦六家記，平山日記

一月四日夜～
　　　二十日頃

1742年2月8日夜～
　　　　　24日頃

降灰．厚さ10～12cm（弘前）
津軽古事傳記，封内事実秘苑，
平山日記，八戸藩目付所日記

二月十五日 1742年3月21日 夜中降砂（八戸） 八戸藩目付所日記

四月十四日 1742年5月18日
降灰及び降毛（白・赤，長さ～30cm）
（松前）

松前家記，松前年歴捷径，
津軽古事傳記

六月二十五日 1742年7月26日 06時地震（弘前） 弘前藩庁日記
一月二十二日
　　・二十三日

1751年2月17日 02時・18時地震（弘前） 津軽古事傳記，津軽編覧日記

一月二十八日 1751年2月23日 18時地震（弘前） 弘前藩庁日記

一月二十九日 1751年2月24日
22時～24時降灰（煤ばんだ雪降る；弘
前）

津軽古事傳記，津軽編覧日記，
葛西秘録

七月二十七
　　～二十八日

1759年8月19
　　　　　～20日

二十七日暮前から降灰（弘前ほか津軽地
方）

弘前藩庁日記，津軽古事傳記，
永禄日記

八月十七
　　～十八日

1759年10月7
　　　　　～8日

十七日入日・月赤い，十八日朝日赤い
（弘前）

弘前藩庁日記，永禄日記，
津軽年代記

明和三年 一月二十八日 1766年3月8日 18時大地震
弘前藩庁日記，津軽古事傳記，
津軽編覧日記

二月十日 1766年3月20日
地震・鳴動（正月二十八日の余震と区別
できない）・西方暗雲（弘前）

津軽古事傳記，津軽編覧日記

二月十二日 1766年3月22日 鳴動（弘前） 津軽古事傳記，津軽編覧日記
二月二十七日 1766年4月6日 20時すぎ鳴動（弘前） 弘前藩庁日記

一月一日 1769年2月7日 08時～12時頃，降灰（弘前）
弘前藩庁日記，津軽古事傳記，
津軽編覧日記

六月九日 1769年7月12日 08時地震（弘前，秋田）
弘前藩庁日記，津軽古事傳記，
封内事実秘苑

六月十四日 1769年7月17日 19時地震，22時旗雲（弘前）
弘前藩庁日記，津軽古事傳記，
封内事実秘苑

明和七年 七月二十八日 1770年9月17日 オーロラ
松前年歴捷径，
弘前藩庁日記（虫損）

九月十九日 1772年10月15日 02～12時 焦気（悪臭）（八戸・弘前）
八戸藩目付所日記，
封内事実秘苑，弘前藩庁日記

九月二十九日 1772年10月25日 地震（弘前） 津軽古事傳記

安永四年 二月七日 1775年3月8日
08時～，雪にまじって降灰．黄色に見え
る（弘前）

弘前藩庁日記，津軽古事傳記，
沢内年代記

安永九年 一月二日 1780年2月6日 12時～，西方で異音（弘前） 津軽編覧日記
一月二十一
　　・二十二日

1786年2月19
　　　　　・20日

二十一日10時，二十二日降灰（弘前） 津軽編覧日記，佐藤家記

一月二十三日 1786年2月21日 灰まじりの雪降る（弘前） 津軽編覧日記
一月二十九日 1786年2月27日 02時前，10時地震（弘前） 津軽編覧日記
二月五日 1786年3月4日 朝，降灰（弘前） 弘前藩庁日記

二月六日 1786年3月5日
10時，16時雨にまじり灰降る（弘前）
晩，赤い砂土降る（沢内）

津軽編覧日記，津軽古事傳記，
沢内年代記

三月六日 1786年4月4日 晩，赤い砂土降る（沢内） 沢内年代記
（天明九年）
寛政元年

四月二十日 1789年5月14日 噴煙望見（赤神‐雨垂石間から） 真澄遊覧記

寛政二年 九月二日 1790年10月9日 12時～16時降灰（弘前） 弘前藩庁日記
寛政九年 二月二十二日 1797年3月20日 雲が空を覆う（松前） 福山秘府

和　暦
日　付

明和六年

明和九年
（安永元年）

天明六年

寛保二年

（元文六年）
寛保元年

寛延四年
（宝暦元年）

宝暦九年

明和三年
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０
２
．
寛
保
元
年
七
月
・
八
月
の
噴
火
と
津
波
の
発
生
，
被
害
状
況 

 

 
（
元
文
六
年
二
月
二
十
七
日
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦1741

年4

月12

日
）
に
寛
保
と
改
元
） 

寛
保
元
年
七
月
八
日

（

1
7
4
1

年
8

月

1
8

日

）

，
弘
前
で
「
未
ノ
中
刻

（

１

４
時

頃
）

」（
史
料
１
３
『
弘
前
藩
庁
日
記
』），
八
戸
で
「
八
半
時

（
１
５
時
頃
）

」

（
２
５

『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』））
に
か
な
り
強
い
地
震
が
あ
っ
た
．
お
そ
ら
く
同
じ
地
震

を
記
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
．
弘
前
で
は
「
子
ノ
刻

（
２
４
時
頃
）

」
に
も
地
震
が
あ
っ
た
（
１
３

『
弘
前

藩
庁
日
記
』）．
こ
の
日
こ
ろ
か
ら
渡
島
大
島
の
噴
火
が
始
ま
っ
た
と
い
う
史
料
も
あ
る 

（
３‐

１

『
御
巡
見
御
用
要
用
日
記
』，
３‐

２

『
御
巡
見
使
応
答
申
合
書
』）． 

 

七
月
十
日

（8

月

2
0

日
）

卯

ノ

刻

（
午
前
０
６
時
頃
）

過
，
弘
前
で
有
感
地
震
が
あ
っ
た
（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）． 

 
 

七
月
十
二
日

（

8

月

2
2

日

）

に
は
，「

慥
（
た
し
か
）

ニ

大
嶋
焼
候
儀
見
届
ヶ
候
者
有
之
」
と
，
よ
り
確
か
な
目
撃
情
報

が
得
ら
れ
た
（
３‐

１

『
御
巡
見
御
用
要
用
日
記
』，
３‐

２

『
御
巡
見
使
応
答
申
合
書
』）． 

七
月
十
三
日

（

8

月

2
3

日

）

に
は
，「
大
嶋
七
月
十
三
日

ゟ
（
よ
り
）

焼
出
し
、
今

以

（
い
ま
も
っ
て
）

焼
と
ま
り

（
止
ま
り
）

不

申

（
も
う
さ
ず
）

候
、
江
指

（
江
差
）

表
ハ
右
之
焼
砂
ふ
り
、
当
十
四
五
日
ハ
く
ら
闇
に
て
御
座
候
、
今
日
頃
に
て
も
在
々
焼
砂

ふ
り
申
候
由
を
申
参
候
、
中
々
昼
夜
共
少
茂

安
堵
休
息
成
不
申
候
」（
６

『
津
波
破
損
之
事

則
書
状
之
写
』
七
月
二
十
三
日
付
松
前
発
信
）
と
記
録
さ
れ
て
お
り
，
七
月
十
四
日

（

8

月

2
4

日

）

・

十
五
日

（2
5

日

）

に
江
差
が
降
灰
に
よ
り
暗
闇
に
な
っ
た
．
こ
の
書
簡
が
発
信
さ
れ
た
七
月
二
十
三

日
現
在
で
も
降
灰
の
報
告
が
伝
え
ら
れ
，
昼
夜
と
も
安
心
し
て
休
息
で
き
な
い
と
さ
れ
て

い
る
．「
七
月
十
三
日

（

8

月

2
3

日

）

よ
り
奥
州

（
マ
マ
）

松
前
の

漁
（
イ 

澳
）

な
る
大
島
焼
る
、
十
五
日
十
六
日
頃
よ
り

昼
夜
の
分
ち
な
く
ぐ
ら
暗
み

（

マ

マ

）

と
な
る
、」（
１
１

『
松
前
方
言
考
』），
と
い
う
記
事
も
十
三
日

に
噴
火
が
始
ま
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
． 

３‐

１『
御
巡
見
御
用
要
用
日
記
』
に
は
，「
西
在
江
指
村
辺
者

十
五
日

（8

月2
5

日
）

十
六
日

（2
6

日

）

之
頃
ゟ
焼
灰
降
り
、

昼
も
闇
に
罷
成
行
燈
ヲ
明
シ
申
候
、
松
前
者

十
六
日
昼
中
ゟ
焼
灰
降
り
、
東
在
ハ
十
七
日

（8

月27

日
）

十
八
日

（2
8

日

）

之
頃
よ
り
降
申
候
、
然
所
、
海
上
鳴
渡
り
、
七
月
十
九
日

（

8

月

2
9

日

）

明
六
ツ
時
前
、
松
前
ゟ

西
在
ハ
三
拾
里
之
間
津
浪
打
來
申
候
、
此
節
地
他
国
男
女
僧
俗
共
溺
死
仕
候
人
数
千
四
百

六
十
七
人
、
此
外
家
蔵
も
流
申
候
、
大
船
小
船
共
ニ

夥
敷
破
船
仕
候
、
右
大
嶋
今
以
焼
、

時
々
鳴
候
音
も
相
聞
江

風
に
よ
り
焼
灰
も
折
節
降
申
候
、
右
之
趣
有
増
御
答
可
申
上
候
、｣

と
状
況
が
記
録
さ
れ
て
い
る
．
江
差
や
西
在
（
松
前
よ
り
も
西
～
北
西
の
集
落
）
で
は
，

七
月
十
五
日

（

8

月

2
5

日

）

に
降
灰
に
よ
り
行
燈
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
程
暗
く
な
っ
た
．

翌
十
六
日

（8

月

2
6

日
）

昼
に
は
松
前
に
，
十
七
日

（8

月27

日
）

・
十
八
日

（8

月28

日
）

に
は
松
前
の
東
在
に
も
降
灰
が
あ
っ
た
．

７‐

２
『
福
山
秘
府
』
に
よ
れ
ば
，
松
前
で
は
白
灰
，
黒
砂
が
厚
さ
数
寸
積
も
っ
た
と
い
う
．

七
月
十
八
日
ま
で
の
降
灰
分
布
を
図
１
に
示
し
た
．  

 
 
 

な
お
，
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』
に
は
，
元
文
五
年

（1
7
4
0

年

）

（「
○ 

七
月
上
旬
松
前

（7

月24

日
～8

月2

日
）

大
津
浪
に

て
松
前
中
死
人
四
千
何
百
人
と
申
事
ニ
而

前
代
未
聞
之
事
之
由
、
其
外
牛
馬
、
家
蔵
過
半
流

失
、
舟
百
余
艘
破
舩
有
之
、
同
月
八
日
よ
り
松
前
大
嶋
焼
出
、
十
五
日

（1
7
4
0

年8

月7

日
）

に
あ
く

（

灰

）

降
、

同
廿
三
日

（1
7
4
0

年8

月1
5

日
）

相
止
」，
と
あ
る
が
，
元
文
五
年
の
事
象
と
す
る
こ
の
記
述
を
支
持
す
る
ほ
か

の
記
録
は
な
く
，
元
文
六
年
の
津
波
を
誤
っ
て
記
録
し
た
も
の
と
判
断
し
た
．
１
５

『
津
軽

編
覧
日
記
』
に
は
寛
保
元
年
七
月
十
八
日
朝
に
津
波
に
よ
る
被
害
の
記
述
が
あ
る
が
，
お

そ
ら
く
日
付
の
誤
り
で
，
正
し
く
は
十
九
日
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
．
３‐

１

『
御
巡
見
御

用
要
用
日
記
』，
３‐

２

『
宝
暦
十
二
年 

御
巡
見
使
應
答
申
合
書

（
ご
じ
ゅ
ん
け
ん
し
お
う
と
う
も
う
し
あ
わ
せ
し
ょ
）

』
の
成
立
は
宝
暦

十
一
年
（1761

）
な
の
で
，
こ
の
時
点
で
も
，
今
も
っ
て
焼
け
，
鳴
動
，
降
灰
が
時
折
あ

っ
た
，
こ
と
が
わ
か
る
． 

寛
保
元
年
七
月
十
九
日

（

1
7

4
1

年

8

月

2
9

日

）

の
津
波
に
関
す
る
記
述
は
，
１
２

『
松
前
家
記
』
に
「
十
九
日
大
雨
海
中

大
ニ

鳴
ル
明
朝
ニ

至
リ
テ
海
水
漲
溢
シ
根
部
田
ヨ
リ
熊
石
ニ

及
ヒ
凡
三
十
餘
里
家
ヲ
壊
ル

七
百
九
十
戸
舩
ヲ
破
ル
大
小
一
千
五
百
二
十
一
艘
溺
死
ス
ル
者
一
千
四
百
六
十
七
人
」
と

あ
る
ほ
か
，
３‐

１

『
御
巡
見
御
用
要
用
日
記
』，
６

『
津
波
破
損
之
事
則
書
状
之
写
』（
七

渡島大島噴火史料集
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月
二
十
三
日
付
）
７‐

１

『
松
前
年
歴
捷
径
』，
７‐

２

『
福
山
秘
府
』，
５

『
松
前
津
浪
之
事
』， 

 
 
 
 

１
１

『
松
前
方
言
考
』，
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』，
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑
』
な
ど
松
前
藩
，

弘
前
藩
の
史
料
に
加
え
て
山
形
県
か
ら
京
都
府
に
か
け
て
の
日
本
海
沿
岸
の
多
く
の
地

域
に
あ
る
（
図
２
（
ａ
），（
ｂ
）．
今
回
の
調
査
で
，
新
た
に
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』，
庄

内
の
２
６

『
鷄

肋

編

（
け
い
ろ
く
へ
ん
）

』，
越
後
の
２
７

『
記
事
別
集
』
の
記
述
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
． 

松
前
藩
か
ら
の
津
波
発
生
の
正
式
な
報
告
は
八
月
二
十
日
，
九
月
十
日
に
幕
府
に
届
け

ら
れ
た
（
１

『
松
前
年
々
記
』）．
八
月
二
十
日
の
一
報
で
は
「
口
上
覺 

松
前
志
摩
守
領

分

従
（
よ
り
）

松
前
東
西
在

々

（
ざ
い
ざ
い
）

七
月
十
九
日
未
明
、
津
浪
打
入
、
民
家

夥

鋪

（
お
び
た
だ
し
く
）

流
失
溺
死

之
者
多
御
座
候
由
、

尤

（
も
っ
と
も
）

船

抔
（
な
ど
）

松
前
近
辺
不

殘

（
の
こ
ら
ず
）

流
失
破
船
等
多
御
座
候
段
申
越

候
、
委
細
之
義
者

追
而

可
申
上
旨
申
越
候
、
先
右
之
趣
御
届
申
上
候
、
以
上
、 

八
月
廿

日
」
と
，
津
波
の
発
生
に
よ
り
大
被
害
が
あ
っ
た
旨
，
幕
府
御
用
番
（
老
中
）
松
平
左
近

将
監
乗

邑

（
の
り
さ
と
）

へ
松
前
藩
江
戸
留
守
居
役
河
合
九
郎
兵
衛
か
ら
報
告
さ
れ
た
（
口
絵
３
）． 

九

月

十

日

（1
7
4
1

年1
0

月1
9

日
）

の
続
報
で
緊
急
調
査
に
よ
る
被
災
状
況
の
概
要
が
月
番
老
中
松
平
伊
豆
守

信

祝

（
の
ぶ
と
き
）

へ
「
松
前
七
月
十
九
日
朝
津
浪
之
義
、
此
間
松
平
左
近
将
監
ヱ
届
申
候
上
、
今
度

溺
死
破
船
等
之
義
改
松
平
伊
豆
守
ヱ
月
番
故
指

出

（
さ
し
だ
し
）

、
左
近
将
監
ヱ
茂

指
出
、
書
付
左
之

通
、
當
月
十
九
日
明
六
時
前
私
領
内
三
十
里
之
間
津
浪
打
候
而

濱
辺
住
居
之
者
共
溺
死
并

流
家
左
之
通
御
座
候
。
千
二
百
三
十
六
人
溺
死
、
内
男
八
百
二
十
六
人
、
女
四
百
十
人
、

外
ニ

他
國
者
僧
俗
共
二
百
三
十
一
人
溺
死
、
七
百
二
十
九
軒
流
家
、
三
十
三
軒
潰
家
、
四

軒
流
藏
、
二
十
五
軒
潰
藏 

此
節
破
船
仕
候
舟
数
大
小
千
五
百
二
十
一
艘
、
右
之
内
猟
船

千
三
百
二
十
九
艘
破
船
仕
候
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上
」
と
提
出
さ
れ
た
（
１

『
松
前

年
々
記
』，
口
絵
３
）．
十
一
月
八
日

（1
7
4
1

年1
2

月1
5

日
）

付
で
幕
府
か
ら
追
加
報
告
の
照
会
が
あ
り
，
回
答

を
し
た
旨
の
記
録
が
あ
る
が
，
具
体
的
な
記
述
は
省
か
れ
て
い
る
． 

 

弘
前
藩
で
も
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
（
御
国
）』
七
月
二
十
日
条
に
は
「
金
井
ヶ
沢
湊
目

付
長
谷
川
理
助
申
立
候
者

、
今
七
月
十
八
日

（

8

月

2
8

日

）

、
海
津
浪
ニ
而

同
所
湊
御
番
所

潰
（
つ
ぶ
れ
）

申
候
、

（
以
下
の
報
告 

略
）」
と
い
う
報
告
が
収
録
さ
れ
て
い
る
．
江
戸
時
代
は
夜
明
け
ま
で

を
前
日
の
夜
に
含
め
る
の
で
，
十
九
日
夜
明
け
前
の
で
き
ご
と
は
十
八
日
夜
の
事
象
と
な

る
． 松

前
藩
内
の
詳
細
な
被
害
状
況
は
，
６

『
津
波
破
損
之
事
則
書
状
之
写
』，
１
１

『
松
前

方
言
考
』，
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
（
御
国
）』（
十
二
月
二
十
三
日
条
）
に
あ
る
．
６

『
津

波
破
損
之
事
則
書
状
之
写
』
は
七
月
二
十
三
日
付
で
松
前
か
ら
発
信
さ
れ
た
も
の
で
，
永

平
寺
文
書
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
，
函
館
図
書
館
で
複
写
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
． 

 

１
１

『
松
前
方
言
考
』
は
，
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
（
第
七
巻
「
つ
な

み
」）
と
国
会
図
書
館
所
蔵
（
第
一
巻
「
ツ
ナ
ミ
」）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
．
１
３

『
弘
前
藩

庁
日
記
（
御
国
）』
寛
保
元
年
十
二
月
二
十
三
日
条
に
は
，
弘
前
藩
家
老
棟
方
作
右
衛
門
・

隈
部
伊
織
か
ら
松
前
藩
家
老
の
松
前
内
記
・
下
國
斎
宮
・
蠣
崎
内
蔵
丞
に
宛
て
た
，
七
月

の
津
波
被
害
の
救
援
の
申
し
出
の
書
簡
と
，
と
も
に
収
録
さ
れ
た
八
月
付
三
馬
屋

（

三

厩

）

村
松
前

屋
長
兵
衛
か
ら
一
戸
徳
右
衛
門
・
福
士
弥
内
へ
宛
て
た
被
害
の
覚
書
が
記
さ
れ
て
い
る
．

こ
れ
ら
の
史
料
に
は
被
災
集
落
名
と
犠
牲
者
数
，
被
害
状
況
の
リ
ス
ト
が
あ
る
．
そ
れ
ぞ

れ
独
立
し
た
調
査
に
基
づ
い
て
お
り
，
数
字
は
一
致
し
て
い
な
い
（
表
３
）． 

こ
れ
ら
の

史
料
に
よ
る
犠
牲
者
数
と
現
地
調
査
に
基
づ
く
津
波
波
高
が
今
村
・
松
本
（1991

）
の
表

‐
３
，
都
司
・
他
（2002

）
の
表
２
，
図
１
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
． 

 

弘
前
藩
内
で
の
被
害
状
況
は
，『
弘
前
藩
庁
日
記
（
御
国
）』
の
寛
保
元
年
七
月
二
十
日

（

8

月

3
0

日

）

，

二
十
四
日

（9

月

3

日

）

，
八
月
一
日

（1741

年9

月10

日
）

， 

八
月
七
日

（9

月

1
6

日
）

，
八
月
十
日

（9

月

1
9

日
）

条
に
記
録
さ
れ
て
い
る
．
八
月
一

日
条
に
は
，
勘
定
奉
行
か
ら
申
出
の
あ
っ
た
弘
前
藩
内
の
ま
と
め
が
あ
る
．
そ
れ
に
よ
れ
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現在地名 場所原記載 6『津波破損之事則書状之写』 11『松前方言考』 13 『弘前藩庁日記』

福山（松前）
城下

城下・福山 泊
川

船手共約40人あまり
泊川で家60，船60余流失，
30人ばかり

城下30人，他船手50～60人

松前 多数．数知れず 30人程
館浜 ネフタ 浸水のみ．無事 家40余，30人
札前 さつまい 多数
赤神 赤神 人は別状無し
静浦 あまたれ石 死者多数，生存者5～6人 家40．人とも流失 18～19人程
茂草 茂草 家20，20余人 60人程
清部 幾よ部 家60，5～60人 130人程
江良 ゑら町 家不残流。死380人 家100，360人程 370人程，他旅人80人程

をこしへ 10人程
原口 はらくち 多数生存者4～5人 家30余，人共流失 27人程
小砂子 ちいさご 8人程
石崎 石崎 多数 家50，死者多数．1名生存 70人程
汐吹 塩吹 山子崎村家，14～15人 家20，死者多数 20人程
扇石 扇石 人は別状無し
木ノ子 きのこ 家･人　別条無し 家30，死者多数 6人程
（原歌を扇石と誤

るか？）
大きし 家30余，死者多数

原歌 原宇田 多数 20人程
上の国 上ノ国 家人とも別条無し 家60余，死者多数
南浜町 五勝手 4～5人 家20許，死者多数

江差 江差
船手に100人，
陸定住者の死者なし

船70艘流失，死者多数 7人程，他に船手180人

泊 とまり 60人 泊，田沢50軒，死者多数 60人程
田沢 田沢 30人 30人程
伏木戸 ふしきと 17人 17人程
乙部 をとべ 70人余 30軒のうち10軒残．死者多 130人程

もんない，
小茂内

家2軒（ないし20軒）
ばかり流失，死者多数

8人程

栄浜 とつふ 人は別状無し 20軒無 15人程

三ツ谷
三ツ谷，
三ツ屋

多数
12～13軒皆無し，
死者多数

40人程

潮見 しひの歌 不明
豊浜 蚊柱，加柱 270人 30軒ばかり，死者多数 217人程

相沼 あい野間 150人
同前(蚊柱と同じ)，
死者多数

150人程

熊石 熊石 400人 50軒余，死者多数 300人程

江差町

乙部町

熊石町

　　表３　『津波破損之事則書状之写』，『松前方言考』， 『弘前藩庁日記』にもとづく松前の津波被害

150人余(清部分を含むか)

松前町

上ノ国町
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ば
，
藩
内
鰺
ヶ
沢

（
あ
じ
が
さ
わ
）

，
小
泊
，
赤
石
村
，
柳
田
村
，
関
村
，
嶋
村
，
金
井
沢
村
，
鴨
村
，

田
野
沢
村
，
晴
山
村
，
轟

木

（
と
ど
ろ
き
）

村
，
追
良
瀬

（
お
い
ら
せ
）

村
，
廣
戸
村
，
横
磯
村
，
風
合
瀬

（
か
そ
せ
）

村
，
三
馬
屋

（

三

厩

）

村
領
中
濱
，
深
浦
村
，
大
間
越
湊
支
配
森
山
村
湊
，
金
井
沢
湊
で
あ
わ
せ
て
死
者
３
３
名
，

破
船
１
６
７
艘
，
潰
家
１
１
２
軒
ほ
か
の
被
害
が
あ
っ
た
．
こ
の
他
に
１
４

『
津
軽
古
事
傳

記
』，
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』，
１
６

『
葛
西
秘
録
』
，
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑
』
，
２
０

『
津

軽
歴
代
記
類
』，
２
４
『
油
川
沿
革
誌
』
に
も
藩
内
の
津
波
被
害
に
つ
い
て
の
記
事
が
あ
る
．

松
前
藩
，
弘
前
藩
以
外
の
日
本
海
沿
岸
の
津
波
の
到
達
状
況
は
史
料
２
６
～
３
８
に
記
録

が
あ
る
．
都
司
・
他
（1984

）
は
韓
国
東
海
岸
に
も
到
達
し
た
と
す
る
記
録
を
紹
介
し
て

い
る
．
な
お
，『
笈

埃

随

筆

（
き
ゅ
う
あ
い
ず
い
ひ
つ
）

』（
百
井
塘
雨

（
も
も
い 

と
う
う
）

著
．
国
立
公
文
書
館 

所
蔵
：
日
本
随
筆

大
成
編
輯
部 

編
（2007

）
日
本
随
筆
大
成 
第
２
期 

第12

巻
．111‐

113.

吉
川
弘
文

館
）｢

海
嘯｣

の
項
に
石
見
に
お
け
る
津
波
の
伝
聞
に
よ
る
記
述
が
あ
る
が
，
月
，
時
刻
に

不
一
致
が
あ
り
，
信
頼
に
た
る
史
料
で
は
な
い
と
判
断
し
，
収
録
し
な
か
っ
た
．  

七
月
二
十
四
日

（1
7
4
1

年

9

月

3

日
）

に
再
び
津
波
が
発
生
し
た
記
録
が
あ
る
（
５

『
松
前
津
浪
之
事
』）．
史
料
に
は

「
其
後
廿
四
日
明
六
ッ
比
ニ

又
々
津
波
打
候
跡

（
ヵ
）

も
、
是
ハ
少
々
之
事
ニ
而

御
坐
候
、
江
指

（
差
）

村
又
家
数
廿
五
軒
流
申
、
家
ハ
多
ク
流
レ
候
得
共
、
人
ハ
三
拾
人
餘
相
果
申
候
、
沖
ニ

懸

り
申
候
舟
七
拾
艘
計
り
御
坐
候
内
、
五
拾
八
艘
破
舩
、
残
ル
十
二
三
艘
ハ
半
造
作
、
哀
レ

成
ル
躰
ニ

御
坐
候
、」
と
あ
り
，
十
九
日
の
津
波
に
比
べ
る
と
そ
の
規
模
は
小
さ
か
っ
た
が
，

江
差
で
は
，
死
亡
三
十
余
名
の
ほ
か
二
十
五
軒
流
失
，
沖
懸
り
の
船
五
十
八
艘
破
船
，
十

二
、
三
艘
の
半
壊
の
被
害
が
あ
っ
た
．
越
前
の
敦
賀
の
記
録
３
５

『
年
々
跡
書
帳
』
や
，
菅

江
真
澄
の
紀
行
文
で
あ
る
４
６

『
真
澄
遊
覧
記
』（
七
月
二
十
五
日
夜
と
あ
る
が
二
十
四
日

の
誤
り
か
）
に
も
，
十
九
日
と
は
別
の
津
波
が
あ
っ
た
こ
と
，
十
九
日
に
は
及
ば
な
い
も

の
の
，
死
者
が
出
た
ほ
か
，
家
屋
，
船
に
も
被
害
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
． 

 

 

文
書
記
録
を
見
る
限
り
，
６

『
津
波
破
損
之
事
則
書
状
之
写
』
に
七
月
二
十
三
日
付
書
簡
で

噴
火
活
動
が
終
息
し
て
い
な
い
こ
と
は
読
み
取
れ
る
が
，
降
灰
の
厚
さ
等
の
記
述
は
な
く
，
山

体
崩
壊
直
後
の
噴
火
活
動
は
遠
方
に
大
量
の
火
砕
物
を
降
下
さ
せ
る
よ
う
な
噴
火
様
式
で
は

な
か
っ
た
ら
し
い
． 

八
月
五
日

（9

月

1
4

日
）

に
，
弘
前
で
「
八
月
五
日
西
風
流
磺

（
硫
黄
）

く
さ
し
」
と
，
硫
黄
臭
が
感
じ
ら
れ
た
記
録 

 

が
あ
る
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
）
．
西
風
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
渡
島
大
島
に
由

来
す
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る 

八
月
十
八
日

（

9

月

2
7

日

）

に
，
津
波
に
よ
る
犠
牲
者
を
供
養
す
る
無
縁
堂
が
松
前
の
西
に
位
置
す
る
「
立
石

野
」
に
建
立
さ
れ
た
（
３‐

２

『
宝
暦
十
二
年 

御
巡
見
使
應
答
申
合
書

（
ご
じ
ゅ
ん
け
ん
し
お
う
と
う
も
う
し
あ
わ
せ
し
ょ
）

』，
７‐

１

『
松

前
年
歴
捷
径 

地
』，
７-

２

『
福
山
秘
府
』）．
現
在
，
松
前
町
字
建
石
に
あ
る
光
明
寺
境
内

に
供
養
塔
が
あ
る
（
松
前
市
中
地
圖
（
文
化
三
年 

国
文
研
所
蔵
，
松
前
町
史
史
料
編 

第

一
巻
収
録
）
参
照
．
口
絵
５
）． 

 

０
３
．
寛
保
元
年
十
一
月
・
十
二
月
の
地
震 

十
一
月
十
二
日

（1
7
4
1

年1
2

月1
9

日
）

，
弘
前
で
「
卯
之
中
刻

（
午
前
０
６
時
頃
）

」（
１
３
『
弘
前
藩
庁
日
記
』）），
八
戸
で
「
今

五

時

（
午
前
０
８
時
頃
）

両
度

（
二
度
）

」

（
２
５

『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』））
地
震
を
感
じ
た
． 

十
一
月
十
四
日

（1
7
4
1

年1
2

月2
1

日
）

，
弘
前
で
「
未
之
中
刻

（

１

４
時

頃
）

」（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）
地
震
を
感
じ
，
八
戸
で
も

「
八
時
分

（
１
４
時
頃
）

」
地
震
を
感
じ
た
（
２
５

『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』）．
お
そ
ら
く
同
じ
地
震
を

記
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
． 

十
一
月
二
十
二
日

（1
7
4
1

年

1
2

月
2
9

日
）

夜
に
，
弘
前
で
地
震
を
感
じ
た
（「
夜
ニ

入

辰

之

刻

（
マ
マ 

午
前
０
８
時
頃
）

地
震
」：
１
３

『
弘

前
藩
庁
日
記
』）． 
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十
二
月
十
日

（1
7
4
2

年1

月1
6

日
）

，
弘
前
で
「
巳

ノ

刻

（
午
前
１
０
時
頃
）

地
震
時
々
」（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）），
八
戸
で
も

「
巳

ノ

刻

（
午
前
１
０
時
頃
）

地
震
」（
２
５

『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』）
を
感
じ
た
． 

０
４
．
寛
保
元
年
十
二
月
～
寛
保
二
年
（1742

年
）
の
活
動 

寛
保
元
年
十
二
月
か
ら
同
二
年
四
月
に
わ
た
り
，
ほ
ぼ
４
ヶ
月
噴
火
が
断
続
し
，
松
前
藩
，
弘

前
藩
，
八
戸
藩
に
ま
で
降
灰
が
及
ん
だ
（
図
３
）．
こ
の
間
の
規
模
の
や
や
大
き
な
マ
グ

マ
噴
火
に
よ
り
，
西
山
で
火
砕
丘
が
形
成
さ
れ
，
溶
岩
も
流
下
す
る
活
動
が
あ
っ
た
と
推

定
さ
れ
る
． 

十
二
月
十
六
日

（1
7
4
2

年1

月

2
2

日
）

，
松
前
で
は
空
が
暗
く
な
っ
て
黒
い
灰
が

三

寸

（
約
１
０
ｃ
ｍ
）

堆
積
し
た
（「
天
大
ニ

曇
リ

黒
灰
ヲ
雨

（
ふ
）

ラ
シ
積

（
つ
）

ム
三
寸
餘
」：
１
２

『
松
前
家
記
』）．
同
様
の
記
録
が
７‐

１

『
松
前
年

歴
捷
径
』，
７‐

２

『
福
山
秘
府
』
に
み
ら
れ
る
． 

十
二
月
二
十
二
日

（1
7
4
2

年

1

月

2
8

日

）

・
二
十
三

（1

月2
9

日
）

日
に
弘
前
藩
内
で
降
灰
が
あ
っ
た
（
「
十
二
月
廿
二
日
三
日
夜
、

灰
交
り
の
雪
ふ
り
申
し
候
。」：
１
８-

１

『
永
禄
日
記
』，
１
８-

２

『
梅
田
日
記
』，
２
２

『
梅
田
彦

六
家
記
』）．
１
９

『
津
軽
年
代
記
』
に
は
「
〇
十
二
月
廿
二
日
、
炭
交
り
候
雪
ふ
り
申
候
、

是
ハ
松
前
焼
山
故
之
由
」
と
，
起
源
に
つ
い
て
の
当
時
の
認
識
に
つ
い
て
も
触
れ
て
い
る
．

１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
に
は
「
十
二
月
廿
三
日
津
軽
中
ニ

灰
降
」
と
，
二
十
三
日
の
降
灰

の
み
が
記
録
さ
れ
て
い
る
． 

寛
保
二
年
正
月
四
日

（

1
7

4
2

年

2

月

8

日

）

（
＝
八
戸
暦 

寛
保
二
年
正
月
三
日
）
と
そ
の
後
の
降
灰 

１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
に
は
「
或
ニ

正
月
四
日
小
泊
・
三
馬
屋
・
今
別
・
中
里

迠
（
ま
で
）

灰
三
四
寸

降
」
ま
た
，
２
５
『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』）
に
は
（
八
戸
藩
）
正
月
四
日
、

（

1
7

4
2

年

2

月

9

日

）

「

昨

夜

（1742

年2

月8

日
夜
）

砂
ふ
り
申
候
付
、
御
祈
祷
被
仰
付
（
略
）」、
八
戸
藩
の
特
殊
な
暦
で
記
さ
れ
て
い
る
が
，

い
ず
れ
も
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
は1742

年
２
月
８
日
に
あ
た
る
．
渡
島
大
島
か
ら
見
て

三
馬
屋

（

三

厩

）

，
今
別
の
延
長
方
向
に
八
戸
が
あ
り
，
弘
前
藩
，
八
戸
藩
の
独
立
し
た
史
料
の
降

灰
分
布
は
整
合
的
で
あ
る
．
こ
の
ほ
か
，「
正
月
四
日
灰
降
申
候
、
所
ニ

寄
深
サ
三
四
寸

（9
-
1
2
c
m

）

も

降
候
、
其
後
三
四
度
如
此
」（
１
６
『
葛
西
秘
録
』
）
あ
る
い
は
「
同
四
日
夜
よ
り

廿

日

（1742

年2

月24

日
）

頃
迠
灰
降
、
厚
三
四
寸
、」（
１
７

『
封
内
事
実
苑
』
）
と
い
う
記
録
が
あ
り
，
ほ
ぼ
同
内
容

の
記
録
が
１
８‐

１

『
永
禄
日
記
』，
１
８‐

２

『
梅
田
日
記
』，
１
９

『
津
軽
年
代
記
』，
２
２

『
梅

田
村
彦
六
家
記
』
に
あ
る
．  

一
月
二
十
日

（1742

年2

月24

日
）

の
降
灰
に
つ
い
て
は
「
正
月
廿
日
灰
降
候
、
在
ハ
余
程
、
大
間
越
ハ
手
ニ

取
程
、

右
ハ
松
前
大
山
焼
申
候
由
、
鉄
砂
之
如
ニ

候
、
」
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
）
と
一
月
四

日
の
分
布
よ
り
も
西
に
降
下
し
て
い
る
．
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』
と
２
０

『
津
軽
歴
代
記

類
』
の
引
用
元
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
の 

１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
に
は
起
源
が
松
前
藩

領
に
あ
る
こ
と
，「
黒
き
銕

（
鉄
）

砂
の
如
し
」
と
黒
色
の
ス
コ
リ
ア
質
の
火
山
灰
で
あ
っ
た
こ

と
を
示
唆
す
る
記
述
が
あ
る
． 

八
戸
藩
暦
正
月
七
日

（

1
7
4
2

年

2

月

1
2

日

）

に
八
戸
で
「
朝
五
時
分

（
午
前08

時
頃
）

少
々
地
震
」
が
あ
っ
た
（
２
５

『
八
戸
藩
目
付
所
日

記
』）． 

１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
に 

｢

△

二
月
十
日
朝
日
二
ツ
出
申
候
由
取
沙
汰｣ 

と
あ
る
．
こ
の

状
況
が
ど
の
よ
う
な
現
象
を
意
味
す
る
の
か
不
明
で
あ
る
が
採
録
し
た
． 

寛
保
二
年
二
月
十
五
日

（

1
7

4
2

年

3

月

2
1

日

） 

八
戸
で
記
録
さ
れ
た
２
５
『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』
に
「
二
月
十
五
日

（1742

年3

月21

日
）

西
風
、
夜
中
砂
降
」
と
，
降
灰
（
降
砂
）
が
記
録
さ
れ
て
い
る
．
こ
の
日
は
八
戸
の
み
に

降
灰
が
あ
り
，
松
前
，
津
軽
で
は
降
灰
記
録
は
な
い
． 

四
月
十
四
日

（1742

年5

月18
日
） 

松
前
の
記
録
（
１
２

『
松
前
家
記
』）
に
は
「
二
年

（
寛
保
）

壬
戌
四
月
十
四
日
灰
及
ヒ
白

赤
毛
ヲ
雨

（
ふ
）

ラ
シ
、
長
サ

尺
（30

㎝
）

餘
ナ
ル
者
ア
リ
」
と
降
灰
・
降
毛
が
あ
り
，
火
山
灰
に
加

え
て
，
長
さ
２
０
～
３
０
㎝
に
お
よ
ぶ
白
・
赤
の
火
山
毛
が
降
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
． 

 

渡島大島噴火史料集

13



７‐

１
『
松
前
年
歴
捷
径
』，
７‐

２
『
福
山
秘
府
』
に
も
同
様
の
記
事
が
あ
る
．
津
軽
で
は
「
四

月
十
四
日
昼 ヒ

ル

四
時

（1
0

時
）

ゟ
八
時

（1
4

時
）

迠
灰
降
、
外
濱
に
乄
昼
闇
也
」
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
）

と
あ
り
，
弘
前
藩
「
外
濱
」
で
１
０
時
か
ら
１
４
時
こ
ろ
に
か
け
て
降
灰
が
あ
っ
た
こ
と

が
記
録
さ
れ
て
い
る
． 

六
月
二
十
五
日

（1
7
4
2

年7

月

2
6

日
）

，
弘
前
で
「
卯

ノ

刻

（
午
前
０
６
時
頃
）

地
震
」
が
あ
っ
た
（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）． 

０
５
．
寛
延
四
年
（
宝
暦
元
年 

1751

年
）
正
月
の
降
灰 

 
 
 

（
寛
延
四
年
十
月
二
十
七
日

（1
7
5
1

年

1
2

月

1
4

日

）

，
宝
暦
に
改
元
） 

 

寛
延
四
年
一
月
下
旬
に
弘
前
で
有
感
地
震
が
あ
り
，
一
月
二
十
九
日

（1
7
5
1

年2

月2
4

日
）

に
は
，
雪
に
灰
が
ま

じ
っ
て
降
っ
た
． 

正
月
二
十
三
日

（2

月

1
8

日
）

の
未
明
と
１
８
時
こ
ろ
の
弘
前
の
有
感
地
震
が
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
に

「
同
正
月
廿
二
日
之
夜
丑
ノ
刻

（

2

月

1
7

日

2
6

時

頃

）

、
翌
廿
三
日
酉
ノ
刻

（2

月

1
8

日

1
8

時
頃
）

少
々
宛
地
震
」
と
記
さ
れ
て
お
り
，

１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』
に
も
収
録
さ
れ
て
い
る 

正
月
二
十
八
日

（1
7
5
1

年2

月

2
3

日
）

に
は
弘
前
で
「
酉
ノ
刻

（1
8

時

）

地
震
」
が
あ
っ
た
（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）． 

正
月
二
十
九
日

（1
7
5
1

年2

月

2
4

日
）

に
弘
前
で
「
同
二
十
九
日

（1
7
5
1

年2

月2
4

日
）

亥
ノ
刻

（2
2

時 

マ
マ
）

ゟ
酉
ノ
刻

（1
8

時 

マ
マ
）

迠
少
々
煤
は
み
た
る
如
き
雪

降
四
五
寸

（1
2

～1
5
cm

）

程
」
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
）
と
あ
る
．
同
趣
旨
の
記
事
が
１
５

『
津
軽
編

覧
日
記
』
に
「
一 

同
廿
九
日
亥
ノ
刻

（2
2

時

）

ゟ
子
ノ
刻

（2
4

時

）

頃
迠
少
々
す
ゝ
ば
み
た
る
様
成
雪
ふ
る
、

右
雪
四
五
寸
程
ふ
る
」
と
あ
る
の
で
，
（
文
意
の
整
合
的
な
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』
の
時

刻
を
採
用
す
る
と
）
煤
ば
ん
だ
雪
が
，
お
そ
ら
く
２
２
時
か
ら
２
４
時
ま
で
降
っ
た
の
で

あ
ろ
う
．
１
９

『
津
軽
年
代
記
』，
１
６

『
葛
西
秘
録
』
に
も
「
正
月
廿
九
日
煤
色
雪
降
」
と

あ
る
．
雪
と
同
時
に
降
っ
た
灰
は
視
認
し
や
す
い
た
め
か
，
し
ば
し
ば
記
録
さ
れ
て
い
る
． 

１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
に
は
「
又
二
月
九
日
之
朝
、
月
三
ツ
出
候
様
ニ

外
瀬
村
之
者
慥
ニ

見
た

る
と
云
、
其
外
雪
と
風
説
ス
」
．
月
が
三
つ
出
た
と
い
う
．
１
９

『
津
軽
年
代
記
』
に
は
，

「
越
前
越
後
二
月
赤
キ
雪
降
候
由
」
と
い
う
記
録
も
あ
る
．
黄
砂
の
可
能
性
も
あ
る
が
採

録
し
た
． 

 

０
６
．
宝
暦
九
年
（1759

年
）
七
月
の
降
灰
と
閏
七
月
・
八
月
の
異
変 

宝
暦
九
年
七
月
二
十
七
日

（

1
7

5
9

年

8

月

1
9

日

）

夕
方
か
ら
弘
前
藩
内
の
広
い
範
囲
で
降
灰
・
降
毛
が
あ
っ
た
こ
と

が
１
３
『
弘
前
藩
庁
日
記
』，
１
４
『
津
軽
古
事
傳
記
』，
１
５
『
津
軽
編
覧
日
記
』，
１
６
『
葛
西
秘
録
』
，

１
７

『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』，
１
８‐

１

『
永
禄
日
記
』，
１
８‐

２

『
梅
田
日
記
』，
１
９

『
津
軽
年
代
記
』，

２
２

『
梅
田
村
彦
六
家
記
』
に
記
録
さ
れ
て
い
る
．
特
に
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』
七
月
二
十
七

日
条
か
ら
三
十
日
条
に
は
降
灰
の
様
子
と
藩
内
か
ら
の
報
告
が
詳
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
（
図

４
）． 

七
月
二
十
七
日
に
は
「
申
之
刻

（1
6

時

）

過
四
方
一
圓
霧
ノ
如
く
曇
、
酉
ノ
刻

（1
8

時

）

ヨ
リ
夜
中
灰
ふ
る
」
と
あ

る
（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』
七
月
二
十
七
日
条
）． 

二
十
八
日
条
に
は
「
昨
晩
七
ッ
時
頃

（

8

月

1
9

日

1
6

時

）

ゟ
西
北
之
方
至
而

強
ク
曇
大
雨
之
様
ニ

候
之
處
、
雨
者

一
向

降
り
不
申
、
七
ッ
半

（1
7

時

）

頃
ゟ
■
（
土
へ
ん
に
分
）
土
之
様
成
物
夜
中
降
、
今
朝
厚
サ さ

弐
三
歩
位

（6

～9
m
m

程
）

降
積
、
屋
ね

（
屋
根
）

其
外
草
木
之
葉
江

留
り
有
之
、
右
降
候
土
之
色
ハ
灰
之
様
ニ
茂

見
へ
至
而

細
カ

成
り
、
尤
夜
中
降
候
と
相
見
へ
、
馬
之
髪
之
如
く
成
毛
、
長
サ
壱
尺
五
寸

（

4
5

c
m

）

位
ゟ
五
六
寸

（15

～18cm

）

位

迠
、
色
ハ
栗
毛
之
様
成
茂

有
之
、
又
ハ
白
キ
も
有
之
、
則
日
記
江

結
付
置
之
、 

一

右
■
（
土
へ
ん
に
分
）
土
之
様
成
物
、
今
朝
五
時

（

0
8

時

）

頃
少
之
内
晴
候
處
、
亦
々
降
、
弘
前
ハ

八
時
過
迠
少
宛
降
、
在
々
所
ニ
寄
晩
迠
降
候
所
茂

有
之
、
所
ニ
寄
降
様
厚
薄
有
ル
、 
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一

天
氣
之
様
子
、
日
者

照
候
得
共
、
右
曇
ニ
覆
ひ
、
朧
月
な
と
の
様
に
て
、
終
日
暮
る
、
八
半
時

（1
5

時

）

頃
よ
り
南
東
之
方
至
而

強
曇
申
候
、 

一

當
月
十
七
日
之
頃
ゟ
一
向
雨
降
り
不
申
、
照
續
及
渇
水
候
、
此
二
三
日
朝
夕
之
日
至
而
赤

ク
、
取
訳
今
朝
日
者

赤
ク
見
へ
ル
、
尤
入
日
至
而

赤
シ
」 

七
月
二
十
九
日
条
に
は
，「
高
杦

（
高
杉
）

組
大
庄
や

（
大
庄
屋
）

申
立
候
、
一
昨
廿
七
日
七
時

（1
6

時
）

頃
よ
り
灰
土
■
（
土

へ
ん
に
分
）
之
如
く
成
物
降
、
夜
中
相
止
不
申
、
廿
八
日
七
ッ
時

（1
6

時

）

頃
迠
降
申
候
、
右
降
方

村
々
過
分
厚
薄
茂

相
見
得
不
申
候
、
高
杦
村
邊
よ
り
立
石
村
邊
ハ
少
々
厚
ク
ふ
り
申
候
、

其
外
高
杦
組
目
屋
野
沢
邊
ま
て
大
部
同
様
御
座
候
、
弘
前
邊
ゟ
和
徳
堀
越
組
ハ
高
杦
村
ゟ

少
々
薄
キ
方
相
見
へ
申
候
、
作
毛
ニ

差
障
之
儀
、
今
ニ

一
向
相
知
不
申
候
、
外
作
者

障
茂

一

向
無
之
様
奉
存
候
、
稲
茂

花
最
中
之
分
者

別
差
障
可
申
候
哉
、
五
六
日
ニ
者

聢
（
し
か
）

と
相
知
申

間

敷

（
ま
じ
く
）

様
奉
存
候
相
考
、
追
而

可
申
上
旨
申
出
之
、
五
郎
左
衛
門
江

達
之
、
廣
須
組
大
庄
屋

申
立
候
、
一
昨
廿
七
日
七
時

（1
6

時
）

ゟ
北
之
方
悉
曇
、

嘸
（
さ
ぞ
）

雨
に
可
有
御
座
と
奉
存
候
処
、
粉

土
之
様
成
物
降
申
候
而

歩
行
之
者
目
口
ニ

入
候
而

迷
惑
仕
候
、
七
時

（1
6

時
）

頃
よ
り
今
朝
四
時

（

1
0

時

）

迠
之

内
、
所
ニ

寄
弐
三
歩

（9
6

～9

㎜
）

計
降
り
敷
申
候
、
別
而

作
毛
江

差
障
候
様
子
ニ
茂

相
見
へ
不
申
評
判
ニ

御

座
稀
成
事
之
様
ニ

皆
々
申
候
、
則
降
候
物
袋
入
ニ

仕
、
奉
入
御
覧
候
、
此
段
御
注
進
申
上
旨

申
出
之
、
五
郎
左
衛
門
江

相
達
之
、
金
木
組
大
庄
屋
申
立
候
、
同
組
同
新
田
之
村
々
、
一

昨
廿
七
日
昼
八
半
時

（1
5

時

）

よ
り
あ
ぐ

（

灰

）

降
り
、
尤
所
ニ

寄 き

五
歩

（1
5

㎜
）

位
よ
り
七
八
歩

（2
1

～27

㎜
）

位
迠
ふ
り
申
候
所

も
御
座
候
、
依
之
田
畑
作
物
模
様
至
而

悪
敷
相
見
得
申
候
得
共
、

未

聢

（
い
ま
だ
し
か
と
）

と
晴
上
り
不

申
候
故
、
善
悪
之
義
茂

相
知
不
申
候
、
追
々
相
知
次
第
可
申
上
旨
申
出
之
、
達
五
郎
左
衛

門
江

之
、」 

七
月
三
十
日
条
「
青
森
在
番
諸
手
足
軽
頭
岡
文
左
衛
門
ゟ
以
書
状
申
来
候
者

去
ル
廿
七
日

昼
八
時

（1
4

時

）

過
よ
り
同
廿
八
日
終
日
、
於
當
所
西
北
曇
霧
雨
之
様
焼
砂
降
申
候
、
此
段
申
上
旨

申
出
之
、
五
郎
左
衛
門
江

達
之
、」
と
あ
る
． 

こ
れ
ら
の
記
録
か
ら
，
弘
前
に
降
灰
が
あ
っ
た
二
十
七
日

（1759

年8

月19

日
）

の
二
～
三
日
前
か
ら
（
何
ら
か

の
噴
出
物
に
よ
り
大
気
中
の
短
波
長
可
視
光
成
分
が
吸
収
さ
れ
て
）
朝
日
，
夕
日
が
赤
く
み
え

た
．
１
６
時
過
ぎ
か
ら
周
囲
に
雲
が
た
ち
，
夕
暮
れ
前
の
１
７
時
～
１
８
時
こ
ろ
か
ら
灰
が
降

っ
た
．
翌
二
十
八
日
０
８
時
頃
少
し
晴
れ
た
が
，
再
び
降
灰
が
あ
り
，
１
４
時
過
ぎ
ま
で
続
い

た
．
灰
に
交
っ
て
馬
の
鬣
の
よ
う
な
長
さ
４
５
～
１
５
㎝
，
栗
毛
あ
る
い
は
白
い
（
火
山
）
毛

も
共
に
降
っ
た
．  

藩
内
高
杉
組
大
庄
屋
か
ら
の
報
告
に
よ
れ
ば
，
高
杉
村
辺
よ
り
立
石
村
辺
は
少
々
厚
く
降
灰

が
あ
り
、
そ
の
ほ
か
目
屋
，
野
沢
辺
ま
で
は
同
様
，
弘
前
辺
か
ら
和
徳
，
堀
越
組
は
高
杉
村
に

比
べ
少
し
薄
か
っ
た
．
廣
須
組
大
庄
屋
の
報
告
に
よ
れ
ば
二
十
七
日
七
時

（16

時
）

よ
り
北
の
方
角
が
こ

と
ご
と
く
曇
り
，
き
っ
と
雨
に
な
る
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
た
と
こ
ろ
，
粉
土
の
よ
う
な
物
が

降
り
，
歩
行
者
の
目
口
に
入
っ
て
迷
惑
し
た
．
七
時

（16

時
）

頃
よ
り
今
朝
四
時

（
午
前10

時
頃
）

迄
に
，
所
に
よ
り
６
～

９
㎜
程
降
っ
た
．
農
作
物
へ
の
影
響
は
な
い
模
様
で
あ
っ
た
．
降
っ
た
物
を
袋
に
入
れ
，
提
出

し
た
．
金
木
組
の
大
庄
屋
か
ら
は
金
木
組
新
田
之
村
々
に
は
二
十
七
日
昼
八
半
時

（

1
5

時

）

か
ら
灰
が
降

っ
た
．
所
に
よ
り
１
．
５
～
２
㎝
強
の
厚
さ
が
あ
っ
た
．
こ
の
た
め
田
畑
の
作
物
に
悪
い
影
響

が
あ
る
よ
う
に
見
え
る
が
，
ま
だ
天
候
が
回
復
し
て
い
な
い
の
で
，
確
実
で
は
な
く
，
状
況
を

把
握
し
次
第
報
告
す
る
，
と
伝
え
ら
れ
た
． 

青
森
で
は
二
十
七
日
昼
八
時
過

（

1
4

時

過

）

か
ら
同
廿
八
日
終
日
，
北
西
方
向
が
曇
り
霧
雨
の
よ
う
に
火

山
灰
が
降
っ
た
，
と
当
番
で
青
森
に
詰
め
て
い
た
諸
手
足
軽
頭
岡
文
左
衛
門
が
報
告
し
て
き
た

（
三
十
日
条
）．
な
お
，１
４
『
津
軽
古
事
傳
記
』
に
は
「
七
月
二
十
七
日
暮
前
ゟ
灰
降
、
厚
サ
壱
歩

（
マ
マ
）
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餘
、
廿
八
日
終
日
降
、
大
間
越
辺
者

三
四
寸
も
降
候
由
申
候
、
此
時
天
曇
り
、
日
月
共
ニ

大
ニ

赤

シ
」
と
あ
り
，
二
十
七
日
暮
前
か
ら
降
り
は
じ
め
，
二
十
八
日
に
は
終
日
降
っ
た
．
弘
前
は
壱
歩

（
マ
マ
）

（
３
㎜
）
余
り
（
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』
で
は｢

一
寸

（3
c
m

）

餘｣

）
，
大
間
越
辺
に
は
１
０
㎝
も
降
っ

た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
．
図
４
の
地
図
に
降
灰
記
録
の
あ
る
主
な
地
名
を
入
れ
て
示
し
た
． 

 

宝
暦
九
年
閏
七
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
，
朝
日
・
夕
日
が
赤
く
見
え
る
，
地
震
，

鳴
動
な
ど
の
事
象
が
１
４
『
津
軽
古
事
傳
記
』（
と
こ
れ
を
典
拠
と
す
る
）１
７
『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』）

に
記
さ
れ
て
い
る
． 

閏
七
月
十
五
日
「
昼
夜
共
ニ

日
月
共
ニ

余
光
無
之
赤
ク
見
へ
」
，
「
同 ど

う

七
月
十
七
日

（

9

月

8

日

）

に
山
々
鳴

動
致
、
同
十
八
日

（9

月9

日
）

ゟ
大
雨
雷
、
亦
申
ノ
刻
少
々
地
震
」
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
）
， 

「
一 

同
十
五
日

（1
7
5
9

年9

月6

日
）

雲
立
怪
敷
、
昼
夜
日
月
色
赤
く
餘
光
有
、 

一

同
十
七
日

（9

月9

日
）

山
々
鳴
動
、
月
二
ツ
出
、 

一

同
十
八
日

（9

月

9

日

）

同
断
、
日
月
共
ニ

見
ゆ
人
眼

睡
マ
シ
ロ
カ

す
、
此
日
大
雨
雷
、
申
ノ
刻
少
々
地 

震
、」（
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』）
と
あ
る
． 

 

し
か
し
，
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
は
（
閏
七
月
に
は
こ
の
よ
う
な
記
録
は
な
く
）
八
月
十

七
日
，
十
八
日
に
ほ
ぼ
同
内
容
の
記
事
と
異
臭
の
記
録
が
あ
る
．
毎
日
の
記
録
が
あ
り
，
事
象

の
記
述
が
詳
し
い
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』
の
日
付
が
正
し
く
，
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
と
，

こ
れ
を
典
拠
と
す
る
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』
が
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
考
え
る
． 

八
月
十
七

（1
7
5
9

年1
0

月7

日
）

日
「
當
日
の
入
日
至
而

赤
し
」（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）， 

「

昨

夜

（
八
月
十
七
日
夜
）

の
月
殊
之
外
赤
し
、
今

朝

（
八
月
十
八
日
）

日
至
而

赤
シ
、
段
々
霞
強
し
、
午
ノ
刻

（1
2

時

）

過
よ
り
別
而

赤
し
、
日
蝕
な
と
の
天
氣
の
様
也
、
霞
強
く
、
な
か
に
随
而

猿
毛
焼
様
な
る
匂
ひ
一
圓
有

之
、
申
ノ
刻
過
雷
時
々
発
ス
、
酉
ノ
刻
過
よ
り
雨
ニ
成
ル
」（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』

八
月
十
八
日

（

1
0

月

8

日

）

条
）． 

「
八
月
十
七
日
奇
怪
乃
雲
立
、
其
夜
月
之
色
甚
赤
ク
成
、
同
十
八
日
日
之
色
甚
赤
ク
成
、
光
り

少
ク
平
日
と
違
、
何
ツ
迄
拝
ミ
候
而
も
不
目
レ

眩
ク
ロ
メ
カ

、
假
合
バ
皆
既
之
蝕
之
様
ニ

成
候
。

若
是
日
蝕
か
と
人
々
暦
を
開
き
見
候
得
共
、
十
七
八
之
頃
日
蝕
之
可
有
様
な
し
と
人
々
不

思
議
ニ

覚
候
。
昨
十
七
日
ノ
月
二
ッ
出
、
今
日
八
ッ
時
過
月
三
ツ
出
候
、
諸
人
咄
申
候
。」

（
１
８‐

１

『
永
禄
日
記
』，
１
８‐

２

『
梅
田
日
記
』，
１
９

『
津
軽
年
代
記
』，
２
２

『
梅
田
村
彦

六
家
記
』
に
同
様
の
記
述
が
あ
る
）． 

０
７
．
明
和
三
年
（1766

年
）
正
月
津
軽
大
地
震
と
鳴
動
・
噴
煙
？ 

明
和
三
年
正
月
二
十
八
日

（

1
7

6
6

年

3

月

8

日

）

酉
ノ
刻

（1
8

時

）

こ
ろ
に
津
軽
地
方
で
大
地
震
が
あ
っ
た
．
宇
佐
美
ほ
か

（2013

）
に
よ
れ
ば
津
軽
地
方
を
震
源
と
す
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド7 1/4 ±

 1/4

と
さ
れ
て

い
る
本
震
と
，
そ
れ
に
続
く
多
数
の
余
震
が
数
ヶ
月
以
上
に
わ
た
り
あ
り
，
史
料
７‐

１
，
１

３
～
１
９
，
２
２
に
記
録
さ
れ
て
い
る
．
明
和
三
年
二
月
十
日
，
十
二
日
，
二
十
八
日
に
は
地

震
，
鳴
動
，
黒
雲
の
記
録
も
あ
る
．
鳴
動
や
黒
雲
が
，
渡
島
大
島
の
火
山
活
動
に
関
連
す
る
も

の
だ
と
断
定
は
で
き
な
い
が
，
参
考
の
た
め
収
録
し
た
．  

二
月
八
日

（3

月

1
8

日
）

に
地
震
が
あ
っ
た
（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』，
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』，
１
５

『
津
軽

編
覧
日
記
』，
１
８‐

１

『
永
禄
日
記
』，
１
８‐

２
『
梅
田
日
記
』，
１
９

『
津
軽
年
代
記
』，
２
２

『
梅

田
村
彦
六
家
記
』）．  

二
月
十
日

（3

月

2
0

日
）

深
夜
に
度
々
鳴
動
が
あ
り
，
西
の
空
が
黒
雲
に
覆
わ
れ
た
（「
（
○
明
和
三
年
）
同
十
日

（

二

月

）

申
ノ
刻
過
大
丸
雪
降
、
夜
九
ツ
頃
ゟ
風
吹
、
度
々
鳴
動
、
西
ニ

黒
雲
覆
、
常
躰
ニ

代
る
空

色
也
、
同
十
二
日
頃
静
ニ

罷
成
様
ニ
而

日
夜
鳴
動
数
度
ニ

成
候
、
」（
１
４『
津
軽
古
事
傳
記
』
）
，

「
同
十
日

（

二

月

）

申
ノ
刻
過
大
霧
降
、
今
夜
子
ノ
刻
風
吹
少
々
ツ
ヽ
、
度
々
鳴
動
い
た
し
、
西
ノ

方
黒
雲
お
ゝ
ひ
平
日
之
空
色
に
是
な
し
」
（
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』
）
，
「
同

十

日

（
明
和
三
年
二
月
）

申

渡島大島噴火史料集
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刻
大
雪
降
、
夜
九
ッ
時
頃
ゟ
風
吹
出
、
度
々
鳴
動
、
雲
氣
常
ニ

変
ル
」
（
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』
）
）． 

二
月
十
二
日

（

3

月

2
2

日

）

に
鳴
動
が
あ
っ
た
（「
十
二
日
頃
静
ニ

罷
成
様
ニ
而

日
夜
鳴
動
数
度
ニ

成
候
」 

 
 

（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』），「
同
十
二
日

（

二

月

）

静
に
両
三
度
鳴
動
致
候
、
惣
而

頃
日
度
々
地
震
」

（
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』））． 

二
月
二
十
七
日

（1
7
6
6

年

4

月

6

日
）

，
弘
前
で
１
６
時
過
ぎ
に
地
震
，
夜
中
に
鳴
動
が
あ
っ
た
（「

昨

夜

（
二
月
二
十
七
日
）

酉
ノ

刻
過
ゟ
風
立
則
刻
戌
ノ
刻
過
ぎ
大
風
、
夜
中
両
三
度
鳴
動
、
昨
昼
申
ノ
刻

（
二
月
二
七
日16

時
）

過
地
震
少
」 

 

（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）
二
月
二
十
八
日
条
））． 

０
８
．
明
和
六
年
（1769

年
）
正
月
の
降
灰
と
六
月
旗
雲 

明
和
六
年
正
月
朔
日

（

1
7

6
9

年

2

月

7

日

） 

「
今
朝
辰
ノ
刻

（0
8

時

）

過
雪
少
々
降
、
則
刻
止
ム
、
同
刻
灰
の
こ
と
く
成
物

少
々
降
、
則
刻
止
」（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』）
あ
る
い
は
（「
（
○
明
和
六
年
）
同
正
月

朔
日
辰
之
刻

（0
8

時

）

ゟ
午
ノ
刻

（1
2

時

）

迠
（
ま
で
）

少
々
ツ
丶
灰
降
、
雪
黒
ク
人
之
髪
白
ク
成
ル
、｣

（
１
４

『
津

軽
古
事
傳
記
』
）
お
よ
び
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』）
に
記
述
が
あ
り
，
０
８
時
か
ら
正
午

頃
に
か
け
て
降
灰
が
あ
り
，
雪
は
黒
く
，
髪
は
白
く
な
っ
た
と
あ
る
．
起
源
に
つ
い
て
は

何
も
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
が
，
渡
島
大
島
の
可
能
性
も
高
い
と
考
え
収
録
し
た
． 

六
月
九
日

（1
7
6
9

年7

月1
2

日
）

朝
五
ツ
時

（

0
8

時

）

に
強
い
地
震
が
あ
っ
た
（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』，
１
７

『
封
内
事
実
秘

苑
』）．
秋
田
で
も
同
様
，
と
の
記
録
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』）
が
あ
る
．
渡
島
大
島
と

の
関
連
は
不
明
で
あ
る
． 

六
月
十
四
日

（1
7
6
9

年7

月1
7

日
）

戌
上
刻

（1
9

時
過
）

に
地
震
が
あ
り
（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』
六
月
十
五
日
条
），
２
２
時
に

西
か
ら
東
へ
，
月
の
前
に
「
幅
三
尺

（9
0
c
m

）

程
、
長
サ
拾
四
五
間

（2
5

～2
7
m

）

位
」
の
旗
雲
が
出
た
，
と
い
う
記

事
・
ス
ケ
ッ
チ 

が
あ
る
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』，
１
５

『
津
軽
編
覧

日
記
』，
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑
』）．

０
９
．
明
和
七
年
（1770

年
）
七
月
の
オ
ー
ロ
ラ 

明
和
七
年
七
月
二
十
八
日

（

1
7

7
0

年

9

月

1
7

日

）

に
日
本
各
地
で
オ
ー
ロ
ラ
が
観
測
さ
れ
た
．
７‐

１

『
松
前
年
歴
捷

径
』
に
「
庚
寅 

七
（
明
和
）

七
月
廿
八
日
下

酉

（19

時
前
）

北
有
炎
光
如
火
白
氣
立
其
中
央
、」
と
記
録
さ

れ
て
い
る
ほ
か
に
，
１
３
『
弘
前
藩
庁
日
記
』，
１
４
『
津
軽
古
事
傳
記
』，
１
７
『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』）

な
ど
に
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
の
夜
光
，
赤
い
雲
は
渡
島
大
島
の
活
動
に
関
連
す
る
も
の
で
は
な

く
オ
ー
ロ
ラ
だ
と
考
え
ら
れ
る
．
１
８‐

１

『
永
禄
日
記
』，
１
８‐

２

『
梅
田
日
記
』，
１
９

『
津
軽
年

代
記
』，
２
２
『
梅
田
村
彦
六
家
記
』
は
七
月
十
四
日

（

9

月

1
3

日

）

，
１
５
『
津
軽
編
覧
日
記
』
は
七
月
二
十
四
日

（

9

月

1
3

日

）

の
現
象
と
し
て
報
告
し
て
お
り
，
日
付
を
誤
っ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
． 

１
０
．
明
和
九
年
（
安
永
元
年 

1772

年
）
九
月
の
異
臭 

 
 

（
明
和
九
年
十
一
月
十
六
日

（

1
7

7
2

年

1
2

月

1
0

日

）

，
安
永
に
改
元
） 

明
和
九
年
九
月
十
九
日

（

1
7

7
2

年

1
0

月

1
5

日

）

，「
十
九
日
暁

八

時

（10

月15

日02

時
）

頃
（
一
説
に
は
前
日
十
八
日
申
ノ
刻

（1
0

月

1
4

日

1
6

時
）

頃
）
よ
り
ふ
す
ほ
り

（

燻

り

）

嗅
き
香
致
、
煤
物
腐
土
ノ
焼
る
ニ
も
き
こ
へ
候
、
天
明
ヶ
て
満
天
悉
ク
曇
り
、
黄
色
ニ
し
て
赤
ク
、

西
風
少
々
吹
候
、
風
立
ハ

弥

（
い
よ
い
よ
）

右
香
強
く
、
昼
四
ツ
半
過

（1
1

時

過

）

迠
右
之
通
大
嶋
焼
る
抔
其
外
説
計
也
、
」

（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』），
１
７

『
封
内
事
実
秘
苑
』
に
も
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
を
引

用
し
た
記
事
が
あ
る
．
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
と
，（
臭
気
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
な
い

が
）
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』
に
は
，
藩
主
が
猿
賀
神
宮
寺
に
参
詣
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が

天
気
が
す
ぐ
れ
な
い
た
め
延
期
に
な
っ
た
，
と
記
さ
れ
て
い
る
．
２
５

『
八
戸
藩
目
付
所
日

記
』
に
も
「
十
九
日
未
明
ゟ
一
天
曇
、
尤
ふ
す
ほ
り
匂
ニ
而

霧
之
如
く
曇
り
、
西
風
少
々
九
時

（
正
午
）
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頃
ゟ
右
相
止
ム
、（
略
）
今
暁
ゟ
天
氣
曇
、
臭
氣
有
之
ニ

付
不
怪

（
快
）

、
神
明
并
法
霊
江

御
祈

禱
被

仰

付

（
お
お
せ
つ
け
ら
る
）

、」
と
記
さ
れ
て
い
る
．
弘
前
と
八
戸
の
記
録
は
時
刻
も
含
め
て
整
合
的
で

あ
り
，
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
に
は
臭
気
は
大
島
に
由
来
す
る
，
と
い
う
風
説
が
あ
っ
た

こ
と
も
書
か
れ
て
い
る
． 

九
月
二
十
九
日
（1772
年10

月25

日
）
に
地
震
が
あ
っ
た
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』）． 

 
 

１
１
．
安
永
四
年
（1775

年
）
二
月
の
降
灰  

 

安
永
四
年
二
月
七
日

（

1
7

7
5

年

3

月

8

日

）

，｢

今
辰
ノ
刻

（0
8

時
頃
）

よ
り
雪
灰
交
降
雪
ノ
色
黄
ニ

見
ゆ
る｣

（
１
３

『
弘
前
藩
庁

日
記
』），｢

同
七
日

（

二

月

）

之
晩
七
ツ
過
灰
交
り
之
雪
降
申
候
、
雪
煤
色
也
、｣

（
１
４
『
津
軽
古
事
傳
記
』）

と
い
う
記
録
の
ほ
か
，
岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
草
井
沢
で
記
さ
れ
た
２
８

『
沢
内
年
代
記
（
草

井
沢
本
）』
に
も
（
二
月
七
日
）「
赤
雪
降
る
」
と
書
か
れ
て
い
る
．
黄
色
な
い
し
赤
い
雪
は
大

陸
か
ら
の
黄
砂
の
可
能
性
も
あ
る
が
，
渡
島
大
島
起
源
の
火
山
灰
の
可
能
性
も
あ
る
と
考
え
て

収
録
し
た
． 

 

１
２
．
安
永
九
年
（1780

年
）
正
月
の
異
音  

 
｢

安
永
九
年
正
月
二
日

（

1
7

8
0

年

2

月

6

日

） 

昼
九
ツ

（

正

午

）

過
西
ノ
方
ニ
而

雷
の
如
之
音
摺
鉢
を
摺
如
ク
或
ハ
雪
の
上

を
箱
雪
舟
を
引
音
の
如
ク
暫
の
間
鳴
申
候
由
、
百
沢
寺
ニ
而

聞
申
候
得
は
御
山
の
上
ニ
而

鳴
候
様

聞
得
申
候
由
、｣

と
，
西
方
か
ら
の
異
音
を
感
じ
た
と
す
る
記
事
（
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』）
が

あ
る
．
た
だ
し
，
他
の
史
料
に
は
み
ら
れ
な
い
こ
と
，
御
山
（
岩
木
山
）
の
上
で
鳴
っ
て
い
る

よ
う
に
聞
こ
え
る
と
す
る
記
述
も
あ
る
た
め
，
渡
島
大
島
と
の
関
連
は
明
ら
か
で
は
な
い
． 

  

１
３
．
天
明
六
年
（1786

年
）
正
月
・
二
月
・
三
月
の
降
灰 

 

天
明
六
年
正
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
降
灰
を
繰
り
返
し
た
記
録
が
み
ら
れ
る
．
１
５
『
津
軽
編

覧
日
記
』
に
は
岩
木
山
を
起
源
と
し
た
降
灰
で
あ
る
と
い
う
風
説
も
記
述
さ
れ
て
い
る
が
，
確

実
で
は
な
く
，
渡
島
大
島
に
関
連
す
る
可
能
性
も
あ
る
た
め
収
録
し
た
． 

天
明
六
年
正
月
二
十
一
日

（

1
7

8
6

年

2

月

1
9

日

）

１
０
時
，
翌
二
十
二
日

（2

月2
0

日

）

に
弘
前
で
降
灰
が
あ
っ
た
（
１
５

『
津
軽
編
覧

日
記
』，
２
１

『
佐
藤
家
記
』）． 

正
月
二
十
三
日

（

2

月

2
1

日

）

に
も
「
此
日
午
の
刻
頃
濡 シ

ミ

雪
ふ
り
候
処
、
右
雪
へ
あ
く
薄
黒
く
成
申
候
、

夫
（
そ
れ
）

ゟ
（
よ
り
）

晴
候
て
、
暮
頃
ゟ
亦
々
終
夜
五
寸
程
位
ふ
り
申
候
、」（
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』）
と

正
午
こ
ろ
に
降
っ
た
雪
を
灰
が
薄
黒
く
し
た
こ
と
が
観
察
さ
れ
て
い
る
． 

正
月
二
十
九
日

（

2

月

2
7

日

）

，
０
２
時
前
と
１
０
時
頃
の
二
度
，
弘
前
で
有
感
地
震
が
あ
っ
た
（「
今
暁
寅

の
刻
前
并
今
日
巳
の
中
刻
両
度
地
震
致
候
」（
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』））． 

二
月
五
日

（3

月

4

日

）

朝
，
弘
前
で
降
灰
が
あ
っ
た
（「
今
朝
少
之
内
灰
降
、」（
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』））． 

二
月
六
日

（3

月

5

日

）

１
０
時
こ
ろ
と
夕
方
，
弘
前
で
雨
に
交
じ
っ
て
降
灰
が
あ
っ
た
．
１
４

『
津
軽
古
事
傳

記
』
，
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』，
２
１

『
佐
藤
家
記
』，
岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
草
井
沢

の
２
８

『
沢
内
年
代
記
（
草
井
沢
本
）』
に
以
下
の
よ
う
に
記
録
さ
れ
て
い
る
．  

「
七
ツ

（16

時
）

頃
灰
降
候
由
申
候
、
雪
少
々
赤
ミ
有
之
候
、
」
（
１
４

『
津
軽
古
事
傳
記
』
） 

（
二
月
）「
六
日
昼
四
ツ
頃
雨
降
、
其
雨
の
中
へ
灰
ま
し
り
降
申
候
、
是
ハ
正
月
廿
二
日
よ
り

灰
多
く
降
、
頃
日
ま
て
折
々
降
雪
く
ろ
ミ
申
候
、
右
は
皆
岩
木
山
よ
り
吹
お
ろ
し
候
風
に

て
、
ゆ
わ
う

（

硫

黄

）

の
焼
候
灰
飛
ち
り
ふ
り
候
に
て
可
有
之
と
人
々
申
候
、」（
１
５

『
津
軽
編
覧
日

記
』） 

（
天
明
六
年
二
月
）「
同
六
日 

灰
降
」、（
２
１

『
佐
藤
家
記
』） 

｢

二
月
六
日
晩
赤
き
砂 す

な

土
ふ
る
、｣

（
２
８

『
沢
内
年
代
記
（
草
井
沢
本
）』）． 

渡島大島噴火史料集

18



さ
ら
に
２
８

『
沢
内
年
代
記
』
に
は
天
明
六
年
三
月
六
日

（

1
7

8
6

年

4

月

4

日

）

に
も｢

三
月
六
日
晩
赤
き
す
な
土
降｣

と
い
う
記
録
が
あ
る
．
三
月
六
日
の
記
録
は
二
月
六
日
と
同
様
の
記
述
で
あ
る
た
め
日
付

を
誤
っ
て
重
複
し
て
挙
げ
た
可
能
性
が
あ
る
が
，
他
の
史
料
が
な
く
検
証
で
き
な
い
． 

 

１
４
．
寛
政
元
年
・
二
年
（1789

・1790

年
）
の
噴
煙
・
降
灰
と
鳴
動 

 

４
５

『
真
澄
遊
覧
記
』
に
は
，
寛
政
元
年
四
月
二
十
日

（

1
7

8
9

年

5

月

1
4

日

）

に
赤
神‐

雨
垂
石
か
ら
噴
煙
を
望
見
し

た
記
事
が
あ
る
．
こ
の
記
事
を
震
災
豫
防
評
議
會 

編  (1941b)

３
巻
は
寛
政
二
年
四
月

（

1
7

9
0

年

6
 

月 

二
十
日

 
2
 

日

） 

の
記
録
と
し
て
採
用
し
，
勝
井
・
他 (1977)

も
そ
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
．
し
か
し
，

菅
江
真
澄
の
松
前
西
岸
の
行
程
は
正
し
く
は
寛
政
元
年
四
月
～
五
月
な
の
で
，
噴
煙
活
動
の
記

事
は
「
寛
政
元
年
四
月
二
十
日
」
に
訂
正
す
る
必
要
が
あ
る
． 

寛
政
二
年
九
月
二
日

（

1
7
9
0

年

1
0

月

9

日

）

，
弘
前
に
降
灰
し
た
記
録
が
１
３

『
弘
前
藩
庁
日
記
』，
１
４

『
津
軽
古
事

傳
記
』
，
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』，
１
６

『
葛
西
秘
録
』
，
１
９

『
津
軽
年
代
記
』，
２
１

『
佐
藤
家

記
』
に
あ
る
．１
３
『
弘
前
藩
庁
日
記
』，
の
記
述
は
（
九
月
二
日
）「
今
日
午
刻

（1
2

時
）

頃
ゟ
灰
降
、
申
ノ
刻

（1
6

時

）

前
止
、
申
ノ
刻
雨
則
刻
止
、
午
刻
頃
ゟ
曇
」，
ま
た
１
５

『
津
軽
編
覧
日
記
』
に
は
（
寛
政
二
年

九
月
）「
同
月
二
日

ふ

つ

か

朝
五
ツ
半

（

0
9

時

）

過
頃
ゟ
灰
降
、
四
ツ

（1
0

時
）

過
ゟ
西
北
の
方
曇
り
、
薄
赤
ク
遠
方
火
事

の
様
子
に
見
得
候
処
、
段
々
灰
降
り
七
ツ

（1
6

時
）

時
迄
降
、
夫

ゟ

（
そ
れ
よ
り
）

少
之
間
小
雨
ふ
り
、
夫
ゟ
灰
降

事
相
止
、
往
来
の
人
之
目
に
入
難
儀
、
其
上
衣
類
も
白
ク
成
候
、
草
の
葉
江

付
候
灰
は
雨
ふ
り

候
得
ハ
、
土
を
こ
ね
候
而

葉
へ
付
候
様
見
へ
申
候
、
灰
は
甚
細
か
に
て
物
に
う
け
見
候
ヘ
ハ
、

所
ニ

よ
り
二
三
歩

（6

～9
m
m

）

之
厚
サ
に
た
ま
り
申
候
由
、
近
年
雪
中
に
は
い
ふ
り

夫
（
そ
れ
）

已
前

（
以
前
）

に
も
七
月
灰

降
り
申
候
、
近
年
灰
ふ
る
事
是
に
て
三
度
ニ

御
座
候
」
と
あ
り
，
０
９
時
過
ぎ
な
い
し
１
２
時

こ
ろ
か
ら
１
６
時
前
ま
で
灰
が
降
り
，
６
～
９
㎜
ほ
ど
降
っ
た
． 

通
行
人
の
目
・
口
に
入
っ

て
難
儀
し
た
り
，
衣
服
に
か
か
っ
て
白
く
な
る
程
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
． 

寛
政
二
年
十
一
月
に
（
松
前
の
北
側
背
後
に
あ
る
）
地
蔵
山
が
鳴
動
し
た
と
い
う
記
録
（
７

‐

２

『
福
山
秘
府
』）
が
あ
る
．
地
蔵
山
は
間ts

前
の
北
側
背
後
の
地
蔵
堂
の
あ
る
山
だ
と
考
え

ら
れ
る
が
，
渡
島
大
島
に
関
連
す
る
「
鳴
動
」
か
，
現
時
点
で
は
不
明
で
あ
る
．  

 
 
 

 

１
５
．
寛
政
九
年
（1797

年
）
二
月
噴
煙
？  

寛
政
九
年
二
月
二
十
二
日

（

1
7

9
7

年

3

月

2
0

日

）

「
異
暈
蓋
レ

天
．」
と
い
う
記
録
（
７‐

２

『
福
山
秘
府
』）
が
あ
る
．

こ
れ
も
渡
島
大
島
の
異
変
を
示
す
も
の
か
不
明
で
あ
る
が
，
収
録
し
た
． 
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渡
島
大
島
の
噴
火
全
般
・
関
連
史
料
の
解
説
に
関
す
る
文
献 

 
相
田
勇
（1984

）
噴
火
に
よ
り
発
生
す
る
津
波
の
見
積
り: 1741 

年
渡
島
大
島
の
場
合
．
東

京
大
学
地
震
研
究
所
彙
報
，59, 519-531. 

伴
一
彦
，
高
岡
一
章
，
山
木
滋
（2001

）
数
値
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る1741

年(

寛
保
元

年)

津
波
の
波
源
モ
デ
ル
に
関
す
る
考
察
．
津
波
工
学
研
究
報
告 18, 131-140. 

羽
鳥
徳
太
郎
，
片
山
通
子 (1977) 

日
本
海
沿
岸
に
お
け
る
歴
史
津
波
の
挙
動
と
そ
の
波
源
域
．

地
震
研
究
所
彙
報
，52, 49-70. 

羽
鳥
徳
太
郎 (1979

） 

北
海
道
渡
島
大
島
津
波(1741

年)

の
供
養
碑
．地
震
研
究
所
彙
報
， 54, 

343-350.  

羽
鳥
徳
太
郎
（1984

）
北
海
道
渡
島
沖
津
波 (1741
年) 

の
挙
動
の
再
検
討
．
地
震
研
究
所
彙

報
，59, 115-125. 

羽
鳥
徳
太
郎
（1999

）
能
登
半
島
に
お
け
る
津
波
の
屈
折
効
果
．
地
震 

第
２
輯
，52

，43-50. 

弘
前
大
学
国
史
研
究
会 

編 (2010) 

津
軽
史
事
典
．468p. 

弘
前
市
立
弘
前
図
書
館 

編 (1970) 

弘
前
図
書
館
蔵
郷
土
史
文
献
解
題
．
弘
前
図
書
館
．

100p. 

今
村
文
彦
，
松
本
智
裕 (1998) 1741

年
渡
島
大
島
火
山
津
波
の
痕
跡
調
査
．
津
波
工
学
研
究

報
告
，15, 85-105.   

今
村
文
彦
，
大
窪
慈
生
，
伴
一
彦
，
高
岡
一
章
，
三
宮
明
，
山
木
滋
，
小
林
英
次
（2002a

）

津
軽
半
島
周
辺
で
の
寛
保
渡
島
沖
津
波
の
再
調
査 : 

津
軽
藩
御
国
日
記
の
追
加
に
よ
る

詳
細
調
査
．
津
波
工
学
研
究
報
告
，19, 1-40. 

今
村
文
彦
，
大
窪
慈
生
，
伴
一
彦
，
高
岡
一
章
，
三
宮
明
，
山
木
滋
，
小
林
英
次
（2002b

）『
津

軽
藩
御
国
日
記
』
の
追
加
に
よ
る
寛
保
渡
島
沖
津
波(1741)

の
詳
細
調
査
．
歴
史
地
震
，

18, 166-175. 

勝
井
義
雄
，
佐
藤
博
之
（1970

）
地
域
地
質
研
究
報
告5

万
分
の1

地
質
図
幅 

渡
島
大
島
．

説
明
書
．
地
質
調
査
所
．16p. 

Katsui, Y., and M. Yamamoto (1981) The 1741-1742 activity of Oshima-Oshima 

volcano, Noth Japan. Journal of Faculty of Science, Hokkaido University, 

Series IV, Geology and Mineralogy, 19, 527-536. 

勝
井
義
雄
，
横
山
泉
，
江
原
幸
雄
，
山
下
済
，
新
井
田
清
信
，
山
元
正
継 (1977) 

渡
島
大
島

―

火
山
地
質
・
噴
火
史
・
活
動
の
現
況
お
よ
び
防
災
対
策―

．
北
海
道
に
お
け
る
火
山
に

関
す
る
研
究
報
告
書
第
６
編
，
北
海
道
防
災
会
議
，82p. 

気
象
庁 

編 (2013) 

２
０
．
渡
島
大
島
．
日
本
活
火
山
総
覧
（
第
４
版
）
Ⅰ
．
北
海
道
・
東

北
編
．317‐

326. 

佐
々
木
竜
男
，
片
山
雅
弘
，
富
岡
悦
郎
， 

佐
々
木
清
一
，
矢
沢
正
士
，
山
田
忍
，
矢
野
義
治
，

北
川
芳
男
（1971) 

北
海
道
に
お
け
る
腐
植
質
火
山
灰
の
編
年
に
関
す
る
研
究
．
第
四
紀

研
究
，10, 117-123. 

Satake, K. and Y. Kato (2001) The 1741 Oshima-Oshima eruption: extent and 

volume of submarine debris avalanche. Geophysical Research Letters, 28, 

427-430. 

佐
竹
健
治
，
加
藤
幸
弘
（2002

）1741

年
寛
保
津
波
は
渡
島
大
島
の
山
体
崩
壊
に
よ
っ
て
生
じ

た
．(

総
特
集 
津
波
研
究
の
最
前
線(

２)

過
去
の
津
波
の
事
例
研
究) -- (

津
波
発
生
伝

播
過
程
の
物
理
検
証)
号
外
海
洋
，28, 150-160. 
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震
災
豫
防
調
査
會 

編

 (1904)

『
大
日
本
地
震
史
料 

甲
巻
』
．
震
災
豫
防
調
査
會
，595p . 

震
災
豫
防
調
査
會 

編

 (1918)

『
日
本
噴
火
志 

上
編
』
．
震
災
豫
防
調
査
會
報
告
，86, 236p. 

震
災
豫
防
評
議
會 

編  (1943a)

『
増
訂 

大
日
本
地
震
史
料 

第
２
巻 

自 

元
禄
七
年 

至

天

明
三
年
』
．771p. 

震
災
豫
防
評
議
會 
編  (1943b)

『
増
訂 

大
日
本
地
震
史
料 

第
３
巻 

自 

天
明
四
年 

至

弘

化
四
年
』
．945p. 

鈴
木
正
章
，
村
田
泰
輔
，
西
村
裕
一
，
吉
田
真
理
夫
，
宮
地 

直
道
（1998

）
渡
島
大
島1741

テ
フ
ラ
と
寛
保
津
波
の
堆
積
物
の
諸
特
性
．
日
本
地
理
学
会
発
表
要
旨
集
，54, 288-289. 

東
京
大
学
地
震
研
究
所 

編  (1982)

『
新
収
日
本
地
震
史
料 

第
三
巻 

自
宝
永
元
年(1704

）

至 

天
明
八
年(1789) 

』．961p. 

外
岡
慎
一
郎
（2013

）
越
前
・
若
狭
の
歴
史
地
震
・
津
波
～
年
表
と
史
料
．
敦
賀
論
叢
， 27, 

31-70.  

都
司
嘉
宣
，
白
雲
燮
，
秋
教
昇
，
安
希
洙
（1984

）
韓
国
東
海
岸
を
襲
っ
た
地
震
海
溢
，
月
刊

海
洋
科
学
，171, 527-537. 

都
司
嘉
宣
，
上
田
和
枝
，
佐
藤
貴
史
，
西
畑
剛
，
佐
藤
一
敏
（1996

）B5 

寛
保
元
年 (1741) 

渡
島
大
島
噴
火
津
波
の
発
生
原
因
．
日
本
火
山
学
会
講
演
予
稿
集 1996(2), 81.  

都
司
嘉
宣
・
西
畑
剛
・
佐
藤
貴
史
・
佐
藤
一
敏
（2002

）
寛
保
元
年(1741)

渡
島
大
島
噴
火
津

波
に
よ
る
北
海
道
沿
岸
で
の
浸
水
高
さ (

総
特
集 

津
波
研
究
の
最
前
線(

２)

過
去
の
津

波
の
事
例
研
究) ―

 (

古
文
献
に
よ
る
歴
史
津
波
の
研
究)

．
号
外
海
洋 (28), 15-44. 

都
司
嘉
宣
，
岩
瀬
浩
之
，
原 

信
彦
，
久
保
田
徹
，
吉
田
剛
次
，
松
岡
祐
也
，
佐
藤
雅
美
，
芳

賀
弥
生
，
今
村
文
彦
（2014

）
寛
保
元
年(1741)

渡
島
大
島
噴
火
，
宝
暦
１
２
年(1762)

佐
渡
近
海
地
震
，
お
よ
び
天
保
４
年(1833)

出
羽
沖
地
震
に
伴
う
津
波
の
佐
渡
で
の
浸
水

標
高
．
津
波
工
学
研
究
報
告
，31, 215-252. 

宇
佐
美
龍
夫
，
石
井
寿
，
今
村
隆
正
，
武
村
雅
之
，
松
浦
律
子 (2013) 

日
本
被
害
地
震
総
覧 : 

599-2012. 

東
京
大
学
出
版
会
．694p. 

山
田
忍 (1958) 

火
山
噴
出
物
の
堆
積
状
態
か
ら
見
た
沖
積
世
に
お
け
る
北
海
道
火
山
の
火

山
活
動
に
関
す
る
研
究
．
地
団
研
専
報
，8, 40p. 

『
蝦
夷
拾
遺

（
え
ぞ
し
ゅ
う
い
）

』（
６

『
津
波
破
損
之
事
則
書
状
之
写
』
の
参
考
資
料
） 

佐
藤
玄
六
郎
著
，
青

島
俊
蔵
，
庵
原
宣
方
，
佐
藤
行
信
，
皆
川
秀
道
，
山
口
高
品
編
，
北
海
道
大
学
附
属
図
書

館
北
方
資
料
室
（
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
），
札
幌
市
立
図
書
館
（
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
），
国
会
図
書
館
，

早
稲
田
大
学
（
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
）
蝦
夷
拾
遺 

天
明
六
年 

写
本 

（
函
館
市
中
央
図
書
館

解
題
）
二
次
資
料:

デ
ジ
タ
ル
資
料
館 

天
明
五
年 

幕
命
に
よ
り
蝦
夷
地
を
探
査
し
た

る
幕
吏
佐
藤
玄
六
郎
・
青
島
俊
蔵
・
山
口
鉄
五
郎
等
一
行
が
記
し
た
報
告
．
天
明
六
年
佐

藤
玄
六
郎
の
漢
文
体
の
序
文
あ
り
．
翻
刻
：
大
友
喜
作 

編
（1972

）『
蝦
夷
拾
遺
』．
北

門
叢
書 

第
１
冊
．
国
書
刊
行
会
，410p.  
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史
料
解
題 

史
料
１
．『
松
前
年
々
記
』 

永
田
家
文
書
，
松
前
町
教
育
委
員
会
に
複
写
あ
り
（
登
録
番
号

01425
）．
寛
保
元
年
八
月
二
十
日
条
に
松
前
藩
江
戸
留
守
居
役
河
合
九
郎
兵
衛
か
ら
御
用

番
（
老
中
）
松
平
左
近
将
監
（
乗

邑

（
の
り
さ
と
）

）
へ
報
告
し
た
口
上
覚
，
お
よ
び
九
月
十
日
条
に

松
前
藩
主
松
前
志
摩
守
（
邦

廣

（
く
に
ひ
ろ
）

）
か
ら
月
番
（
老
中
）
松
平
伊
豆
守
信

祝

（
の
ぶ
と
き
）

と
松
平

左
近
将
監
へ
届
け
ら
れ
た
正
式
の
報
告
が
収
録
さ
れ
て
い
る
．
翻
刻
：
松
前
町
（1974

）

松
前
町
史 

史
料
編
一
，51‐

90. 
 

史
料
２
．『
松
前
年
々
記
』 

常
盤
井
武
宮
氏
所
蔵
．
北
海
道
立
文
書
館
に
マ
イ
ク
ロ
資
料
（
Ｆ

‐
2/3447

）
あ
り
．
著
者
不
明
．
慶
長
元
年
（1596

）
か
ら
元
文
六
年
（1741

）
の
記
事
．

明
治
四
十
年
（1907

）
４
月
，
常
磐
井
秀
太
に
よ
る
写
本
． 

史
料
３‐

１
．『
御
巡
見
御
用
要
用
日
記

（
ご
じ
ゅ
ん
け
ん
ご
よ
う
よ
う
よ
う
に
っ
き
）

』 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
（
旧

記 0338, 

ｗ
ｅ
ｂ
公
開
）．
宝
暦
十
一
年 (1761) 

成
立
．
昭
和
五
年
江
差
関
川
家
蔵
書

よ
り
毛
筆
写
．
宝
暦
十
一
年
六
月
，
幕
府
巡
見
使
工
藤
瀬
兵
衛
の
来
着
に
際
し
，
松
前
藩

が
準
備
し
た
江
差
お
よ
び
西
在
各
村
の
寺
社
沿
革
，
戸
数
人
口
，
宗
門
改
，
鉱
山
そ
の
他

に
関
す
る
回
答
要
旨
の
写
（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室 

ｗ
ｅ
ｂ
解
題
に
よ

る
）． 

 

史
料
３‐

２
．『
宝
暦
十
二
年 

御
巡
見
使
應
答
申
合
書

（
ご
じ
ゅ
ん
け
ん
し
お
う
と
う
も
う
し
あ
わ
せ
し
ょ
）

』 

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵
（
資

料
番
号1810662591

）．
宝
暦
十
一
年 (1761) 

成
立
．
史
料
３‐

１
と
同
じ
く
宝
暦
十

一
年
の
幕
府
巡
見
使
の
到
来
に
際
し
，
松
前
藩
が
領
内
の
寺
社
沿
革
，
戸
口
，
産
業
そ
の

他
に
つ
い
て
回
答
を
準
備
し
た
も
の
．
翻
刻
：
松
前
町
史
・
史
料
編
一
，395-410. 

史
料
４
．『
松
前
巡
見
使
應
答
控
』 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵
（
旧
記630 

ｗ
ｅ
ｂ
公
開
）．
寛
永
十
年
（1633

）
よ
り
天
明
八
年
（1788

）
ま
で
の
幕
府
巡
見
使
の

一
覧
を
掲
げ
，
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
家
数
，
寺
社
等
に
つ
い
て
の
応
答
を
記
す
「
天

明
八
年
御
巡
見
松
前
江
御
下
向
御
案
内
書
」(

文
化
七
年
写)

を
合
綴
．
場
所
請
負
人
村
山

伝
兵
衛
写
（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室 

ｗ
ｅ
ｂ
解
題
）． 

史
料
５
．『
松
前
津
浪
之
事
』 

福
井
県
永
平
寺
所
蔵
．
函
館
市
中
央
図
書
館
に
複
写
あ
り
． 

史
料
６
．『
津
波
破
損
之
事
』 

福
井
県
永
平
寺
所
蔵
．
函
館
市
中
央
図
書
館
に
複
写
あ
り
．  

史
料
７‐

１
．『
松

前

年

歴

捷

径

（
ま
つ
ま
え
ね
ん
れ
き
し
ょ
う
け
い
）

』 

北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
（
旧
記1228

），
函
館
市
中

央
図
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号1811248226

），
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所

蔵
（
旧
記 0642 

ｗ
ｅ
ｂ
公
開
）．
寛
政
十
一
年(1799)

頃
成
立
．
松
前
藩
の
略
年
譜
．

寛
政
十
一
年
幕
府
に
よ
る
東
蝦
夷
地
の
上
知
ま
で
記
す
． 

史
料
７‐

２
．『
福
山
秘
府

（
ふ
く
や
ま
ひ
ふ
） 

二 

年
歴
部
』 

源
廣
長
編 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料

室
所
蔵
（
旧
記 0539

（2

））
お
よ
び
（
旧
記343(2

）
道
写
本
）（
ど
ち
ら
も
ｗ
ｅ
ｂ
公

開
）．
安
永
九
年
序 (1780) 

松
前
家
の
一
族
で
同
藩
随
一
の
学
者
で
あ
っ
た
廣
長
が
，

当
時
現
存
し
た
公
私
の
記
録
お
よ
び
諸
書
を
も
と
に
編
纂
し
た
分
類
別
の
松
前
藩
史
料

集
成
．
翻
刻
：
北
海
道
庁
（1937

）
新
撰
北
海
道
史 

第
五
巻
，1‐

81.

（
復
刻
版 

清
文

堂
出
版 (1991)

）（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
解
題
に
よ
る
）
巻
之
六
（
寛

保
元
，
二
年
記
事
を
含
む
）
は
現
存
，
巻
之
七
は
欠
．
翻
刻
文
は
『
松
前
年
歴
捷
径
』
で

補
っ
て
い
る
（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
ｗ
ｅ
ｂ
解
題
）． 

史
料
８
．『
北
海
道
旧
纂
図
絵

（
ほ
っ
か
い
ど
う
き
ゅ
う
さ
ん
ず
え
） 

七
』 

松

前

廣

長

（
ま
つ
ま
え 

ひ
ろ
な
が
）

撰
，
北
見
伝
治

（
き
た
み 

で
ん
じ
）

校
訂
．
函
館
市
中

央
図
書
館
所
蔵
（
資
料
番
号1810654119 

デ
ジ
タ
ル
資
料
館
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
）．  

史
料
９
．『
福
山
舊
事
記

（
ふ
く
や
ま
き
ゅ
う
じ
き
）

』 

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
（『
福
山
旧
事
記
（
松
前
旧
事
記
）』）（
請

求
記
号231-77
，
原
本
大
体
記
号 YD-

古-2451

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
））．
文
治
五
年
か

ら
文
政
六
年
ま
で
の
記
録
． 
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史
料
１
０
．『
三
悦
雑
記

（
さ
ん
え
つ
ざ
っ
き
）

』 

函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵 (

『
柏
木
三
悦
雑
話
』
資
料
番
号

1810664761)

．
安
永
九
年 

写
本
． 

 
史
料
１
１
．『
松
前
方
言
考
』 

蛯
子
吉
蔵
（
淡
斎
如
水
）
著
．
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方

資
料
室
所
蔵
（
第
七
巻 

旧
記 0648(7)

ｗ
ｅ
ｂ
公
開
），
国
会
図
書
館
所
蔵
（
第
一
巻 

請

求
記
号 140-237
，
原
本
大
体
記
号 YD-

古-3028

マ
イ
ク
ロ
）．
嘉
永
元
年 (1848) 

成

立
．
幕
末
箱
館
の
町
人
学
者
蛯
子
吉
蔵
が
著
し
た
松
前
言
葉
集
（
北
海
道
大
学
附
属
図
書

館
北
方
資
料
室 

解
題
）．「
つ
な
み
」
の
項
に
寛
保
津
浪
の
被
害
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
．  

史
料
１
２
．『
松
前
家
記

（
ま
つ
ま
え
け
き
） 

三
』 

新
田
千
里
編
．
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵

（
旧
記617

（3

），
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
），
函
館
市
中
央
図
書
館
所
蔵(

蠣

崎

（
か
き
ざ
き
）

文
庫 

資
料
番

号1810666774

）．
明
治
十
一
年 (1877) 
成
立
．
松
前
藩
祖
武
田
信
廣
よ
り
明
治
四
年

の
廃
藩
置
県
ま
で
の
松
前
藩
の
年
表
的
な
編
年
誌
．
筆
者
は
維
新
期
の
藩
の
急
進
的
指
導

者
で
正
議
局
総
裁
（
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室 

解
題
）．
翻
刻
：
松
前
町

（1974

）
松
前
町
史 

史
料
編
一
，19-24. 
 

史
料
１
３
．『
弘
前
藩
庁
日
記
（
御
国
）』 

弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
．
弘
前
藩
庁
に
お
け
る
寛

文
元
年
（1661

）
か
ら
元
治
元
年
（1864

）
ま
で
の
藩
政
に
関
す
る
記
録
．『
御
国
日

記
』3297

冊
，『
江
戸
日
記
』1218

冊
，
津
軽
藩
政
の
基
本
史
料
． 

史
料
１
４
．
『
津
軽
古
事
傳
記

（
つ
が
る
こ
じ
で
ん
き
）

』 

今
通
麿
著
．
弘
前
市
立
図
書
館
に
七
巻
，
青
森
県
立
郷
土

館
に
二
十
巻
所
蔵
．
今
通
麿
（
～1808

）
が
寛
正
（1460

～
）
年
間
か
ら
寛
政
三
年
（1791

）

ま
で
，
当
時
の
旧
記
の
ほ
と
ん
ど
か
ら
採
録
し
て
，
し
か
も
私
見
を
加
え
な
い
も
の
で
，

『
封
内
事
実
秘
苑
』
も
こ
れ
に
よ
っ
て
い
る
（
「
津
軽
史
事
典
」
に
よ
る
解
題
）
． 

史
料
１
５
．
『
津
軽
編
覧
日
記

（
つ
が
る
へ
ん
ら
ん
に
っ
き
）

』 

木
立
要
左
衛
門

（
き
だ
ち 

よ
う
ざ
え
も
ん
）

著
，
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
（YK215-93‐

1

～13

）
．
寛
政
四
年(1792)

三
月
に
藩
の
命
に
よ
っ
て
，
木
立
要
左
衛
門 (1726

～1801)

が
日
記
物
書 

成
田
寅
之
助
ほ
か
の
協
力
を
得
て
編
集
，
翌
寛
政
五
年
二
月
に
そ
の
稿
が

成
っ
た
も
の
．
全
十
三
巻
．
翻
刻
：
木
立
要
左
衛
門 

著
・
畑
山
信
一 

訳
（2011

）
津
軽

編
覧
日
記
〔
対
訳
〕
第
１
冊
：
為
信
公
御
代
日
記
，
第
２
冊
：
信
牧
公
御
代
日
記
・
信
義

公
御
代
日
記
，
第
３
冊
：
信
政
公
御
代
日
記 

上
．
弘
前
図
書
館
．  

史
料
１
６
．
『
葛
西
秘
録

（
か
さ
い
ひ
ろ
く
）

』 

葛
西
清
雄
編
，
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
（GK210 14

）
．
文
化

十
三
年
（1816

）
成
立
．
津
軽
の
開
祖
か
ら
享
和
三
年
（1803

）
ま
で
の
編
年
史
（「
津

軽
史
事
典
」
に
よ
る
解
題
）
． 

史
料
１
７
．『
封
内
事
実
秘
苑

（
ほ
う
だ
い
じ
じ
つ
ひ
え
ん
）

』 

工
藤
源
左
衛
門
行
一
著
．
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
（
『
封
内

事
実
苑
』
．
『
工
藤
家
記
』
の
別
名
あ
り
．
全
三
十
三
巻
（K/215/ﾎｳ/1

～33

）
）
碇
ヶ

関
町
奉
行
・
青
森
町
奉
行
を
勤
め
た
工
藤
源
左
衛
門
行
一
（1785-1846

）
が
『
津
軽
古

事
傳
記
』
を
土
台
に
編
集
し
た
為
信
か
ら
順
承
ま
で
の
津
軽
藩
の
編
年
史
（「
津
軽
史
事

典
」
に
よ
る
解
題
）
．  

 

史
料
１
８‐

１
．『
永
禄
日
記 

乾
』 

作
者
不
詳
．
翻
刻:

山
崎
立
朴
編
（1956

）『
永
禄
日
記
』．

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
編 

み
ち
の
く
双
書
第
１
集 

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
．

p45. 

板
柳
館
野
越
の
史
料
．
永
禄
元
年
（1585

）
か
ら
安
永
七
年
ま
で
の
民
間
の
記
録

で
，
他
書
に
見
ら
れ
な
い
記
事
が
多
く
，
藩
政
を
外
か
ら
見
た
も
の
と
い
え
る
．
異
本
が

多
い
（「
津
軽
史
事
典
」
に
よ
る
）． 

史
料
１
８‐

２
．『
梅
田
日
記 

下
』 

弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
（YK 215 160

）
．
永
禄
日
記

の
異
本
の
一
つ
． 

 
 

史
料
１
９
．『
津
軽
年
代
記
』 

原
蔵
者
不
明
．
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
写
本
あ
り
（
請
求
番

号2041.21-2
，『
当
所
年
代
記 

三
』
請
求
番
号4140.1-9.

『
平
山
日
記
』
と
も 

ｗ

ｅ
ｂ
公
開
）．
弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
（『
平
山
日
記 

四
』YK215-88-4

）
五
所
川
原
市
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湊
の
平
山
家
の
家
記
で
元
亀
元
年(1570)

か
ら
享
和
三
年
（1803

）
ま
で
を
記
録
．
農
業

経
済
史
研
究
の
好
史
料
．
翻
刻:

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会 

編(2010)

青
森
県
み
ち
の
く

双
書 

第22

集 

『
平
山
日
記
』．614p.(

復
刻
版) 

史
料
２
０
．『
津
軽
歴
代
記
類 

第
二
巻
』 

藤
田
貞
元
・
兼
松
成
言
・
樋
口
建
良
・
楠
美
晩
翠
・

下
沢
保
躬
ほ
か
編
．
国
文
学
研
究
史
料
館
所
蔵
（22 B 10 7

～2

）
．
明
治
政
府
太
政
官

か
ら
の
命
に
よ
り
作
成
．
明
治
十
年
刊
．
翻
刻
：
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
編
（1959

）

み
ち
の
く
双
書 

第
７
集 
『
津
軽
歴
代
記
類 

上
巻
』
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
．294p. 

史
料
２
１
．『
佐
藤
家
記 

四
』  

弘
前
市
立
図
書
館
所
蔵
（KK215 

サ
ト 

４
）
．
寛
保
～
宝

暦
年
間
は
欠
． 

史
料
２
２
．『
梅
田
村
彦
六
家
記
』 

奥
瀬
清
簡
編
（1980

）『
本
藩
旧
記 

上
』．
歴
史
図
書
社
，

249p.

に
よ
る
．
浪
岡
の
史
料
． 

 

史
料
２
３
．『
津
軽
藩
史
』 

工
藤
主
善
（
他
山
）
著
．
工
藤
主
善
著
（1891

）『
津
軽
藩
史 

乾
』

外
崎
覺
．
巻
之
四
，44p.

に
よ
る
．
工
藤
主
膳(1818 -1889
）
は
津
軽
藩
の
家
臣
の
家

系
に
生
ま
れ
た
藩
士
，
学
者
，
教
育
者
．
津
軽
藩
初
代
藩
主 

為
信
公
の
時
代
よ
り
最
後

の
藩
主
承
昭
の
時
代
ま
で
津
軽
藩
の
歴
史
を
編
年
体
で
綴
っ
た
．
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
． 

 

史
料
２
４
．
『
油
川
沿
革
誌
』 

大
瀬
熊
三
郎 

編
（1892

）
油
川
沿
革
誌
．101p. 

国
会
図
書

館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
．36p

に
寛
保
津
波
の
記
事
収
録
． 

史
料
２
５
．『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』 

八
戸
市
立
図
書
館
所
蔵
．
翻
刻
：
森
越
良 

編
著
（1999, 

1999, 2004

）
解
読 

八
戸
藩
目
付
所
日
記
，
寛
保
元
年
（
７
０
巻
），
寛
保
二
年
（
７
１

巻
），
安
永
元
年
（
１
０
１
巻
）． 

史
料
２
６
．『
鷄

肋

編

（
け
い
ろ
く
へ
ん
）

』 

庄
内
藩
士
加
藤
正

從

（
ま
さ
よ
り
）

編
，
致
道
博
物
館
所
蔵
（
本
編
８
４
冊
，

深
秘
部
７
冊
，
目
録
１
冊
，
計
９
２
冊
）．
著
者
の
加
藤
正
從
は
庄
内
藩
士
．
古
文
書
を

集
め
た
父
の
正
識
の
あ
と
を
継
い
で
，
文
化
三
年
（1806

）
四
月
編
さ
ん
に
着
手
，
天
保

五
年
（1834

）
十
一
月
ま
で
調
査
・
執
筆
し
た
．
庄
内
藩
酒
井
氏
の
み
な
ら
ず
，
庄
内
の

旧
主
武
藤
・
上
杉
・
最
上
の
三
氏
の
記
録
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
．
正
從
は
文
化
二
年
（1805

）

藩
校
致
道
館
の
創
建
と
共
に
，
司
書
を
命
ぜ
ら
れ
た
． 

翻
刻
：
山
形
県
編
（1961

）『
鷄

肋
編 

下
』，
山
形
県
史 

資
料
篇 

第
六
，
巌
南
堂
書
店
．908p. 

史
料
２
７
．『
記
事
別
集
』
翻
刻
：
磯
部
順
軒
著
，
今
泉
省
三
・
真
水
淳
編 (1977) 

『
記
事

別
集 

順
軒
記
事
』，
越
佐
叢
書 

第
十
二
巻
，78-80. 

野
島
出
版
．376p.

に
よ
る
．  

史
料
２
８
．『
沢
内
年
代
記: 

陸
中
国
和
賀
郡 

総
集
編
』
沢
内
史
談
会
編
（2000

） 

沢
内
村

教
育
委
員
会
．180p. 

「
沢
内
年
代
記
」
は
，
岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町
で
伝
承
さ
れ
た

年
代
記
．1673

年(

延
宝
元
年)

か
ら1900

年(

明
治33

年)

ま
で
記
録
さ
れ
て
い
る
．
記

録
者
は
不
明
，
い
く
つ
か
の
異
本
が
あ
る
．
旧
湯
田
町
草
井
沢
に
伝
わ
る
「
草
井
沢
本
」

は
，
気
象
，
地
震
，
農
作
に
関
す
る
記
事
が
詳
し
い
．  

史
料
２
９
．『
佐
渡
国
略
記
』
新
潟
県
佐
渡
高
等
学
校
同
窓
会
所
蔵
（
舟
崎
文
庫
），
国
文
学
研

究
資
料
館
に
寄
託
．
翻
刻
：
新
潟
県
立
佐
渡
高
等
学
校
同
窓
会
（1986

）『
佐
渡
国
略
記 

上

卷 

第
一
巻
』
佐
渡
高
等
学
校
同
窓
会
．p685.  p425. 

 

史
料
３
０
．『
撮
要
年
代
記 

壹
』
個
人
蔵
．
国
文
学
研
究
資
料
館
に
複
写
あ
り
．
翻
刻
：
山
本

修
之
助
編
（1973

）『
撮
要
佐
渡
年
代
記
』．
佐
渡
叢
書 

第
四
巻
，148-151. 

佐
渡
叢
書

刊
行
会
．271p. 

史
料
３
１
．『
佐
渡
年
代
記 

巻
三
』 

新
潟
県
立
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号000/115 

デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
公
開
，152/196

ペ
ー
ジ
．151

ペ
ー
ジ
「
寛
保
三
年
」
は
乱
丁
で
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158

ペ
ー
ジ
と
同
じ
も
の
）．
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
（
鵜
飼
文
庫 96-494-1

～21.

ｗ
ｅ
ｂ
公
開
）．
慶
長
六
年
よ
り
嘉
永
四
年
に
至
る
間
の
奉
行
所
の
記
録
．
翻
刻
：
佐
渡

郡
教
育
会
編(1935) 460p.

国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
．

331‐
332p. 

史
料
３
２
．『
西
念
寺
過
去
帳
』 

石
川
県
志
賀
町
の
記
録
．
羽
鳥
徳
太
郎
（1999

）
に
収
録
． 

史
料
３
３
．『
碧
雲
寺
過
去
帳
』 

石
川
県
門
前
町
七

浦

（
し
つ
ら
）

の
記
録
．
翻
刻
： 

石
川
県
七
浦
小
学

校
同
窓
会
編
（1920

）
七
浦
村
志
．
細
川
敬
文
社
．
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
で
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
．
外
岡
慎
一
郎
（2013

）． 

史
料
３
４
．『
福
井
県
河
野
村
右
近
純
一
家
（
金
相
寺
）
過
去
帳
』
外
岡
慎
一
郎
（2013

）
に

収
録
さ
れ
て
い
る
． 

史
料
３
５
．『
年

々

跡

書

帳

（
ね
ん
ね
ん
あ
と
が
き
ち
ょ
う
）

』 

（
敦
賀
市
市
野
々
）
柴
田
一
男
文
書
．
敦
賀
市
立
博
物
館

所
蔵
．
外
岡
慎
一
郎
（2013

）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
． 

史
料
３
６
．『
拾

椎

雑

話

（
し
ゅ
う
す
い
し
い
ざ
つ
わ
） 

巻
二
十
八 

異
域
』
福
井
県
小
浜
市
に
お
け
る
記
録
．
木
崎

正
敏
著
，
国
会
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号 188- 549

）
．
翻
刻
：
法
本
義
役
校
訂
（1974

）．

拾
椎
雑
話
・
稚
狭
考
．
福
井
県
郷
土
誌
懇
談
会
．  

史
料
３
７
．『
金
村
家
文
書
』 

舞
鶴
市
小
橋
，
野
原
の
記
録
．
翻
刻
：
舞
鶴
市
史 

通
史
編
（
上
），

1096p. 

外
岡
慎
一
郎
（2013

）．  

史
料
３
８
．『
瀧
洞
歴
世
誌

（
た
き
が
う
ろ
れ
き
せ
い
し
）

』
田
村
家
文
書
．
舞
鶴
市
瀧
ケ
宇
呂

（
た
き
が
う
ろ
）

，
田
村
家
の
９
代
，270

年
間
に
わ
た
る
記
録
．
翻
刻
：
舞
鶴
市
史 

通
史
編
（
上
），1096p.  

史
料
３
９
．『
本
朝
天
文
志

（
ほ
ん
ち
ょ
う
て
ん
も
ん
し
）

』 

西
村
遠
里
編
，
国
会
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号 205-158

，

原
本
代
替
記
号YD-

古-547

マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム)

．
天
明
元
年
自
序
あ
り
．  

史
料
４
０
．『
続
王
代
一
覧 

三
』 

片
山
円
然
［
松
斎
］
編
，
東
大
史
料
編
纂
所
所
蔵
（
請

求
記
号4140.1-17

）．
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
．
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（
内
閣
文
庫 

請
求
番
号 

139-0029

ほ
か
複
数
写
本
あ
り)

．
文
化
元
年
五
月
序
． 

史
料
４
１
．『
校
正
王
代
一
覧 

後
編 

巻
三
』 

高
田
義
甫
，
西
野
古
海
編
，
大
関
克 

校 

千

鍾
房
ほ
か(1874) 

校
正
王
代
一
覧 

鼇
頭
插
画 

後
編 

巻
三
上
，39

丁
．
国
会
図
書
館

近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
． 

史
料
４
２
．『
続
皇
年
代
略
記
』 

小
野 

高
潔
（1747-1829

）
撰
，
早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館

所
蔵 (

請
求
記
号
（
リ05 02587

）
ｗ
ｅ
ｂ
公
開96/124

コ
マ)

．  

史
料
４
３‐

１
．『
屋

代

弘

賢

（
や
し
ろ 

ひ
ろ
か
た
）

覚
書
追
加
』 

屋
代
弘
賢
著
．
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
（
飯
田
忠

彦
編
『
毫

埃

（
ご
う
あ
い
） 

三
十
九
』
に
収
録
．
島
根
正
黨
，『
時
世
録
』
を
引
用
）．
幕
府
奥
右
筆

を
勤
め
た
屋
代
弘
賢
（1758-1841

）
が
編
纂
し
た
．
翻
刻: 

文
部
省
震
災
予
防
評
議
会
，

増
訂
大
日
本
地
震
史
料
，
第
二
巻
．356p. 

国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

ｗ
ｅ
ｂ
公
開
． 

史
料
４
３‐

２
．『
野
史

（
や
し
） 

第
十
六
巻 

本
紀 

櫻
町
天
皇
』 

源
（
飯
田
）
忠
彦 

（
嘉
永
四
年 

(1851

）)

著
．
国
会
図
書
館
所
蔵
（
請
求
記
号 W197-N3

）．
翻
刻
：
飯
田
忠
彦
修
・
飯

田
文
彦
訓
点
・
竹
中
邦
香
校(1882) 

『
野
史 

第
七 

第
十
六
巻 

本
紀 

櫻
町
天
皇
』 

國
文
社
．
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
．49-50/55

コ
マ
．  

史
料
４
４
．『
続
史
愚
抄 

櫻
町
院 

下 

七
十
三
』 

柳
原
紀
光
編
．
国
立
公
文
書
館
所
蔵
（
史

料
目
録
名
は
『
続
史
愚
鈔
』（
請
求
番
号138-0082

））．
江
戸
時
代
の
公
卿
・
歴
史
家
で

あ
っ
た
柳
原
紀
光
（
延
享
三
年
～
寛
政
十
二
年
（1746

～1800

）
に
よ
る
正
元
元
年
～
安

永
八
年
（1259
～1779

）
の
編
纂
記
録
．
全
八
十
一
冊
．
翻
刻
：
経
済
雑
誌
社
編
（1905

）

渡島大島噴火史料集

25



『
続
史
愚
抄
』．
国
史
大
系 

第
３
巻
．
経
済
雑
誌
社
，521p. 

国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
（
請
求
記
号210.08-Ko548-Kk 

284/468

コ
マ
）． 

 
史
料
４
５
『
慶
弘
紀
聞
今
日
鈔

（
け
い
こ
う
き
ぶ
ん
こ
ん
に
ち
し
ょ
う
）

』 

安
田
照
矩
編
（1874

），
国
会
図
書
館
所
蔵(

『
十
三
朝

紀
聞 
巻
之
第
四‐

五
』，
請
求
記
号210.5-Y587z) 

．
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
（37/65

コ
マ
）． 

 

史
料
４
６
．『
真
澄
遊
覧
記
』 

菅
江
真
澄 

著
．
翻
刻
：
菅
江
真
澄
著
（1971

）
日
記 

菅
江

真
澄
全
集 

２
巻
，
未
来
社
，496p. 
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史
料
１
．『
松
前
年
々
記
』
永
田
家
文
書
（
松
前
町
教
育
委
員
会
複
写
所
蔵
） 

（
寛
保
元
年

（1
7
4
1

年

）

（
元
文
六
辛
酉
年
三
月
三
日
改
元
）） 

七
月
十
九
日

（

８

月

２

９

日

） 

於
松
前
、
明
六
時
前
三
十
里
之
間
津
浪
打
申
候 

（
略
） 

八
月
廿
日 

御
用
番
松
平
左
近
将
監
ヱ
津
浪
ニ

付
左
之 

通
書
付
出
ス 

口
上
覺 

 

松
前
志
摩
守
領
分

従
（
よ
り
）

松
前
東
西
在

々

（
ざ
い
ざ
い
）

七
月
十
九
日
未
明
、 

 

津
浪
打
入
、
民
家

夥

鋪

（
お
び
た
だ
し
く
）

流
失
溺
死
之
者
多
御
座
候
由
、

尤

（
も
っ
と
も
）

船 

 

抔
（
な
ど
）

松
前
近
辺
不

殘

（
の
こ
ら
ず
）

流
失
破
船
等
多
御
座
候
段
申
越
候
、
委 

 

細
之
義
者

追
而

可
申
上
旨
申
越
候
、
先
右
之
趣
御
届
申
上 

 

候
、
以
上 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
前
志
摩
守
内 

 
 

八
月
廿
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
合
九
郎
兵
衛 

 
 九

月
十
日 

松
前
七
月
十
九
日
朝
津
浪
之
義
、
此
間
松
平
左
近 

将
監
ヱ
届
申
候
上
、
今
度
溺
死
破
船
等
之
義
改
松
平
伊
豆
守 

ヱ
月
番
故
指

出

（
さ
し
だ
し
）

、
左
近
将
監
ヱ
茂

指
出
、
書
付
左
之
通 

 

當
月
十
九
日
明
六
時
前
私
領
内
三
十
里
之
間
津
浪
打
候 

 

而

濱
辺
住
居
之
者
共
溺
死
并
流
家
左
之
通
御
座
候
、 

 

千
二
百
三
十
六
人
溺
死
、
内
男
八
百
二
十
六
人
、
女
四
百
十 

 

人
、
外
ニ

他
國
者
僧
俗
共
二
百
三
十
一
人
溺
死
、 

 

七
百
二
十
九
軒
流
家
、
三
十
三
軒
潰
家
、
四
軒
流
藏
、
二
十
五 

 

軒
潰
藏 

 

此
節
破
船
仕
候
舟
数
大
小
千
五
百
二
十
一
艘
、
右
之
内
猟 

 

船
千
三
百
二
十
九
艘
破
船
仕
候
、
此
段
御
届
申
上
候
、
以
上 

 
 
 

七
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
前
志
摩
守 

（
略
） 

十
一
月
八
日

従
（
よ
り
）

松
平
左
近
将
監
渡
辺
宗
右
衛
門
ヱ
書
付
ニ 

而

志
摩
守
家
来
相
尋
候
様
ト
申
達
候
、
松
前
津
浪
之
義
先
達 

而

書
付
出
候
得
共
余
リ
有
増
候
間
、

自
（
よ
り
）

此
方
相
尋
候
書
付
之 

通
其
外
委
細
書
付
出
可
旨
依
之
家
来
牒
面
ニ

張
紙
致
シ 

指
出
申
候
、
右
書
付
共
別
扣

（
控
）

有
リ 

   

注 松
平
左
近
将
監
は
御
用
番
（
老
中
）
松
平
左
近
将
監
乗

邑

（
の
り
さ
と
）

（1686‐
1746

） 

松
平
伊
豆
守
は
月
番
老
中
松
平
伊
豆
守
信

祝

（
の
ぶ
と
き
） 

（1683‐
1744

） 

松
前
志
摩
守
は
松
前
藩
主
松
前
志
摩
守
邦

廣

（
く
に
ひ
ろ
）

（1705‐
1743

） 

河
合
九
郎
兵
衛
は
松
前
藩
江
戸
留
守
居
役 

 

 
 

（
は
） （
お
っ
て
） 

（
も
） 

（
て
） 

（
て
） 

（
せ
ん
だ
っ
） 
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史
料
２
．『
松
前
年
々
記
』
常
盤
井
武
宮
氏 

所
蔵
（
北
海
道
立
文
書
館
マ
イ
ク
ロ
資
料
） 

（
元
文
） 

六

（
元
文
六
＝
寛
保
元
）

辛
酉

年
七
月
十
七
日
地
震
之
様
ニ

度
々
相
聞
へ
大
鳴
ニ

候
由
、
十
六 

 
 
 

日
夜
中
ヨ
リ
十
七
日
之
明
マ
テ
城
下
及

部

（
お
よ
べ
）

迠
（
ま
で
）

一
面
ニ

焼
灰 

 
 
 

降
申
候
上
在
下
在
共
降
候
由
、
所
ニ

ヨ
リ
七
八
分
壱
寸
程 

 
 
 

マ
テ
降
リ
候
由
、
十
九
日
西
風
ニ

テ
天
気
能
、
明
前
ヨ
リ
雨
降
リ 

海
上

夥

敷

（
お
び
た
だ
し
く
）

鳴
渡
リ
、
無

程

（
ほ
ど
な
く
）

明
迠
之
内
津
浪
打
来
リ
、 

前
浜
之
澗
掛
リ
之
舩
不
残
一
時
ニ

打
揚
、
浜
並
之
家 

共
潰
家
半
潰
家
共
ニ

有
之
候
、
三
鷁
丸
舩
ハ
大
松
前 

 
 

町
役
所
之
下
迠
打
揚
、
大
松
前
橋
ハ
欄
干
付
候
侭 

ニ

テ
馬

坂

（
う
ま
さ
か
）

橋
之
上
ヱ
打
揚
、
同
橋
へ
能
代
舩
弐
百
石 

計
リ
ノ
舩
入
申
候
、
浜
通
ノ
家
ヘ
ハ
玉
餘
魚

（
か
れ
い 

カ
）

タ
ナ
コ 

杯
（
抔 

カ
）

入
候
、
ヱ
ゲ
フ
畑
中
ヘ
ハ
磯
魚
色
々
ノ
貝
類
浪
ニ 

打
揚
、
淤

泥

（
お
で
い
）

ノ
内
ニ

有
之
候
、
札

前

（
さ
つ
ま
い
）

村
ヨ
リ
熊
石
村 

マ
テ
村
々
溺
死
都
合
千
三
百
七
十
人
余
、
百
姓
旅 

人
共
ニ

家
数
准
之
、
新
谷
ヨ
リ
吉

岡

（
よ
し
お
か
）

村
迠
十
九 

軒
疵
家
二
十
軒
溺
死
十
六
人
、
右
ノ
通
公
儀
へ
御 

断
ア
リ
、 

    

注 

口
絵
５ 

参
照 

及
部

お

よ

べ 

松
前
城
の
東
１
．
７
㎞
に
あ
っ
た
集
落 

大
松
前

お
お
ま
つ
ま
え

役
所 

松
前
城
の
東
に
あ
っ
た
役
所 

大
松
前
橋 

松
前
城
南
東
に
あ
り
，
大
松
前
川
に
か
か
る
橋 

馬
坂
橋 

松
前
城
東
に
あ
り
，
大
松
前
川
に
か
か
る
橋
．
海
岸
か
ら
約300

メ
ー
ト
ル 

ヱ
ゲ
フ 

松
前
町
旧
生

符

（
え
げ
っ
ぷ
）

． 

新
谷
村 

松
前
郡
松
前
町
荒
谷

あ

ら

や

か 

吉
岡
村 

松
前
郡
福
島
町
吉
岡 
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史
料
３‐

１
．『
御
巡
見
御
用
要
用
日
記
』 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室 

所
蔵 

「

寶
暦
拾
一

（
１
７
６
１
年
）

辛
巳
歳

御
巡
見
御
用 要

用

日

記

五

月

吉

祥

日

｣ 

一

津
浪
之
事
御
尋
御
座
候
ハ
ヽ
左
之 

 
 

通
可
申
上
候 

一

寛
保
元
酉

年
七
月
八
日
之
頃

ゟ
（
よ
り
）

大
嶋 

焼
申
沙
汰
有
之
候
処
ニ

十
二
日

慥
（
た
し
か
）

ニ

大
嶋
焼
候
儀
見
届
ヶ
候
者
有
之
、 

西
在
江
指
村
辺
者

十
五
日
十
六
日
之 

頃
ゟ
焼
灰
降
り
、
昼
も
闇
に
罷
成 

行
燈
ヲ
明
シ
申
候
、
松
前
者

十
六 

日
昼
中
ゟ
焼
灰
降
り
、
東
在
ハ 

十
七
日
十
八
日
之
頃
よ
り
降
申
候
、
然 

所
、
海
上
鳴
渡
り
、
七
月
十
九
日
明
六 

ツ
時
前
、
松
前
ゟ
西
在
ハ
三
拾
里 

之
間
津
浪
打
來
申
候
、
此
節
地
他 

国
男
女
僧
俗
共
溺
死
仕
候
人
数 

千
四
百
六
十
七
人
、
此
外
家
蔵
も 

流
申
候
、
大
船
小
船
共
ニ

夥
敷
破 

船
仕
候
、
右
大
嶋
今
以
焼
、
時
々
鳴 

候
音
も
相
聞
江

風
に
よ
り
焼
灰
も 

折
節
降
申
候
、
右
之
趣
有
増
御
答 

可
申
上
候
、 

關
川 

藏
書 
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史
料
３‐

２
．『
宝
暦
十
二
年 

御
巡
見
使
應
答
申
合
書

（
ご
じ
ゅ
ん
け
ん
し
お
う
と
う
も
う
し
あ
わ
せ
し
ょ
）

』 

函
館
市
中
央
図
書
館 

所
蔵 

 
一 
寛
保
元
酉
年
七
月
八
日
ノ
頃
ヨ
リ
大
嶋
焼
申
沙
汰 

有
之
候
処
、
十
二
日

慥
（
た
し
か
）

ニ

焼
候
儀
見
届
候
者
有
之
、
西 

在
江
差
邊
ハ
十
五
日
十
六
日
焼
灰
降
リ
、
昼
夜
中
焼 

灰
降
リ
、
東
在
ハ
十
七
日
十
八
日
ノ
頃
ヨ
リ
降
申
候
、 

然
処
海
上
鳴
度
リ
七
月
十
九
日
明
六
ツ
時
前
西
東 

三
十
里
ノ
内
津
浪
打
来
申
候
、
此
時
自
他
國
男
女
僧 

俗
共
ニ

溺
死
仕
候
人
数
左
之
通
リ
、 

千
四
百
六
十
七
人
此
外
家
蔵
モ
流
申
候
、
大
舩
小
舟 

共
ニ

夥
敷
破
舩
仕
候
、
右
大
嶋
ハ
今
以
時
々
鳴
ル
音 

モ
風
ニ

寄
リ
相
聞
ヘ
、
折
節
焼
灰
モ
降
リ
申
候
、
右
之 

趣
有
増
ニ

御
答
可
申
候
、

若
（
も
し
）

委
細
ニ

成
サ
ル
ヽ
事
モ 

有
之
候
者
々

猶
松
前
町
書
付
仕
差
上
可
申
旨
可
申 

上
候
事
、
津
浪
ヨ
リ
今
年
迄
二
十
一
年 

（
略
） 

一 

無
縁
堂 

 
 
 
 
 
 
 
 

立
石
野 

 
 

右
ハ
寛
保
元
酉
年
七
月
十
九
日
之
津
浪
ニ

テ
溺
死 

 
 

人
有
之
ニ

付
回
向
諸
寺
院
ヨ
リ
申
立
ニ

テ
延
享 

 
 

三
丙

（1
7
4
6

） 

年
立
石
野
庵
室
建
立
当
年
マ
テ
十
六
年
、 

 

注 

立
石
野 

無
縁
堂
：
現
在
の
松
前
町
字
建
石 

光
明
寺
境
内
に
供
養
碑
が
あ
る 

 
 

（
口
絵
５
参
照
）． 
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史
料
４
．『
松
前
巡
見
使
應
答
控
』 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室 

所
蔵 

古
事
記 

（
略
） 

一 

寛
保
元
酉
年
七
月
十
四
日
ヨ
リ
大
嶋
焼
出
し
、
同
月 

 
 

十
九
日
朝
六
ツ
時
、
松
前
城
下
ヨ
リ
西
在
熊
石
村
迠 

 
 

津
波
ニ
而

男
女
人
数
弐
千
人
余
流
死
い
た
し
候
、 

 
 

家
数
者

七
百
軒
余
流
レ
申
候 

○
文
化
七
午
年
迠
及
七
拾
九
年 

               

史
料
５
．『
松
前
津
浪
之
事
』 

永
平
寺
所
蔵
文
書 

 
 
 

松
前
津
波
之
事 

 
 
 

 

寛
保
元
年
辛
酉
八
月 

 

記
之
、
去
月
十
五
日
昼
九
ツ
比
ニ 

 

松
前
江
指

（
差
）

ゟ
丗

里

（
三
十
里
）

計
り
沖
ニ

大
嶋 

 

と
言
所
有
、
此
地
ゟ
出
火
烟
ず
な 

 

ふ
り
、
日
夜
わ
け
な
く
候
ニ

付
、
昼 

 

夜
火
を
と
も
し
罷
有
候
所
ニ

其
後 

 

十
九
日
明
六
ツ
時
ニ

其
嶋
焼
く
す
れ
、 

 

其
勢
ニ
而

大
津
波
打
、
村
数
弐
拾 

 

三
ヶ
村
流
し
、
人
数
凡
ソ
弐
千 

 

八
百
人
相
果
申
候
、
段
々
其
村
之
内 

 

ゟ
廿
人
丗
人
相
助
り
申
者
御
坐
候
、 

 

大
津
波
高
サ
一
丈
五
尺
計
り
、
所
々 

 

ゟ
五
丈
六
丈
ニ

成
申
候
、
其
後
廿
四
日
明 

 

六
ッ
比
ニ

又
々
津
波
打
候
跡

（
ヵ
）

も
、
是 

 

ハ
少
々
之
事
ニ
而

御
坐
候
、
江
指

（
差
）

村
又 

 

家
数
廿
五
軒
流
申
、
家
ハ
多
ク
流
レ 

 
候
得
共
、
人
ハ
三
拾
人
餘
相
果
申
候
、 

 

沖
ニ

懸
り
申
候
舟
七
拾
艘
計
り
御
坐
候 

 

内
、
五
拾
八
艘
破
舩
、
残
ル
十
二
三
艘 

 

ハ
半
造
作
、
哀
レ
成
ル
躰
ニ

御
坐
候
、 
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史
料
６
．『
津
波
破
損
之
事
則
書
状
之
写
』
永
平
寺
文
書 

 
寛
保
元
年
辛

酉

七
月
十
九
日 

津
波
破
損
之
事
、
則
書
状
之
写 

 

一 

城
下
ニ
而

つ
ふ
れ
申
家
弐
拾
弐
軒
、 

 
 

懸
り
舩
七
拾
艘
は
か
り
居
合
申
候 

 
 

不
残
打
上
ヶ
用
立
不
申
候
、
死
人
ハ 

 
 

舩
手
共
ニ

四
拾
人
あ
ま
り
、 

一 

ね
ふ
た
村
家
々
へ
浪
打
込
申
は
か
り
ニ
而 

別
条
無
之
候
、 

一 

さ
つ
ま
い

（

札

前

）

村
家
不
残
流
、
村
中
大
方 

 
 

な
か
れ
死
失
申
候
、 

一 

赤
神
村
家
数
半
分
ほ
と
な
か
れ
失
、 

 
 

人
は
別
条
無
之
候
、 

一 

あ
ま
た
れ

（

雨

垂

）

石
村
家
不
残
流
、
村
中
不
残 

 
 

死
、
残
も
の
五
六
人
は
か
り
、 

一 

も
く
さ

（

茂

草

）

村
不
残
な
か
れ
、
村
中
死
人 

 
 

百
五
拾
人
余
、 

一 

江
良
町
村
家
不
残
な
か
れ
、
村
中
死
人 

 
 

三
百
八
拾
人
、 

一 

原
口
村
家
不
残
流
、
村
中
生
残
候
者 

 
 

漸
四
五
人
、 

一 

石
崎
村
家
人
共
不
残
な
か
れ
失
、 

 
 

跡
方
も
な
し
、 

一 

山
子
崎
村
家
不
残
な
か
れ
、
死
人
ハ 

 
 

拾
四
五
人
は
か
り
、 

一 

扇
石
村
家
数
半
分
過
け
か
れ

（

穢

れ

）

候
へ
共
、 

人
ハ
別
条
な
し
、 

一 

木
の
子
村
家
人
共
ニ

無
別
条
候
、 

一 

原
哥

（
原
歌
）

村
家
人
共
流
失
、

行
（
マ
マ
）

形
も
な
し
、 

一 

上
ノ
國
村
家
人
共
ニ

無
別
条
候
、 

一 

五
勝
手
村
家
三
ヶ
壱
つ
ふ
れ
、
死
人
は 

 
 

四
五
人
は
か
り
、 

一 

江
指

（
江
差
）

寺
小
屋
ゟ
詰
岸
迠
ノ
内
四
拾
軒 

 
 

は
か
り
流
、
濱
通
リ
土
蔵
大
方
流
れ
、 

 
 

残
ル
ハ
つ
ふ
れ
申
候
、
か
ゝ
り
舩
八
十
艘
ノ
内 

 
 

七
拾
弐
艘
破
舩
仕
候
、
荷
所
舩
ノ
内
ニ 

 
 
 
 

紙
屋
権
兵
衛
殿 

 
 
 
 

嶋
崎
弥
三
郎
殿 

 
 

右
二
艘
か
ゝ
り
留
り
申
候
、
又
山
田
三
大
夫
殿 

 
 

材
木
積
ニ

参
り
候
由
ニ
而

破
舩
仕
候
、
死
候 

 
 

者
舟
手
共
ニ

百
人
余
、
陸
ニ

て
ハ
過
分 

 
 

死
人
も
無
御
座
候
、 
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一 

泊
り
村
家
不
残
な
か
れ
、
死
人
六
拾
人
、 

一 

田
沢
村
家
数
四
五
軒
残
、
死
人
三
拾
人
余
、 

一 
伏
木
戸
村
家
数
五
六
軒
残
、
死
人
拾
七
人
、 

一 

乙
部
村
家
不
残
流
、
死
人
七
拾
人
余
、 

一 

と
つ
ふ

（

突

符

）

村
家
四
五
軒
な
か
れ
、
人
は 

 
 

別
条
無
之
候
、 

一 

三
谷
村
両
所
ニ
而

家
二
軒
残
り
、 

 
 

其
外
皆
々
流
れ
失
申
候
、 

 
 

し
ひ
の
哥
家
壱
軒
の
こ
り
、 

 
 

皆
々
な
か
れ
失
、
死
人
不
知
、 

一 

蚊
柱
村
家
不
残
な
か
れ
失
、 

 
 

死
人
弐
百
七
拾
人
、 

一 

相
ノ
間

（

相

沼

）

村
家
五
六
軒
残
り
、 

 
 

死
人
百
五
拾
人
、 

一 

熊
石
村

畳
（
マ
マ
）

ノ
方
家
拾
軒
計 

 
 

残
り
、
其
外
は
不
残
な
か
れ
、
凡 

 
 

死
人
四
百
人
余
、 

有
増
右
之
通
に
て
御
座
候
、
い
ま
だ 

騒
動
最
中
に
て
御
座
候
得
者 

し
か
と
相
知
れ
不
申
候
、
右
之
外
山
中
ノ 

内
、
上
磯
ハ
関
内
ゟ
貝
取
小
舩 

参
り
候
而

舩
人
共
ニ

だ
い
な
し
、 

上
魚
地
は
ふ
と
ろ
、
せ
た
内
迠
右 

の
津
な
ミ
い
た
し
候
様
ニ

承
り
申
候
、 

寸

津

（
す
っ
つ 

ヵ
）

ゟ
上
ハ
別
条
無
御
座
候
由
、 

頃
日
舟
参
り
候
故
承
り
申
候
、 

下
在
ハ
右
之
津
な
ミ
福
し
ま
限
り
ニ 

御
座
候
、
殊
ニ

少
々
問
屋
す
き
方
に
て
御
座
候
、 

吉
岡
に
は
舩
弐
艘
う
ち
あ
け
候
へ
共
、 

舟
別
条
無
之
、
家
内
へ
浪
打
こ
ミ
申
候 

よ
し
、
其
外
下
在
ハ
別
条
無
之
候
中
ニ

も 

浪
強
く
打
上
ケ
候
所
ハ
も
く
さ

（

茂

草

）

村 む
ら

よ
り 

は
ら
く
ち

（

原

口

）

村
迠
殊
外
成
大
浪
ニ
而

高
き 

山
の
上
ま
て
う
ち
あ
け
申
候
由
に
て
御
座
候
、
扨
々 

目
も
当
ら
れ
ぬ
有
様
ニ

て
御
さ
候
、
毎
日 

在
々
ノ
は
ま
死
人
ノ
山
を
つ
き
申
候
、 

大
嶋
七
月
十
三
日
ゟ
焼
出
し
、
今
以
焼 

と
ま
り
不
申
候
、
江
指

（
江
差
）

表
ハ
右
之
焼
砂 

ふ
り
、
当
十
四
五
日
ハ
く
ら
闇
に
て
御
座
候
、 

今
日
頃
に
て
も
在
々
焼
砂
ふ
り
申
候
由
を 

申
参
候
、
中
々
昼
夜
共
少
茂 

安
堵
休
息
成
不
申
候
、
此
度
ノ
大 

津
な
ミ
、
右
大
し
ま
ノ
焼
故
と
さ
た
仕
候
、 

か
た

く
難
儀
な
る
事
中
々
筆 
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紙
ニ

つ
く
し
か
た
く
御
座
候
、
荒
ま
し 

如
此
御
座
候
、
以
上 

寛
保
元
年 

七
月
廿
三
日 

松
前
ゟ 

注雨
垂
石
は
（
現
松
前
町
字
静
浦
）
の
沖
に
あ
る
大
岩 

参
考 

『
蝦
夷
拾
遺
』 

（
天
明
六
年
）
佐
藤
玄
六
郎
著
． 

元

之

巻

地

理

大

概

上

島
形
は
蜻

蛉

（
と
ん
ぼ
）

に
化
せ
ん
と
す
る
水
蠆

（
や
ご
）

の
曲
れ
る
に
に
似
て
〔
原
註
、
時
珍
本
艸
に
曰
、
水
蠆

好
く
變
化
二

蜻
蛉
一

状
蝦
に
似
て
手
足
の
短
き
も
の
也
。〕
首
の
如
く
突
然
と
出
た
る
地
を
白
紙
崎
と
云
。

〔
原
註
、
シ
ラ
カ
ミ
崎
よ
り
津
輕
郡
三
馬
屋
の
渡
凡
五
六
里
〕
背
は
則
北
に
し
て
ソ
ウ
ヤ
の
界
盡
、
尾

は
丑
寅
に
流
れ
て
終
を
シ
レ
ト
コ
と
云
。
都
て
周
廻
七
百
餘
里
。、
松
前
は
シ
ラ
カ
ミ
崎

に
覆
は
れ
、
北
に
曲
り
南
に
向
て
、
山
海
の
間
屋
舎
有
り
〔
原
註
、
松
前
に
て
北
極
星
を
見
る
に

地
を
出
る
事
四
十
一
度
五
分
餘
、
ソ
ウ
ヤ
に
至
て
は
四
十
五
度
〕 

志
摩
守
家
臣
及
び
寺
院
を
除
、
商
家
一
千
五
百
餘
戸
、
人
數
六
千
三
百
餘
人
、
春
の
末

よ
り
晩
秋
に
至
る
ま
で
、
諸
國
の
商
舶
來
て
海
岸
に
湊
り
、
日
夜
陸
に
通
じ
て
市
を
な
す
。

松
前
に
次
者 

根
部
田
村 

 
 
 
 

札
前
村 

赤
神
村

雨
垂
石
村 

茂
草
村

清
部
村 

二
十
餘
戸 

七
十
餘
人 

餘
家
十
戸
不
レ

足 

二
十
餘
人 

家
十
餘
戸 

四
十
餘
人 

十
戸
不
レ

足 

ニ
十
餘
人 

十
戸
不
レ

足 

二
十
餘
人 

四
十
餘
戸 

百
四
十
餘
人 
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江
良
町
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
口
村 

 

小
砂
子
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
崎
村 

 

羽
根
若
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
子
崎
村 

 

鹽
吹
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

扇
石
村 

 

木
ノ
子
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

原
歌
村 

 

上
之
國
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

喜
多
村 

 

大
留
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

五
勝
手
村 

 

江
差
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

泊
村 

 

尾
山
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田
澤
村 

 

伏
木
戸
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚
澤
部
村 

 

五
輪
澤
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

乙
部
村 

 

小
茂
内
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
茂
内
村 

 

突
府
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
谷
村 

 

蚊
柱
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

相
沼
内
村 

 

泊
川
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

熊
石
村 

 

小 

島 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大 

島 

 

以
上
松
前
よ
り
西
北
に
有
り
、
熊
石
村
よ
り
松
前
へ
陸
路
二
十
六
里
餘
。 

  
 
 
 
 
 
 

（
以
下
略
） 

 

注 

こ
の
記
録
は
幕
府
勘
定
奉
行
松
本
伊
豆
守
秀
持
の
命
に
よ
り
天
明
五‐

六
年
に
巡
検
し

た
際
の
佐
藤
玄
六
郎
に
よ
る
記
録
．
松
前
藩
の
集
落
の
戸
数
，
人
口
の
記
載
が
あ
る
．
ま
た
渡

島
大
島
が
「
常
に
吐
レ

煙
」
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
．  

  

 
 

百
戸
不
レ

足 

百
八
十
餘
人 

 

十
戸
不
レ

足 

三
十
餘
人 

十
戸
不
レ

足 
四
十
人
不
レ

足 

六
十
戸
不
レ

足 

百
八
十
人
不
レ

足 

二
十
戸
不
レ

足 

九
十
餘
人 

九
十
戸
不
レ

足 

三
百
六
十
餘
人 

 

ニ
百
十
餘
戸 

三
百
七
十
餘
人 

 

十
戸
不
レ

足 

十
餘
人 

 

十
戸
不
レ

足 

十
餘
人 

 

十
餘
戸 

六
十
餘
人 

 

百
九
十
餘
戸 

二
百
餘
人  

百
戸
不
レ

足 
三
百
五
十
餘
人 

 

八
十
戸
不
レ

足 

二
百
三
十
餘
人 

 

二
十
戸
不
レ

足 

三
十
人
不
レ

足 
 千

餘
戸
、
三
千
五
百
餘
人
、
此
地
も 

諸
国
の
商
船
來
り
湊
ふ
を
松
前
に
等
し 

 

二
百
三
十
餘
戸 

九
百
餘
人 

 

三
十
戸
不
レ

足 

百
餘
人 

 

二
百
五
十
戸
不
レ

足 

八
百
二
十
人
不
レ

足 
 

十
戸
不
レ

足 

十
餘
人 

 六
十
餘
戸 

二
百
三
十
餘
人 

 六
十
戸
不
レ

足 

百
二
十
餘
人 

 五
十
戸
不
レ

足 

百
五
十
餘
人 

 

百
八
十
餘
戸 

六
百
餘
人 

 百
戸
不
レ

足 

二
百
十
餘
人 

 

五
十
餘
戸 

百
五
十
餘
人 
 

江
良
町
村
よ
り
西
北
の
沖
凡
五
里
に
有
リ 

周
廻
二
里
餘
、
民
屋
な
し
、
常
に
吐
レ

煙 

六
十
戸
不
レ

足 

二
百
人
不
レ

足 

二
十
餘
戸 

八
十
人
不
レ

足 

四
十
戸
不
レ

足 

百
三
十
人
不
レ

足 
 

九
十
餘
戸 

百
三
十
人
不
レ

足 

四
十
戸
不
レ

足 

百
三
十
人
不
レ

足 
 

茂
艸
村
の
沖
凡
三
里
餘
に
有
り
民
屋

な
し
、
周
圍
二
十
町
に
不
レ

足 
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史
料
７‐

１
．『
松
前
年
歴
捷
径 

地
』 

北
海
道
立
文
書
館 

所
蔵 

 
辛
酉 

 
 

寛
保 

（
略
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月
西
部
大
島
発
火
、
震
動
如
大
山
之 

崩
、
天
又
雨
白
灰
黒
沙
積
地
上
深
者

数
寸
、
同
月
十
九 

日
下
寅
雨
降
、
海
洋
為
響
須

臾

（
し
ゅ
ゆ
）

明
、
且
海
水
忽

隘
（
溢 

カ
）

海
邊 

都
為
海
、
里
程
凡
三
十
有
餘
里
溺
死
者
一
千
四
百
六 

十
七
人
、
家
庫
破
壊
者

七
百
九
十
一
戸
、
破
船
大
小
一 

千
五
百
二
十
一
隻
、
夷
方
溺
死
者
併
家
庫
小
舟
破
者 

不
載
于
、
此
至
八
月
演
白
之
于 
江
戸
是
月
建
無
縁 

堂
于
立
石
野
、
冬
十
二
月
天
隂
炭
降
、
平
地
積
三
寸
餘
、 

天
晴
而

地
為
黒
雪
、
是
歳
移
轉
亀
田
衛
所
於
函
館
宇 

須
岸
、 

壬
戌 

 

二
（
寛
保
）

夏
四
月
十
四
日
、
天
雨
灰
、
灰
中
赤
白
長
毛
交
降
、
長 

七
八
寸
或
有
尺
有
餘
者
、 

 
 

 
 
 
 
 
 

（
略
） 

丙
戌 

 

三
（
明
和
） 

正
月
廿
八
日
酉
大
地
震
、 

（
略
） 

庚
寅 

 

七
（
明
和
） 

七
月
廿
八
日
下
酉
北
有
炎
光
如
火
白
氣
立
其
中
央
、 

（
略
） 

庚
戌 

 

二
（
寛
政
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
       

十
一
月
地
蔵
山
鳴
動
、 

三
（
マ
マ
） （

略
） 

丁
巳 

 

九
（
寛
政
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

二
月
二
十
二
日
異
暈 

蓋
天
、 

   

注 

明
和
七
年
七
月
廿
八
日
は
広
い
範
囲
で
オ
ー
ロ
ラ
が
観
察
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
お
り
， 

渡
島
大
島
の
活
動
と
の
関
連
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
ら
れ
る
． 
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史
料
７‐

２
．『
福
山
秘
府 

二 

年
歴
部 

六
』
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室 

所
蔵 

（
寛
保
元
辛
酉
年
） 

○
秋
七
月
十
六
日
、
西
部
大
島
発
火
．
震
動
如
大
山
之
崩
、
亦
雨
白

灰
黒
砂
積
地
上
深
者

數
寸
、

○
同
月
十
九
日
寅
下
雨
降
、
海
洋
為
響
須
臾
至
明
、
且
海
水
大
溢

海
邊
都
成
海
、
其
里
程
凡
三
十
有
餘
里
、
溺
死
者
一
千
四
百
六

十
七
人
、
家
蔵
破
壊
者

七
百
九
十
一
戸
、
大
小
船
破
者

一
千
五

百
二
十
一
隻
、
夷
方
溺
死
者
及
家
蔵
小
船
破
者

不
載
于
、
此
至

秋
八
月
二
十
日
演
白
之
于
江
戸

續
松
前
年
々
記
説
晝
于
此 

○
秋
八
月
十
八
日
因
僧
徒
之
乞
而

於
立
石
野
修
行
施
餓
鬼
建

卒
都
婆
、
壬
戌
之
歳
建
玄
石
堂
無
縁
堂

○
冬
十
二
月
十
六
日
天
隂
炭
降
平
地
積
三
寸
餘
、
大
晴
而

地
皆

為
黒
色
雪
、

○
是
歳
移
轉
亀
田
邑
衛
所
于
函
館
、

（
略
） 

（
寛
保
二
壬
戌
年
） 

○
松
前
廣
候
記
曰
、
夏
四
月
十
四
日
天
雨
灰
々
中
赤
白
長
毛
交

下
長
七
八
寸
或
有
尺
有
餘
者
、

史
料
８
．『
北
海
道
旧
纂
図
絵 

七
』
函
館
市
中
央
図
書
館 

所
蔵 

（
口
絵
１
） 

寛
保
元
辛
酉
年
七
月
十
九
日
、
大
嶋
発
焼
し
て
洋
海
溢
水 

溺
死
、
大
津
浪
と
い
ふ
、 
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史
料
９
．『
福
山
舊
事
記
』 

国
立
国
会
図
書
館 

所
蔵 

 寛
保
元
年
七
月
十
九
日
朝
七
ツ
時
下
刻
、
西
在
根

符

（
根
部
田
）

村
よ 

り
熊
石
村
ま
て
津
浪
打
て
家
蔵
流
る
、
人
民
千
余
人
溺
死
、
大 

嶋
焼
け
灰
毛
降
る
、
昼
ハ
闇
夜
の
如
く
数
度
有
之
、
津
浪
一
同 

な
り
、
城
近
辺
ハ
家
少
々
痛
、
熊
石
村
迠
見
分
と
し
て
牧
村
忠 

太
、
明
石
軍
七
両
人
遣
す
、 

               

史
料
１
０
．『
三
悦
雑
記

（
さ
ん
え
つ
ざ
っ
き
）

』 

函
館
市
中
央
図
書
館 

所
蔵 

  
 
 

未 ミ

レ

聞 モ
ン

津
波

ツ

ナ

ミ

の

咄
（
は
な
し
） 

寛
保
元
酉
の
七
月
十
九
日
明
方
、
松
前
城
下
よ
り
上
ハ
熊
石
邊
迠
大
津
波
に
て
、 

男
女
老
少
弐
千
人
余
溺 ヲ

ボ

れ
死
ス
、
江
差
の
澗 マ

懸
り
舩
、
舟
嶌
の
後 ウ

シ

ロ
よ
り
波
打 

越 コ

し
破
損
、
乗
人
も
死
ぬ
、
都
て
松
前
御
領
ハ
七
月
廿
日
迠
盆
心
に
て
踊

ヲ
ト
リ

有
リ
、 

十
九
日
夜
中
ハ
汐 シ

ホ

の
干 ヒ

ル
事
夥
し
く
、
江
差
澗
懸
り
舩
大
小
共
に
干
潟

ヒ

カ

タ

に 

居 ス
ハ

り
し
こ
と
く
に
て
あ
り
け
る
と
也
、
然
共
未
聞
の
事
故
、
津
波
寄
せ
べ
し
共
、 

 

人
心
付
ず
居
た
る
よ
し
、
果 ハ

タ

し
て
夜
明
方
、
右
の
通
り
の
大
變
な
り
、
惣
て 

承
よ
り
ハ
汐
夥
し
く
、
乾 ヒ

ル
時
ハ
油
断
す
へ
か
ら
ず
由
申
傳
へ
け
る
、
心
得
べ
し
、 

         

   

ズ 
 

キ
カ 
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史
料
１
１
．『
松
前
方
言
考 

七
』
北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室 

所
蔵 

つ
な
み 

海
水
あ
ふ
れ
て
陸
に
わ
た
る
を
つ
な
み
と
云
ふ
、 

考
る
に
津
波
と
書
よ
し
、
津
ハ
字
書
に
わ
た
る
或
ハ 

う
る
を
ひ
と
訓
せ
り
、
又
津
し
ハ
。
あ
ふ
る
ゝ
な
り
と 

見
へ
た
り
、
昔
ハ
吾
か
松
前
に
度
々
あ
り
し
由
云
ひ 

傳
ふ
れ
と
も
、
己
ハ
未
た
其
災
に
会
ハ
ね
ハ
知
ら
さ 

 

り
し
か
、 

倭
年
代
皇
紀
首
頭
云
、
寛
保
元
年
辛
酉
七
月
十
三
日 

よ
り
奥
州
松
前
の

漁
（
イ

澳
）

な
る
大
島
焼
る
、
十
五
日
十
六 

日
頃
よ
り
昼
夜
の
分
ち
な
く

ぐ
（
マ
マ
）

ら
暗
み
と
な
る
、
皆 

人
怪
み
恐
る
、
十
九
日
の
暁
七
ツ
時
よ
り
つ
な
み
起 

り
来
る
、
其
高
さ
二
丈
余
り
も
あ
り
し
か
、
松
前
の
家 

数
ハ
八
百
余
軒
流
れ
て
死
人
数
を
し
ら
す
、
泊
川
村 

家
六
十
軒
、
船
大
小
六
十
余
艘
行
方
知
ら
す
三
十
人 

計
死
す
、
松
前
よ
り
二
里
ね
ふ
た
村
家
四
十
余
流
れ 

て
溺
死
三
十
人
、
ふ
ゝ
た

（
イ

ね
ふ
た
）

よ
り
一
里
も
く
さ
村
家
二 

十
余
廿
余
人

（

マ

マ

）

流
る
、
も
く
さ
よ
り
一
里
あ
ま
た
れ
石 

村
家
四
十
軒
ハ
か
り
人
共
に
行
衛
知
れ
す
、
あ
ま
た 

れ
石
よ
り
一
里
き
よ
江

（
イ

き
よ
へ
）

村
家
六
十
軒
五
六
十
人
死 

す
、
き
よ
へ
よ
り
半
里
江
ら

（
江
良
）

町
村
家
百
軒
ハ
か
り
三 

百
六
十
人
程
死
す
、
江
ら
町
よ
り
三
里
は
ら
く
ち
村 

家
三
十
軒
余
人
と
も
な
し
、
は
ら
く
ち
村
よ
り
三
里
い
し 

さ
き
村
家
五
十
軒
ハ
か
り
人
も
流
る
、
只
一
人
其
中 

に
て
助
か
る
、
い
し
さ
き
よ
り
半
里
し
ほ
ふ
き
村
廿 

軒
ハ
か
り
家
人
共
に
な
し
、
し
ほ
ふ
き
よ
り
八
丁
き 

の
こ
村
三
十
軒
ハ
か
り
家
人
共
に
な
し
、
き
の
こ
よ 

り
十
丁
大
き
し
村
三
十
軒
余
大
き
し
よ
り
上
国
村 

六
十
軒
余
家
人
共
に
行
衛
を
知
ら
す
、
上
国
よ
り
二 

里
五
勝
手
村
二
十
軒
ハ
か
り
家
人
共
に
見
へ
す
、
五 

勝
手
村
よ
り
一
里
江
指

（
江
差
）

凡
六
百
軒
余
の
津
な
り
、
船 

大
小
百
三
十
艘
の
内
七
十
艘
ハ
か
り
見
へ
す
、
死
人 

ハ
数
を
知
ら
す
、
江
指
よ
り
一
里
泊
、
田
沢
村
に
て
五 

十
軒
ハ
か
り
人
も
皆
流
さ
る
、
泊
、
田

津

（
イ

田
澤
）

よ
り
二
里
乙 

部
村
三
十
軒
の
内
十
軒
程
残
る
、
家
ハ
か
り
有
り
て 

人
ハ
見
へ
す
、
乙
部
村
よ
り
一
里
も
ん
な
い
村

二

軒

（
イ

二
十
軒
）

ハ
か
り
人
共
に
な
し
、
も
ん
な
い
よ
り
半
里
突
府
二 

十
軒
ハ
か
り
な
し
、
仝

村

（
イ

突
府
）

よ
り
半
里
三
ツ
谷
村
十
二 

三
軒
皆
な
し
、

仝

村

（
イ

三
ツ
谷
村
）

よ
り
十
丁
蚊
柱
村
三
十
軒
ハ
か 

り
皆
な
し
、

仝

村

（
イ

蚊
柱
村
）

よ
り
相
沼
内
村
仝
前
な
り
、

仝

村

（
イ

相
沼
内
村
）

よ 
り
熊
石
村
五
十
軒
余
人
と
も
な
し
、
此
外
奥
筋
幾
千 

万
と
云
ふ
を
知
ら
す
、
七
月
十
九
日
明
方
の
津
波
に 

て
一
時
に
集
せ
来
り
し
故
に
、
夢
の
間
に
流
れ
失
た 

る
家
数
人

類
（
イ

数
）

あ
け
て
数
へ
難
し
、
其
後
ハ
風
も
一
切 
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に
な
し
と
そ
、 

按
る
に
是
ハ
大
島
の
道
焼
て
海
に
崩
れ
入
り
し
故 

に
、
一
時
に
崩
れ
た
る
方
へ
潮
の
あ
ふ
れ
し
に
や
と 

思
ハ
る
、
然
れ
ト
モ
己
思
ふ
に
ハ
、
津
波
と
云
ふ
も
潮
汐 

の
盁

虚

（
え
い
き
ょ
）

の
變
に
や
と
思
ハ
る
、
今
つ
な
み
に
う
し
ほ 

の
説
を
挙
く
、 

（
略
） 

史
料
１
２
．『
松
前
家
記
』（
第
三
巻
） 

北
海
道
大
学
附
属
図
書
館
北
方
資
料
室
所
蔵 

寛
保
元
年
辛
酉
正
月
廿
八
日
暇
ヲ
賜
フ
、 

四
月
三
日
帰
藩
ス
、
七
月
十
六
日
大
島 

鳴
動
、
火
ヲ
噴
キ
灰
砂
交
々
降
リ
晦
冥
夜 

ノ
如
シ
、
十
九
日
大
雨
海
中
大
ニ

鳴
ル 

明
朝
ニ

至
リ
テ
海
水
漲
溢
シ
根
部
田 

ヨ
リ
熊
石
ニ

及
ヒ
凡
三
十
餘
里
家
ヲ 

壊
ル
七
百
九
十
戸
、
舩
ヲ
破
ル
大
小
一 

千
五
百
二
十
一
艘
、
溺
死
ス
ル
者
一
千 

四
百
六
十
七
人
、
蝦
夷
地
方
モ
亦
此
災 

ニ

罹
リ
家
舩
ノ
破
壊
民
夷
ノ
死
亡
擧 

テ
數
フ
ヘ
カ
ラ
ス
、
八
月
十
八
日
光
善 

寺
ノ
住
持

某

（
イ

圓
郭
）

請
フ
テ
無
縁
堂
ヲ
建
テ 

溺
死
人
ヲ
弔
フ
、
十
二
月
十
六
日
天
大 

ニ

曇
リ
黒
灰
ヲ
雨
ラ
シ
積
ム
三
寸
餘
、 

是
歳
亀
田
ノ
衛
所
ヲ
函
館
ニ

遷
シ
始 

メ
テ
函
館
奉
行
ヲ
置
ク 

二
年

（
寛
保
）

壬
戌
四
月
十
四
日
灰
及
ヒ
白
赤 

毛
ヲ
雨
ラ
シ
、
長
サ
尺
餘
ナ
ル
者
ア
リ
、 
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史
料
１
３
．『
弘
前
藩
庁
日
記
（
御
国
）』 

弘
前
市
立
図
書
館 

所
蔵 

寛
保
元
年 七

月
八
庚
午
日 

快
晴 

（
略
） 

七
月
十
壬
申
日 

曇

 

（
略
） 

七
月
十
九
辛
巳
日 

陰
晴 

（
略
） 

七
月
二
十
壬
午
日 

陰
晴 

（
略
） 

一

金
井
ヶ
沢
湊
目
付
長
谷
川
理
助
申
立
候
者 

今
十
八
日
之
夜
、
海
津
浪
ニ
而

同
所
湊
御
番 

所
潰
申
候
、
御
見
分
可
被
仰
付
哉
之
旨
作
右
衛
門
江

達
之
、
見
分
申
付
旨
書
付
ニ
而

勘
定
奉
行
江 

申
遣
之
、
見
分
之
義
者

作
事
奉
行
江

も
、 

一

赤
石
組
代
官
申
立
候
者

晴
山
村
・
田
野
沢
村
・ 

嶋
村
・
鴨
村
・
金
井
ヶ
沢
村
・
関
村
・
柳
田
村
・ 

桜
沢
村
・
赤
石
村
右
九
ヶ
村
ニ
而

今
十
八
日
之 

夜
、
海
津
浪
押
シ
上
、
家
五
六
拾
押
シ
潰 

申
候
、
金
井
ヶ
沢
湊
御
番
所
押
シ
潰
申
候
、
右 

村
々
之
内
ニ
而

人
拾
四
五
人
、
馬
茂

死
申
候
旨 

作
右
衛
門
江

達
之
、
死
人
等
夫
々
見
分
之
上 

片
付
候
様
申
付
之
、
見
分
目
付
之
義
大
目
付
江

も

申
遣
之
、 

一

鰺
ヶ
沢
湊
目
付
申
立
候
者

今
十
八
日
磯
津
浪
、 

松
前
舟
三
艘
破
舩
仕
候
、
其
外
舟
少
々
痛 

申
候
得
共
、
乗
人
痛
無
御
座
候
旨
作
右
衛
門
江 

達
之
、 

一

瀧
野
沢
牧
頭
斎
藤
茂
左
衛
門
申
立
候
者

御
牧 

父
馬
清
水
相
煩
候
付
、
御
馬
醫
罷
下
り 

療
治
仕
候
様
被
仰
付
度
旨
作
右
衛
門
江

達
之
、 

一

赤
石
組
、
金
木
組
津
浪
之
由
注
進
付
、
作
右
衛
門 

達
之
、
為
見
分
赤
石
組
江

成
田
傳
八
・
金 

木
組
江
者

菊
地
十
蔵
罷
下
候
様
申
付
之
、 

一

金
木
組
代
官
申
立
候
者

、
小
泊
村
今
十
九
日
明 

六
時
よ
り
大
津
浪
、
村
中
大
概
五
六
拾
軒 

程
押
潰
申
候
、
人
馬
も
多
怪
我
御
座
候
、 

一

懸
舩
・
漁
舩
・
小
廻
等
茂

多
痛
損
御
座
候
、 

一

村
近
所
塩
釜
不
残
潰
申
候
、 

一

四
方
大
分
痛
損
御
座
候
、 

右
之
通
御
座
候
得
共
、
其
邊
品
員
数
相
改
候 

無
御
座
候
付
、
先
御
断
申
上
候
旨
作
右
衛
門
江

達
之
、 

一

鰺
ヶ
沢
町
奉
行
申
立
候
者

今
十
九
日
磯
津 

未
ノ
中
刻
地
震
余
程
強
、 

子
ノ
刻
地
震
則
止 

終
日
雨
、
入
夜
夘
ノ
刻
過 

地
震 

午
ノ
中
刻
過
風
雨
甚
、
則
刻
止
、 

西
之
濱
小
泊
邊
迠
津
浪 
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浪
ニ
而

御
舩
蔵
痛
損
申
候
、 

一 
旅
小
舩
三
艘
破
舩
仕
候
、
其
外
地
舟
共
ニ

上
廻
リ 

損
申
候
、
乗
人
別
条
無
御
座
候
、 

一 

當
年
五
歳
子
共
壱
人
流
失
申
候
、
右
之
通 

申
出
候
付
、
作
右
衛
門
江

達
之
、 

（
略
） 

七
月
二
十
四
丙
戌
日 
快
晴 

（
略
） 

一 

御
馬
廻
長
谷
川
理
助
申
立
候
者

私
義
金 

 
 

井
ヶ
沢
湊
相
勤
罷
有
候
處
、
今
十
八
日
夜
津
浪
ニ
而 

御
番
所
御
用
物
并
諸
道
具
共
ニ

流
捨
、
上
下
共 

助
リ
、
山
江

引
取
罷
有
候
旨
作
右
衛
門
江

達
之
、 

（
略
） 

一 

赤
石
組
代
官
申
立
候
者 

一 

流
死
男
壱
人 

 
 

金
井
ケ
沢
村
茂
右
衛
門
子

万
太
郎 

右
者

當
月
十
九
日
大
浪
ニ
而

右
村
々
ニ
而 

流
死
拾
三
人
有
之
内
、
右
万
太
郎
死
骸 

上
リ
、
長
内
次
右
衛
門
去
ル
廿
二
日
見
分
相
済 

片
付
申
候
、
残
拾
弐
人
死
骸
上
リ
次
第
御
断 

可
申
上
候
間
、
其
節
御
見
分
被
仰
付
度
旨 

作
右
衛
門
江

達
之
、 

（
略
） 

一 

今
別
町
年
寄
小
鹿
喜
右
衛
門
申
立
候
者 

去
ル
十
九
日
明
七
半
時
、
松
前
御
城
下
枝
ヶ 

崎
町
よ
り
下
町
不
残
流
失
仕
候
由
、
尤
舟
ハ 

海
陸
ニ
而

夥
々
敷
痛
潰
れ
申
候
由
、
人
者

岡
ニ
而 

三
拾
人
、
舟
ニ
而

拾
人
死
申
候
由
、 

一 

餌
差

（
江
差
）

町
よ
り
御
城
下
江

廿
日
之
夜
飛
脚 

到
来
付
、
左
之
通
申
参
候
由
承
申
候
、 

一 

餌
差
町
江

寄
せ
候
津
浪
、
十
八
日
之
夜
八
ツ 

時
ニ
而

同
町
跡
先
流
失
仕
候
、
死
人
は
夥
々
敷 

候
得
共
、
人
数
者

何
百
人
と
申
義
、
聢
と
相
知 

兼
候
由
、 

一 

餌
差
湊
ニ
而

舟
百
弐
拾
艘
居
候
處
、
百
五 

艘
者

潰
れ
、
拾
五
艘
残
り
申
候
由
、
尤
相
果
候 

人
弐
百
餘
人
御
座
候
由
、 

一 

熊
石
村
邊
在
々
小
村
不
残
流
失
ニ
而

残
候 

家
弐
拾
軒
、
人
三
拾
人
残
リ
申
候
由
、
其
外 

死
候
人
凡
九
百
餘
人
と
承
申
候
、 

一 

御
城
下
よ
り
下
者

吉
岡
、
上
者

餌
差
町
迠 

相
知
候
由
、
夫
よ
り
下
者

尻
内
・
亀
田
・
箱
館

（
函
館
）

迠 
之
内
未
善
悪
之
様
子
相
知
不
申
由
、
大
方 

人
数
凡
四
千
余
人
相
果
候
由
、
右
者

志
摩
守
様 

御
手
舩
之
舟
頭
山
田
清
七
と
申
者
御
舟
も 
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此
度
津
浪
ニ
而

痛
損
候
由
付
、
三
馬
屋
江 

舟
雇
罷
越
申
候
由
ニ
而

昨
廿
一
日
渡
海
仕
候
付
、 

私
方
よ
り
手
代
共
差
遣
、
前
書
之
通 

承
候
間
、
右
之
段
御
注
進
申
上
候
旨
申
出
之
、 

作
右
衛
門
江

達
之
、 

一 

御
馬
廻
工
藤
吉
右
衛
門
申
立
候
者 

一 

地
舩
大
小 

四
拾
四
艘 

一 

九
人
乗 

 
 
 
 
 
 
 
 

舟
頭 

藤
右
衛
門 

中
物
諸
材
木
積
入 

右
舩
水
主
之
内
源
太
郎
と
申
者
壱
人
流
死
、 

尤
死
骸
上
リ
申
候
、 

一 

八
人
乗 

 
 
 
 
 
 
 

舟
頭
相
渡 

源
七
郎 

右
舩
名

主

（
水
主 

カ
）

之
内
弥
平
次
・
甚
九
郎
と
申
弐
人 

流
死
、
尤
上
リ
申
候
、 

一 

六
人
乗 

 
 
 
 
 
 
 
 

右
同 

伊
兵
衛 

右
水
主
之
内
仁
兵
衛
・
六
平
弐
人
流
死
、 

尤
仁
兵
衛 

死
骸
上
リ
申
候
、 

一 

五
人
乗 
 
 
 
 
 
 
 
 

右
同 

権
左
右
衛
門 

右
水
主
之
内
市
郎
平
壱
人
流
死
、 

一 

弐
人
乗 

 
 
 
 
 
 

 

舟
頭
松
前 

三
太
郎 

右
舟
頭
水
主
共
別
条
無
之
、 

一 

弐
人
乗 

 
 
 
 
 
 
 

 

右
同 

喜
太
右
衛
門 

右
別
条
無
之
、 

一 

弐
人
乗 
 
 
 
 
 
 

 

舟
頭
油
川 

久
右
衛
門 

右
同
断 

右
之
通
去
ル
十
九
日
朝
六
時
頃
よ
り
同
五
時
迠 

之
津
浪
ニ
而

小
泊
間
懸
リ
之
舟
破
損
如
斯 

御
座
候
旨
申
遣
之
、
作
右
衛
門
江

達
之
、 

（
略
） 

 

八
月
一
癸
巳
日 

快
晴 

（
略
） 

一 

勘
定
奉
行
申
出
候
者

當
七
月
十
九
日 

 
 

明
七
時
、
津
浪
ニ
而

潰
家
并
破
舩
・
死
人
・ 

 
 

田
畑
損
毛
左
之
通
、 

 
 
 
 
 

鰺
ヶ
沢 

 
 

一 

拾
六
艘
破
舩
内 

 
 

一 

四
軒 

 

痛
家 

 
 

一 

男
子
壱
人
流
死 

 
 

一 

堀
切
橋 

 

折
れ
痛 

 
 

一 

濱
御
蔵
後
西
側
浪
除
所
々
流
失 

 
 

一 
拾
四
間
余
浪
除
流
失 

 
 
 
 
 

小
泊 

 
 

一 

四
拾
三
軒 
潰
家 

丸
木
舩
天
當
舩
共
ニ 

破
舩
仕
候 

三
艘
松
前
舩 

拾
三
艘
地
舩 

破
船
仕
候 
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一 

男
拾
人
流
死
内 

 
 

一 

五
拾
壱
艘
破
舩
内 

 
 

一 
田
方
五
反
五
畝
弐
拾
七
歩
損
毛 

 
 

一 

畑
方
九
畝
歩 

 
 
 
 

右
同 

 
 

一 

塩
釜
拾
弐
筒 

 
 
 
 

流
失 

 
 

一 

牛
弐
疋 

 
 
 
 
 
 

流
斃 

 
 
 
 
 

赤
石
組
之
内 

 
 
 
 
 

赤
石
村 

一 

田
方
壱
町
歩
程 

 

損
毛 

 
 
 
 
 

柳
田
村 

一 

田
方
三
反
九
畝
歩 

損
毛 

 
 
 
 
 

関
村 

一 

田
方
弐
町
歩
程 

 

損
毛 

一 

畑
方
五
反
歩
程 

 

右
同 

一 

八
軒 

 
 

潰
家 

一 

弐
拾
軒 

 

痛
家 

一 

漁
舩
丸
木
舩
八
艘 

一 

駒
壱
疋 
 

流
死 

 
 
 
 
 

嶋
村 

一 

四
軒 

 
 

潰
家 

一 

拾
壱
軒 

 

痛
家 

一 

漁
舩
弐
艘 

流
失
并
割
痛
用
立
不
申
分 

 

金
井
沢
村 

一 

田
方
弐
町
歩
程 

 

損
毛 

一 

畑
方
壱
町
歩
程 

 

右
同 

一 

弐
拾
五
軒 

潰
家 

一 

拾
五
軒 

 

痛
家 

一 

男
女
四
人 

流
死
内 

一 

駒
壱
疋 

 

流
斃 

一 

漁
舩
三
拾
四
艘 

流
失
并
痛
用
立
不
申
分 

 
 
 
 
 

鴨
村 

 

一 

弐
拾
壱
軒 

潰
家 

一 

弐
軒 

 
 

痛
家 

一 

男
女
三
人
流
死
内 

一 

駒
壱
疋 

 

流
斃 

一 

漁
舟
丸
木
舩
弐
拾
艘 

流
失 

 
 
 
 
 

田
野
沢
村 

一 

田
方
弐
反
歩
程 

 

損
毛 

一 

五
軒 

 
 
 
 
 

潰
家 

一 

塩
釜
壱
筒 

 
 
 

流
失 

一 

丸
木
舩
壱
艘
流
失
并
痛
用
立
不
申
分 

一 
男
女
三
人
流
死
内 

  

男
三
人 

女
壱
人 

男
弐
人 

女
壱
人 

男
壱
人 

女
弐
人 

四
人
小
泊
村
之
者 

六
人
旅
水
主 

破
船
仕
候 

四
拾
四
艘
地
舩 

七
艘
旅
舩 

破
船
仕
候 

流
失
并
割
痛 

用
立
不
申
分 
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晴

山

（
は
れ
や
ま
）

村 

一 

塩
釜
壱
筒 

 
 
 

流
失 

 
 
 
 
 

轟

木

（
と
ど
ろ
き
）

村 

一 

田
方
四
反
歩
程 

 

損
毛 

一 

弐
軒 

 
 
 
 
 

痛
家 

一 

塩
釜
壱
筒 

 
 
 

流
失 

一 

丸
木
舩
八
艘 

 
 

流
失 

 
 
 
 
 

追
良
瀬
村 

一 

田
方
弐
町
歩
程 

 

損
毛 

一 

塩
釜
弐
筒 

 
 
 

流
失 

一 

丸
木
舩
六
艘 

 
 

流
失 

 
 
 
 
 

廣
戸
村 

一 

田
方
六
反
歩
程 

 

損
毛 

一 

三
軒 

 
 
 
 
 

潰
家 

一 

弐
軒 

 
 
 
 
 

痛
家 

一 

塩
釜
弐
筒 

 
 
 

流
失 

一 

丸
木
舩
弐
艘 

 
 

右
同 

横
磯
村 

一 

壱
軒 
 
 
 
 
 

潰
家 

一 

女
三
人 

 
 
 
 

流
死 

一 

駒
壱
疋 

 
 
 
 

流
斃 

一 

丸
木
舩
弐
艘 

 
 

破
舟 

 
 
 
 
 

風
合
瀬

（
か
そ
せ
）

村 

一 

丸
木
舩
五
艘 

 
 

破
舩 

 
 
 
 
 

三
馬
屋
村
領
中
濱 

一 

弐
軒 

 
 
 
 
 

潰
家 

 
 
 
 
 

深
浦
村 

一 

六
艘 

 
 
 
 
 

痛
舩 

 
 
 
 
 

大
間
越
湊
支
配
森
山
村
湊 

一 

壱
艘
但
旅
舩 

 
 

破
舩 

 
 

一 

男
壱
人
但
右
舩
頭 

 

流
死 

 
 
 
 
 

金
井
沢
湊 

 
 

一 

御
番
所
壱
間 

浪
押
込
潰 

 
 

一 

五
艘
破
舩 

内 

 
 

一 

男
八
人
流
失
内 

 
 
 
 
 

右
之
寄 

 
 

一 

百
六
拾
七
艘 

 
 

破
舩 

 
 
 

 
 

一 

六
艘 

 
 
 
 
 

痛
舩 

 
 

一 

百
拾
弐
軒 

 
 
 

潰
家 

 
 

一 

五
拾
六
軒 

 
 
 

痛
家 

 
 

一 

三
拾
三
人
内 

 
 
 

流
死 

 
 

一 
田
方
九
町
壱
反
四
畝
廿
七
歩 

損
毛 

 
 

一 

畑
方
壱
町
五
反
九
畝
歩 

 
 

損
毛 

 
 

一 

塩
釜
拾
九
筒 

 
 

流
失 

四
艘
旅
舟 

壱
艘
地
舩 

男
廿
六
人 

女
七
人 

壱
人
地
之
者 

七
人
旅
水
主 
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一 

牛
弐
疋 

 
 
 
 

流
斃 

 
 

一 

駒
四
疋 

 
 
 
 

右
同 

 
 

一 
所
々
波
除
三
ヶ
所 

 
 

一 

御
番
所
壱
ヶ
所 

右
之
通
申
出
之
、
作
右
衛
門
江

達
之
、 

（
略
） 

八
月
七
己
亥
日 

曇 

（
略
） 

一 

小
泊
村
湊
目
付
申
出
候
者 

 

一 

丸
木
舩 

 

三
拾
艘 

 

弐
人
乗 

 

一 

小
廻
舩 

 

六
艘 

 

同 

 

一 

天
當
舩 

 

八
艘 

 

一 

田
方
五
反
五
畝
弐
拾
七
歩 

 

一 

山
畑
九
畝
歩 

 

一 

塩
釜 

 
 

拾
弐
筒 

 

一 

潰
家
数 
 

四
拾
三
軒 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

高
無 

万
太
郎 

 

一 

流
死 

四
人 

同 
 

新
三
郎 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

金
兵
衛 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

彦
十
郎 

右
之
者
共
死
骸
相
尋
見
出
申
候
、 

 
 

一 

女
牛
弐
疋 

 

高
無 

吉
兵
衛 

右
者

津
浪
ニ
而

引
流
斃
申
候
、 

 

外
ニ 

 
 

一 

旅
舩
七
艘
右
間
懸
リ
之
舩
不
残
破
船
仕
候
、 

 
 
 

右
水
主
之
内
六
人
流
死
仕
候 

 
 

右
之
通
詮
儀
仕
候
所
、
如
此
御
座
候
旨
申 

 
 

出
之
、
作
右
衛
門
江

達
之
、
流
死
尋
出
候 

 

死
骸
、
同
所
勤
番
見
届
之
上
、
別
条 

 
 

無
之
候
ハ
ヽ
片
付
候
様
大
目
付
江

申
遣
之
、 

一 

赤
石
組
代
官
申
立
候
者

轟
木
村
塩 

 
 

木
拾
歩
一
、
先
達
而

津
浪
流
失
之
處
、 

 
 

段
々
浪
ニ
而

打
上
リ
候
分
取
集
候
分 

 
 

弐
百
廿
九
本
相
改
、
相
違
無
之
旨
申 

 
 

出
之
、
作
右
衛
門
江

達
之
、 

（
略
） 

八
月
十
壬
寅
日 

晴 

（
略
） 

一 
鯵
ヶ
沢
湊
目
付
申
立
候
、
湊
方
傳
馬
舩 

 
 

此
度
津
浪
ニ
而

痛
損
候
付
、
新
規
出
来
之 

 
 

儀
申
出
之
、
詮
儀
之
上
、
積
書
に
て
申
出
之
、 

 
 

積
書
之
通
申
付
之
、 

昨
夜
中
よ
り
雨 

終
日
及
夜 
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一

赤
石
組
代
官
申
立
候
、
同
組
村
々
塩
釜 

 
 

家
業
之
者
、
先
月
十
九
日
大
浪
ニ
而

塩
釜 

 
 

流
失
ニ

付
、
釜
道
具
杣
取
願
申
立
之
、 

 
 

僉
儀
之
上
作
右
衛
門
江

達
之
、
申
立
之
通 

 
 

御
停
止
木
伐
取
不
申
様
申
付
之
、
山
方
江

も

 
 

申
遣
之
、 

（
略
） 

十
一
月
十
二
癸
酉
日 

陰
晴 

（
略
） 

十
一
月
十
四
乙
亥
日 

陰
晴 

（
略
） 

十
一
月
二
十
二
癸
未
日 

晴

 
 

（
略
） 

十
二
月
十
辛
丑
日 

陰
晴 

 

（
略
） 

十
二
月
二
十
三
甲
寅
日 

晴

（
略
） 

一

一
筆
令
啓
上
候
、
冷
氣
御
座
候
得
共
、 

志
摩
守
様
愈
御
勇
健
可
被
成
御
座
、
乍
憚 

目
出
度
御
儀
奉
存
候
、
次
各
様
御
堅
固
御 

勤
可
被
成
珎
重
存
候
、
然
者

今
度
其
御 

地
津
浪
ニ

付
、
海
邊
之
在
家
及
難
儀
、
尤 

舩
共
数
多
損
失
、
通
用
茂

差
滞
候
由 

相
聞
候
、
各
様
御
苦
労
察
入
存
候
、
右
之
段 

出
羽
守
承
之
候
ニ

付
、
何
品
ニ
而

も
御
用
立 

可
申
旨
、
此
度
江
府
よ
り
申
来
候
、
依
之
少 

分
如
何
敷
存
候
得
共
、
俵
子
并
酒
別
紙 

之
通
差
越
申
候
、
下
々
御
救
之
御
用
ニ

も

罷
成
候
様
ニ

と
存
候
、
右
為
可
申
進
之
、
如
斯 

御
座
候
、
恐
惶
謹
言
、 

月
日 

棟
方
作
右
衛
門

（

津

軽

藩

家

老

） 

松
前
内
記

（
松
前
藩

家
老
）

様

隈
部

（
津
軽
藩

伊 家
老

織 ）

下
國
斎
宮
様 

蠣
崎
内
蔵
丞
様 

覚

去
月
十
九
日
明
ヶ
七
時
頃
、
松
前
大
浪
ニ
而 

村
々
潰
死
人
注
進
書
之
写 

卯
之
中
刻 

地
震 

巳
ノ
刻
地
震
時
々 

風
吹
及
夜
中 

酉
之
刻
ゟ
雪 

夜
ニ
入
辰
之
刻
地
震 

未
之
中
刻
地
震 

申
之
八
刻
冬
至
ニ
入
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一 

三
拾
人 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

城
下 

一 
三
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

松
前 

一 

拾
八
九
人
程 

 
 
 
 
 
 
 

あ
ま
た
れ
石

（

雨

垂

石

） 
 

一 

六
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

茂
草 

一 

百
三
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 

き
よ
部

（

清

部

） 

一 

三
百
七
拾
人
程 

外
ニ
旅
人
八
拾
人
程 

ゑ
ら

（
江
良
）

町 

一 

拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

を
こ
し
へ 

一 

弐
拾
七
人
程 

 
 
 
 
 
 
 

原
口 

一 

八
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

ち
い
さ
こ

（

小

砂

子

） 
 

一 

七
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

石
﨑

（
石
崎
） 

一 

弐
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

塩
吹

（
汐
吹
） 

一 

六
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

き
の
こ

（
木
ノ
子
） 

一 

弐
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

原
宇
田

（

原

歌

） 

一 

七
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

江
差 

一 

六
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
ま
り

（

泊

） 

一 

三
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

田
澤 

一 

拾
七
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

ふ
し
き
と

（

伏

木

戸

） 

一 

百
三
拾
人
程 
 
 
 
 
 
 
 

を
と
へ

（

乙

部

） 

一 

八
人
程 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
茂
内 

一 

拾
五
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

と
つ
ふ

（

突

符

） 

一 

四
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

三
ツ
屋

（
三
ツ
谷
） 

一 

弐
百
拾
七
人
程 

 
 
 
 
 
 

加
柱 

一 

百
五
拾
人
程 

 
 
 
 
 
 
 

あ
ひ
野
間

（

相

沼

） 

一 

三
百
人
程 

 
 
 
 
 
 
 
 

熊
石 

死
人
弐
千
人
餘
御
座
候
由
、 

右
者

松
前
村
々
よ
り
注
進
、
前
書
之
通 

書
写
参
候
ニ

付
、
差
上
ヶ
申
候
、
以
上
、 

 

八
月 

 
 
 

志
摩
守
様
御
宿
三
馬
屋
村 

松
前
屋
長
兵
衛 

一
戸
徳
右
衛
門
様 

福
士 

弥
内 

様 

（
略
） 

   

寛
保
二
年 四

月
十
五
甲
辰
日 

快
晴 

月
蝕
子
之
刻
甚 

（
略
） 

六
月
二
十
五
壬
子
日 

快
晴 

 

（
略
） 

   

（
寛
延
四
年
＝
宝
暦
元
年
） 

正
月
二
十
八
日
庚
寅
日 

 

陰
晴 

酉
ノ
刻
地
震 

 

同
所
ニ
而
舟
六
拾
艘
程
潰
、
舟 

手
者
五
六
拾
人
死
申
候 

 
 

 

舩
手
百
八
拾
人
程 

右
所
ニ
而
舩
八
拾
艘
潰
申
候 

 

夘
ノ
刻 

地
震 
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（
宝
暦
九
年

（
１
７
５
９
年
）

）

七
月
二
十
七
乙
巳
日 

快
晴 

 
（
略
） 

七
月
二
十
八
丙
午
日 

晴

（
略
） 

七
月
二
十
九
丁
未
日 

 

快
晴 

（
略
） 

一

高
杦

（
高
杉
）

組
大
庄
や
申
立
候
、
一
昨
廿
七
日
七
時 

 
 

頃
よ
り
灰
土
■
（
土
へ
ん
に
分
）
之
如
く
成
物
降
、
夜
中 

 
 

相
止
不
申
、
廿
八
日
七
ッ
時
頃
迠
降
申
候
、
右
降
方 

 
 

村
々
過
分
厚
薄
茂

相
見
得
不
申
候
、
高
杦
村 

 
 

邊
よ
り
立
石
村
邊
ハ
少
々
厚
ク
ふ
り
申
候
、 

 
 

其
外
高
杦
組
目
屋
野
沢
邊
ま
て
大
部 

 
 

同
様
御
座
候
、
弘
前
邊
ゟ
和
徳
堀
越
組
ハ 

 
 

高
杦
村
ゟ
少
々
薄
キ
方
相
見
へ
申
候
、 

一

作
毛
ニ

差
障
之
儀
、
今
ニ

一
向
相
知
不
申
候
、 

外
作
者

障
茂

一
向
無
之
様
奉
存
候
、 

稲
茂

花
最
中
之
分
者

別
差
障
可
申
候
哉
、 

 
 

五
六
日
ニ
者

聢
と
相
知
申
間
敷
様
奉
存
候 

 
 

相
考
、
追
而

可
申
上
旨
申
出
之
、
五
郎
左
衛
門
江

達
之
、 

一

廣
須
組
大
庄
屋
申
立
候
、
一
昨
廿
七
日
七
時
ゟ 

 
 

北
之
方
悉
曇
、
嘸
雨
に
可
有
御
座
と
奉
存
候
処
、 

 
 

粉
土
之
様
成
物
降
申
候
而

歩
行
之
者
目
口
ニ 

 
 

入
候
而

迷
惑
仕
候
、
七
時
頃
よ
り
今
朝
四
時
迠 

 
 

之
内
、
所
ニ

寄
弐
三
歩
計
降
り
敷
申
候
、 

別
而

作
毛
江

差
障
候
様
子
ニ
茂

相
見
へ 

 
 

不
申
評
判
ニ

御
座
稀
成
事
之
様
ニ 

 
 

皆
々
申
候
、
則
降
候
物
袋
入
ニ

仕
、
奉
入
御
覧
候
、 

 
 

此
段
御
注
進
申
上
旨
申
出
之
、
五
郎
左
衛
門
江 

 
 

相
達
之
、 

一

金
木
組
大
庄
屋
申
立
候
、
同
組
同
新
田
之 

 
 

村
々
、
一
昨
廿
七
日
昼
八
半
時
よ
り
あ
ぐ

（

灰

） 

 
 

降
り
、
尤
所
ニ

寄
五
歩
位
よ
り
七
八
歩
位
迠 

 
 

ふ
り
申
候
所
も
御
座
候
、
依
之
田
畑
作
物 

 
 

模
様
至
而

悪
敷
相
見
得
申
候
得
共
、
未
聢
と 

 
 

晴
上
り
不
申
候
故
、
善
悪
之
義
茂

相
知
不
申
候
、 

申
之
刻
過
四
方
一
圓
霧
ノ 

如
く
曇
、
酉
ノ
刻
ヨ
リ
夜
中 

灰
ふ
る 

昨
晩
七
ッ
時
頃
ゟ
西
北
之
方 

至
而
強
ク
曇
大
雨
之
様
ニ
候
之
處
、 

雨
者
一
向
降
り
不
申
、
七
ッ
半
頃
ゟ 

■
（
土
へ
ん
に
分
）
土
之
様
成
物
夜
中
降
、
今
朝 

厚
サ
弐
三
歩
位
降
積
、
屋
ね
其
外
草
木
之
葉
江
留
り
有
之
、
右
降
候 

土
之
色
ハ
灰
之
様
ニ
茂
見
へ
至
而
細
カ
成
り
、
尤
夜
中
降
候
と
相
見
へ
、 

馬
之
髪
之
如
く
成
毛
、
長
サ
壱
尺
五
寸
位
ゟ
五
六
寸
位
迠
、
色
ハ
栗
毛
之 

様
成
茂
有
之
、
又
ハ
白
キ
も
有
之
、
則
日
記
江
結
付
置
之
、 

一

右
■
（
土
へ
ん
に
分
）
土
之
様
成
物
、
今
朝
五
時
頃
少
之
内
晴
候
處
、
亦
々
降
、
弘
前
ハ
八
時 

過
迠
少
宛
降
、
在
々
所
ニ
寄
晩
迠
降
候
所
茂
有
之
、
所
ニ
寄
降
様
厚
薄
有
ル
、 

一

天
氣
之
様
子
、
日
者
照
候
得
共
、
右
曇
ニ
覆
ひ
、
朧
月
な
と
の
様
に
て
、 

終
日
暮
る
、
八
半
時
頃
よ
り
南
東
之
方
至
而
強
曇
申
候
、 

一

當
月
十
七
日
之
頃
ゟ
一
向
雨
降
り
不
申
、
照
續
及
渇
水
候
、
此
二
三
日
朝
夕 

之
日
至
而
赤
ク
、
取
訳
今
朝
日
者
赤
ク
見
へ
ル
、
尤
入
日
至
而
赤
シ
、 
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追
々
相
知
次
第
可
申
上
旨
申
出
之
、
達 

 
 

五
郎
左
衛
門
江

之
、 

 
（
略
） 

七
月
三
十
戊
申
日 

 

快
晴 

 

（
略
） 

一 

青
森
在
番
諸
手
足
軽
頭
岡
文
左
衛
門
ゟ 

 
 

以
書
状
申
来
候
者

去
ル
廿
七
日
昼
八
時 

 
 

過
よ
り
同
廿
八
日
終
日
、
於
當
所
西
北 

 
 

曇
霧
雨
之
様
焼
砂
降
申
候
、
此
段 

 
 

申
上
旨
申
出
之
、
五
郎
左
衛
門
江

達
之
、 

（
略
） 

八
月
十
七
甲
午
日 

快
晴 

 

（
略
） 

八
月
十
八
日
乙
未
日 

霞 
 
 

  

（
明
和
三
年 

正
月
二
十
八
日
地
震
・
以
降
余
震
記
録
） 

（
略
） 

二
月
八
戊
申
日 

快
晴 

  

 

（
略
） 

二
月
十
庚
戌
日 

曇 

  

（
略
） 

二
月
十
二
壬
子
日 

快
晴 

  

（
略
） 

二
月
二
十
八
戊
辰
日 

曇 

  

（
略
） 

明
和
六
年 正

月
一
乙
酉
日 

晴 
 

 

（
略
） 

 
 
 

六
月
九
庚
申
日 

隂
晴 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
略
） 

 

 
 
 

六
月
十
五
丙
寅
日 

快
晴 

 

昨
夜
戌
上
刻
地
震
少 

今
朝
辰
ノ
刻
過
雪
少
々
降
、 

則
刻
止
ム
、
同
刻
灰
の
こ
と
く
成
物 

少
々
降
、
則
刻
止 

昨
夜
の
月
殊
之
外
赤
し
、
今
朝
日
至
而
赤
シ
、 

段
々
霞
強
し
、
午
ノ
刻
過
よ
り
別
而
赤
し
、 

日
蝕
な
と
の
天
氣
の
様
也
、
霞
強
く
、
な
か
に 

随
而
猿
毛
焼
様
な
る
匂
ひ
一
圓
有
之
、 

申
ノ
刻
過
雷
時
々
発
ス
、
酉
ノ
刻
過
よ
り 

雨
ニ
成
ル 

當
日
の
入
日
至
而 

 
 
 
 

赤
し 

朝
ノ
内
霞
、
辰
ノ
刻
ゟ 

陰
晴
、
則
刻
地
震
余 

程
強
同
刻
過
少
々
宛
二
度 

地
震
、 

昨
夜
度
々
地
震
、
午
ノ
刻 

地
震
強
、
未
ノ
刻
地
震
同
強
、 

其
外
少
地
震
度
々 

昨
夜
中
酉
ノ
刻
ゟ
地
震 

五
六
度
及
其
後
丑
ノ 

刻
ゟ
今
朝
迠
弐
三
度 

地
震
今
朝
雪
二
寸
程 

積
時
々
小
雪
今
日
未
ノ
刻
過 

小
地
震 

昨
夜
少
々
地
震 

酉
ノ
中
刻
ゟ
雨
降
戌
刻
晴 

巳
ノ
中
刻
地
震
酉
ノ
刻
過 

同
弐
度 

昨
夜
酉
ノ
刻
過
ゟ
風
立 

則
刻
戌
ノ
刻
過
ぎ
大
風 

夜
中
両
三
度
鳴
動
昨 

昼
申
ノ
刻
過
地
震
少
、 
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明

和

九

年

（
十
一
月
改
元 

安
永
） 

 

九
月
十
五
丁
未
日 

快
晴 

  

（
略
） 

九
月
十
九
辛
亥
日 
隂
晴 

（
略
） 

 

一 

今
日
猿
賀
神
宮
寺 

御
参
詣
天
氣 

 
 

不
勝
ニ

付
、
御
延
引
被 

仰
出
候
、 

（
略
） 

 

安
永
四
年 

 
 
 

二
月
七
乙
酉
日 

曇 

（
略
） 

 

天
明
六
年 

 
 
 

二
月
五
己
夘
日 

曇 
 

（
略
） 

 

寛
政
二
年 

 
 
 

九
月
二
己
夘
日 

晴 

 
 

月
の
色
少
々
赤
し
、
中
央
青
雲 

四
方
灰
の
色
の
雲
立
、
四
方
山
々
不
相 

見
得
、
申
の
刻
過
よ
り
岩
木
山
少
々
見 

得
る
、
及
終
日
今
夜
月
蝕
皆
既
、 

子
の
五
刻
東
の
方
よ
り
欠
初
め
、 

丑
の
六
刻
甚
し
、
寅
六
刻
西
ノ
方
ニ
終
る 

今
暁
丑
ノ
刻
頃
雨
則
刻
止
、
今
日
午
刻
頃
ゟ 

灰
降
、
申
ノ
刻
前
止
、
申
ノ
刻
雨
則
刻
止
、
午 

刻
頃
ゟ
曇 

今
朝
少
之
内
灰
降
、
午
刻 

よ
り
雨
、
申
刻
過
ゟ
み
そ
れ 

今
辰
ノ
刻
よ
り
雪
灰
交 

降
、
雪
ノ
色
黄
ニ
見
ゆ
る 
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史
料
１
４
．
『
津
軽
古
事
傳
記
』
（
青
森
県
立
郷
土
館 

所
蔵
） 

（
巻
十
全
） 

○
寛
保
元
辛

酉
年 

元
文
六
年
ニ

乄
（
し
て
）

三
月
三
日
改
元 

（
略
） 

（
七
月
） 

一 

同
十
九
日 

 
 
 

 
西
ノ
濱
上
磯
津
浪 

 
 
 
 
 

ニ
而

金
井
ヶ
沢
村
田
方
弐
町
程 

 
 

水
押
ニ

成
る
、
其
上
塩
き
り
當
り
候
畑
方
一
町
歩
程
右
同
断
、
綱
三
百
七
拾
抱 

 
 

鱈
鮫
綱
諸
品
不
残
、
丸
木
舟
三
拾
四
艘
同
断
、
家
四
拾
軒
内
廿
軒
痛
損
、 

 
 

拾
五
軒
潰
家
、
馬
壱
疋
斃
、
死
人
ハ
四
人
、
右
之
内
岩
崎
村
も
入
申
候 

○

鴨
村 

 
 

家
廿
三
軒
内
四
軒
痛
損
、
拾
九
軒
潰
家
、
綱
弐
百
廿
抱
流
失
、
丸
木
舟
廿 

 
 

艘
同
断
、
死
人
三
人
、
斃
馬
壱
疋 

○

田
野
沢
村
家
五
軒
痛
損
、
塩
釜 

 
 

壱
ヶ
所
、
田
畑
少
々
痛 

○

関
村
田
方
弐
町
歩
程
、
但
石
崎
押
上
、
其
外
水 

 
 

押
ニ

成
る
潰
家
八
軒
、
痛
家
廿
軒
、
小
童
子
橋
壱
ヶ
所
、
但
両
枠
土
留 

 
 

柱
共
ニ

痛
、
御
制
札
壱
ヶ
所
、
但
板
さ
や
・
矢
来
共
ニ

痛
、
怪
我
八
人
ニ
而 

 
 

壱
疋
流
失
、
綱
三
百
五
拾
抱
色
々
、
丸
木
漁
舟
八
艘
、
但
四
尋
ゟ
五
尋
迠 

 
 

弐
尺
五
六
寸
ゟ
四
尺
迠
不
残
痛
損 

○

嶋
村
潰
家
四
軒
内
壱
ヶ
所
物 

 
 

置
、
綱
百
六
七
拾
抱
痛
、
舟
弐
艘
五
尋
ゟ
弐
尺
ゟ
三
尺
迠
、
大
浪
ハ
丑
ノ
刻 

 
 

頃
、
同
所
湊
目
付
者

其
頃
御
馬
廻
ゟ
相
勤
長
谷
川
理
右
衛
門
罷
有
、
夜
中
事 

 
 

寝
罷
有
所
、
急
ニ

大
水
押
入
、
帯
を
致
間
も
な
く
家
来
共
ニ

裸
ニ

乄
、
漸
々 

 
 

御
番
所
之
屋
ね

（
屋
根
）

江

上
リ
、
夜
中
大
浪
ニ

乄
御
番
所
抜
上
り
、
波
ニ

ゆ
ら
れ
最 

 
 

早
是
迠
と
覚
悟
を
究
メ
居
所
、
所
之
者
共
山
ゟ
是
を
見
付
、
腰
江

縄
幾 

 
 

尋
と
な
く
附
ケ
、
ウ
ユ
キ

（

泳

ぎ

）

行
、
兎
角
乄
其
処
江

行
、
御
番
所
之
抜
屋
ね
ヘ
付
、
山 

手
ゟ
引
、
助
上
ヶ
申
候
、
翌
廿
日
勘
定
奉
行
三
上
仁
右
衛
門
見
分
被
仰
付
罷
越
候
所
ニ 

 
 

理
右
衛
門
雪
拂
之
柄
を
大
小
之
代
り
ニ

指
（
差
）

、
湊
目
付
是
ニ

罷
有
と
断
候
由
、
其
届

（
ヵ
）

之 

 
 

物
語
ニ

候
、
此
夜
大
浪
之
前
西
濱
四
五
百
間
干
潟
ニ

成
り
、
間
も
な
く 

 
 
 

大
浪
出
、
金
ヶ
沢
湊
迠
引
さ
ら
い
候
由
、
或
ニ

七
月
十
九
日
朝
ゟ
十
三
、
鯵
ヶ 

 
 
 

沢
、
金
井
ヶ
沢
迠
津
浪
有
、
小
泊
金
井
ヶ
沢
破
損
、
死
人
拾
三
四
人
宛
有
、 

 
 
 

大
波
三
度
ニ

及
ふ
、 

 
 

死
人
拾
七
人
、
金
井
ヶ
沢
湊
舟
三
艘
、
死
人
八
人
、
小
泊
村
死
人
六
人
、
家
四
拾 

 
 

三
軒
、
奈
良
記
ニ

西
濱
ニ

乄
津
浪
之
事
鯵
ヶ
沢
・
小
泊
・
赤
石
村
・
柳
田 

 
 

村
・
関
村
・
嶋
村
・
金
井
ヶ
沢
村
・
同
湊
方
共
ニ

鴨
村
・
田
野
沢
村
・
晴
山
山
・
追
ら 

 
 

瀬
・
廣
戸
・
横
磯
・
風
合
瀬
村
・
三
馬
屋
村
領
中
濱
・
深
浦
村
・
大
間
越 

 
 

湊
支
配
森
山
村
、
右
之
処
ニ

乄
破
損
百
六
拾
七
艘
、
痛
舟
六
艘
、
潰
家 

 
 

百
拾
弐
軒
、
痛
家
五
拾
六
軒
、
流
死
三
十
三
人
内 

 
 
 
 

田
方 

 
 

損
毛
九
丁
一
反
四
畝
廿
七
歩
、
畑
方
壱
町
五
反
九
畝
歩
、
塩
釜
流
失 

十
九
筒
、
流
斃
牛
弐
疋
、
同
駒
四
疋
、
所
々
浪
際
三
ヶ
所
、
右
之
通
御
座
候
、 

長
崎
記
、
同
七
月
十
九
日
之
朝
、
枩
前

（
松
前
）

津
浪 

江
指

（
差
）

ニ

諸
國
ゟ
廻
舟
百 

三
拾
艘
程
懸
り
候
内
五
六
艘
無
事
之
由
、
濱
蔵
不
残
流
失
、 

本
松
前
舟
五
六
拾
艘
程
破
舟
、
人
弐
拾
人
死
候
由
、
し
い
ら
町
家 

流
、
五
六
拾
人
死
候
由
、
ね
ふ
た
家
弐
三
拾
軒
、
人
三
拾
人
程
死
候
由 

○

き 

よ
部
家
四
五
拾
軒
、
人
六
七
人
死
候
由 

○

石
崎
村
中
ニ

乄
人
弐
人
助
り
申
由
、 

も
く
さ
家
弐
三
拾
軒
、
人
廿
人
程
死
候
由 

○

泊
り
・
田
沢
家
百
軒
程
之 

所
残
り
無
由 
○

乙
部
家
弐
百
軒
程
有
之
所
、
御
番
所
と
六
兵
衛
と
申
者 

之
家
計
残
候
由
、
尤
江
差
ゟ
上
熊
石
迠
人
四
千
人
余
死
候
由
、
或
ニ

枩
前 

或
ニ
八
日 

 

と
云 

或
ニ
十
三
、
鯵 

ヶ
沢
迠
と
云 

男
廿
六
人 

 

女
七
人 
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四
拾
四
り

（
里
）

之
内
人
家
流
亡
ス
と
男
女
六
七
拾
流
、 

右
同
刻
御
國
ニ

乄
、
金
井
ヶ
沢
家
四
拾
軒
程
流
、
但
御
番
所
共
人
四
人
死
ス
、 

関
村
家
拾
四
軒
、
鯵
ヶ
沢
ニ

乄
子
共
壱
人
死
候
由
、
諸
材
木
多
沖
江 

出
候
由
、
小
泊
ニ

乄
家
四
拾
八
軒
程
流
、
人
四
人
死
、
地
舟
四
十
四
艘
・
旅
舟
七
艘 

手 水

主
六
人
死
、
塩
釜
拾
三
筒
、
外
ニ

諸
材
木
夥
敷
流
れ
候
而

沖
江 

出
申
候
、
右
之
外
上
磯
・
岩
崎
迠
津
浪
ニ

沙
汰
乄
破
損
無
之
候
、 

或
ニ

松
前
去
ル
十
二
日
十
三
日
ゟ
松
前
大
嶋
焼
候
、
八
月
五
日
西
風
流
磺

（
硫
黄
） 

く
さ
し
、
十
二
月
廿
三
日
津
軽
中
ニ

灰
降
、 

（
略
） 

五
月
寛
保
元
改
元 

○
元
文
六
辛
酉
年 

（
略
） 

一 

七
月
十
九
日
暁
ゟ
廿
日
朝
迠
、
松
前
津
浪
ニ

乄
人
凡
四
五
千
人
死
候
由
、
此
外
ニ

も 

姓
名
不
知
死
人
数
不
知
候
、
御
國
ニ

乄
も
其
夜
小
泊
西
濱
邊
水
出
候
得
共
、 

大
成
事
ニ
者

無
之
候
、
南
部
領
も
其
夜
所
々
大
水
之
由
、 

一 

十
二
月
廿
二
三
日
之
夜
、
灰
交
リ
之
雪
降
申
候
、 

 

○
寛
保
二
壬
戌
年 

 

△ 

正
月
廿
日
灰
降
候
、
在
ハ
余
程
、
大
間
越
ハ
手
ニ

取
程
、
右
ハ
松
前
大 

 
 
 

山
焼
申
候
由
、
鉄
砂
之
如
ニ

候
、
或
ニ

正
月
四
日
小
泊
・

三
馬
屋
・

今
別
・

中
里
迠 

 
 
 

灰
三
四
寸
降
、
四
月
十
四
日
昼 ヒ

ル

四
時
ゟ
八
時
迠
灰
降
、
外
濱
に
乄
昼
闇
也
、 

 
 

一 

同
廿
六
日
艮
ノ
方
ニ

大
星
出
候
、
光
り
五
尋
程
、
或
ニ

彗
星
出
、
彗
ノ
頭
丑
寅
ニ 

 
 

當
リ
長
サ
四
尺
程
、
星
ノ
頭
ハ
平
生
之
星
ノ
如
ニ

候
得
共
光
無
、
夜
八
ツ
頃
ゟ 

 
 
 
 
 

出
二
月
十
日
頃
迠
相
見
得
申
候
、

 

如
斯
也
、
但
江
戸 

 
 

ニ

乄
ハ
上
元
星
と
唱
候
由
、 

△ 

二
月
十
日
朝
日
二
ツ
出
申
候
由
取
沙
汰 

 

（
巻
十
一
之
一
） 

○
寶
暦
元
辛

未
年 

十
一
月
三
日
改
元
、
御
國
ニ
而

同
廿
七
日
御
触 

（
略
） 

 

一 

同
正
月
廿
二
日
之
夜
丑
ノ
刻
、
翌
廿
三
日
酉
ノ
刻
少
々
宛
地
震
、 

 

一 

同
二
十
九
日
亥
ノ
刻
ゟ
酉
ノ
刻
迠
少
々
煤
は
み
た
る
如
き
雪
降
四
五
寸
程
、
又
二
月 

 
 

 
 
 

九
日
之
朝
、
月
三
ツ
出
候
様
ニ

外
瀬
村
之
者
慥
ニ

見
た
る
と
云
、
其
外
雪
と
風
説
ス
、 

 

（
○
寶
暦
九
己

卯
年
） 

△ 

七
月
二
十
七
日
暮
前
ゟ
灰
降
、
厚
サ
壱
歩
餘
、
廿
八
日
終
日
降
、
大
間
越
邊
者 

三
四
寸
も
降
候
由
申
候
、
此
時
天
曇
り
、
日
月
共
ニ

大
ニ

赤
シ
、 

 

一 

同
閏
七
月
十
五
日
、
昼
夜
共
ニ

日
月
共
ニ

余
光
無
之
赤
ク
見
へ
、
同
十
七
日
山
々
鳴
動 

 
 

致
、
同
十
八
日
ゟ
大
雨
雷
、
亦
申
ノ
刻
少
々
地
震
、 

 
 

真
東
共 

 

見
得
候 
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（
巻
十
一
之
二
） 

（
○
明
和
三
丙

戌
年
） 

（
略 
正
月
二
十
八
日 

大
地
震
） 

一

同
十
日

（

二

月

）

申
ノ
刻
過
大
丸
雪
降
、
夜
九
ツ
頃
ゟ
風
吹
、
度
々
鳴
動
、
西
ニ

黒
雲
覆
、 

 
 

常
躰
ニ

代
る
空
色
也
、
同
十
二
日
頃
静
ニ

罷
成
様
ニ
而

日
夜
鳴
動
数
度
ニ

成
候
、 

（
○
明
和
六
己

丑
年
） 

（
略
） 

△

正
月
元
日
、
高
岡 

御
名
代 

同
正
月
朔
日
辰
之
刻
ゟ
午
ノ
刻
迠
少
々
ツ
丶
灰
降
、
雪
黒
ク
人
之
髪
白
ク
成
ル
、 

（
略
） 

一

六
月
九
日
朝
五
ツ
時
、
甚
強
き
地
震
、
植
木
抜
下
江

付
様
ニ

見
へ
候
、
秋
田
邊
ニ

乄
も 

 
 

同
様
之
由
申
候
、 

一

同
十
四
日

（

六

月

）

之
夜
四
ツ
時
、
西
ゟ
東
江
旗
雲
出
申
候
、
尤
月
之
前
通
り
江
幅
三
尺
程
、 

 

 
 

長
サ
拾
四
五
間
位
ニ
白
布
は
へ
候
様
ニ

出
申
候

白
雲
ニ
乄
ゆ
ら

く
と
仕
候
、 

（
○
明
和
七
庚
寅
年
）

一

同
（
七
月
）

廿
八
日
暮
六
時
頃
ゟ
西
北
ノ
方
江
一
圓
ニ

火
之
手
之
如
赤
キ
雲
ミ
ヘ
、
四
ツ
時
頃
ニ
成
、 

 
 

東
も
同
断
、
星
も
赤
ク
候
、
北
ゟ
南
ノ
方
へ
余
光
十
三
筋
有
之
、
夜
明
方
ニ
成
消
、 

 
 

江
戸
并
道
中
筋
も
同
断
之
由
申
候
、
（
各
地
で
同
様
の
記
録
あ
り
，
オ
ー
ロ
ラ
か
） 

（
巻
十
一
之
三
） 

（
安
永
元
壬

辰
年 
 

十
一
月
改
元
）

一

同
十
五
日

（

九

月

）

月
蝕
皆
既
、
子
ノ
五
刻
東
ノ
方
虚
ケ
初
、
寅
ノ
六
刻
西
ニ
終
る
、
今
夜
能
晴
る
、 

一

同
十
九
日
暁
八
時
頃
ゟ 

ふ
す
ほ
り

（

燻

り

）

嗅

（
強
の
誤
記
ヵ
）

き
香
致
、
煤
物
腐
土
ノ
焼
る
ニ
も

 
 

き
こ
へ
候
、
天
明
ケ
て
満
天
悉
ク
曇
り
、
黄
色
ニ
乄
赤
ク
、
西
風
少
々
吹
候
、
風
立
ハ
弥 

右
香
強
く
、
昼
四
ツ
半
過
迠
右
之
通
大
嶋
焼
る
抔
其
外
説
計
也
、
後
廿
三
日
迠 

 
 

岩
木
山
薄
曇
り
候
、
且
今
日
猿
賀
江

御
出
之
筈
之
処
、
右
ニ
付
御
延
引
ニ
成
る
、 

一

同
廿
九
日
暮
六
ツ
過
少
シ
地
震
、 

（
安
永
四
乙

未

年
） 

一

同
七
日

（

二

月

）

之
晩
七
ツ
過
灰
交
り
之
雪
降
申
候
、
雪
煤
色
也
、 

（
巻
十
二
之
一
） 

（
天
明
六
丙

午
年
） 

一

同
五
日

（

二

月

）

昼
當
年
初
雨
降
候
、
同
六
日
ニ

も
降
候
、
七
ツ
頃
灰
降
候
由
申
候
、
雪
少
々 

 
 

赤
ミ
有
之
候
、 

（
巻
十
二
之
三
） 

（
寛
政
二
庚

戌
年
） 

一

同
二
日

（

九

月

）

昨
夕
ゟ
天
気
曇
り
、
夜
中
少
々
雷
雨
、
昼
九
ツ
過
ゟ
八
ツ
頃
迠
炭 ハ

ヱ 

 
 

降
候
、
天
気
曇
る
、 

昨
日
申
ノ
刻 

頃
ゟ
共
云 
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史
料
１
５
．『
津
軽
編
覧
日
記
』 

弘
前
市
立
図
書 

所
蔵 

（
第
六
冊
） 

一 

元
文
庚
申
五
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

七
月
ニ

閏
有
之 

 

○ 

七
月
上
旬
松
前

（

マ

マ

）

大
津
浪
に
て
松
前
中
死
人
四
千
何
百
人 

 
 
 

と
申
事
ニ
而

前
代
未
聞
之
事
之
由
、
其
外
牛
馬
、 

 
 
 

家
蔵
過
半
流
失
、
舟
百
余
艘
破
舩
有
之
、
同
月
八
日
よ
り 

 
 
 

松
前
大
嶋
焼
出
、
十
五
日
に
あ
く
降
、
同
廿
三
日
相
止 

 

 

一 

寛
保
元
辛
酉
年 

 
 
 

 

一 

同
十
八
日

（

七

月

）

松
前
津
浪
ニ
而

、
御
國
海
邊
も
小
泊
ゟ
西
ノ
濱
通
り 

 
 
 
 

所
々
津
浪
、
同
日
之
朝
明
七
ツ
時
小
泊
ニ
而

人
家
四
拾
三
軒
、
人
三
人 

 

丸
木
舩
三
拾
艘
、
天
童
八
艘
、
材
木
積
大
舩
七
艘
、
水
主 

 

六
人
、
馬
四
疋
、
村
、
嶋
村
、
鴨
村
、
金
ヶ
沢
四
ヶ
村
ニ
而

家
六
拾
七
軒 

 

男
女
十
三
人
、
馬
四
疋
、
大
小
之
舩
八
拾
七
艘
、
材
木
舩
六
艘 

 

水
主
八
人

宛
（
マ
マ
）

す
、
網
千
百
十
把
流
失
、
則
夜
海
鳴
島
四
五 

 

百
間
皆
干
潟
に
な
り
候
而

間
も
な
く
大
波
出
、
金
ヶ
沢
湊 

 

目
付
御
馬
廻
り
長
谷
川
理
助
、
番
所
之
萱
屋
之
屋
根
へ 

 

乗
流
れ
漸
々
助
る
、
鰺
ヶ
沢
濱
町
へ
浪
寄
六
才
之
男
子 

 

死
す
、
松
前
ニ
而

同
時
四
拾
四
里
之
内
人
家
流
亡
、
男
女 

 

六
拾
人
死
亡
、
是
松
前
ニ
而

二
年
之
間
両
度
之
津
浪
也
、 

 

一 

寛
保
二
壬
戌
年 

 
 

（
略
） 

一 

正
月
四
日
夜
灰
降
、
所
に
よ
り
三
四
寸
ふ
る
、
下
在
ハ
余
程
、 

大
間
越
ハ
手
に
取
程
、
右
は
松
前
大
山
焼
申
候
由
、
黒
鉄
砂
之 

こ
と
く
候 

 
 

（
略
） 

一 

四
月
十
四
日
灰
ふ
る 

 
 

（
略
） 

（
第
七
冊
） 

一 

宝
暦
元
辛
未
年 

 
 

六
月
閏 

寛
延
四
年
目
十
月
廿
八
日
宝
暦
ト
改
元 

（
略
） 

 
 

一 

正
月
廿
二
日
之
夜
丑
ノ
刻
頃
地
震
少
々
、
翌
廿
三
日
酉
ノ
刻 

 
 
 
 

右
同
断 

 
 

一 

同
廿
九
日
亥
ノ
刻
ゟ
子
ノ
刻
頃
迠
少
々
す
ゝ
ば
み
た
る 

 
 
 
 

様
成
雪
ふ
る
、
右
雪
四
五
寸
程
ふ
る 

 
 

（
略
） 

（
第
八
冊
） 

一 

宝
暦
九
己
卯
年 

 
 

七
月
ニ

閏
有
之 

（
略
） 

 
一 
七
月
廿
七
日
暮
前
ゟ
夜
中
懸
砂
降
、
大
間
越
邊
ハ
三
四
寸
程 

 
 

ふ
る 

（
略
） 

元
文
六
年
三
月 

三
日
寛
保
と
改
元 
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一

八
月
十
七
日
宵
月
ノ
色
赤
ク
翌
十
八
日
昼
頃
ゟ
日
の
色
甚
タ 

赤
し
、
大
雨
雷
な
る
、
申
ノ
刻
地
震
少
々
致
候 

（
略
） 

一

明
和
三
丙
戌
年 

（
一 

正
月
二
十
八
日 

大
地
震
） 

（
一 

二
月
八
日 

地
震
） 

一

同
十
日

（

二

月

）

申
ノ
刻
過
大
霧
降
、
今
夜
子
ノ
刻
風
吹
少
々
ツ
ヽ
、 

度
々
鳴
動
い
た
し
、
西
ノ
方
黒
雲
お
ゝ
ひ
平
日
之
空
色
に 

是
な
し
、 

一

同
十
二
日

（

二

月

）

静
に
両
三
度
鳴
動
致
候
、
惣
而

頃
日
度
々
地
震
、 

廿
八
日

（

正

月

）

已
後
不
止
候
ニ

付
神
明
、
八
幡
、
和
徳
稲
荷
宮
江

町
々 

よ
り
御
神
楽
を
奏
し
候
事
度
々
ニ

御
座
候
、
又
頃
日
地
震 

に
付
落
書
数
多
出
候
、
内
少
々
爰
に
記
す
、 

（
略
） 

（
第
八
冊
） 

一

明
和
六
己
丑
年 

一 

正
月
元
日
辰
ノ
刻
ゟ
午
ノ
刻
迠
灰
少
々
降 

（
略
） 

（
六
月
） 

一

同
十
四
日

（

六

月

）

戌
ノ
刻
西
ノ
方
ゟ
東
之
方
江
旗
雲
出
る
尤
月
の 

 
 

前
通
り
へ
幅
三
尺
程
長
サ
十
四
五
間
位
ニ

白
き
布
を
は
へ
候
様 

 
 

に
出
、
諸
人
多
ク
見
る
、
圖

（
図
）

の
こ
と
し 

如
斯
白
雲
出 

（
略
） 

（
第
九
冊
） 

一

安
永
四
乙
未
年 

 
 
 
 

十
二
月
ニ

閏
有
之 

（
略
） 

一

同
七
日

（

二

月

）

七
時
過
灰
ま
し
り
の
雪
降 

 
 

（
略
） 

一

安
永
九
庚
子
年 

一

正
月
二
日
昼
九
ツ
過
西
ノ
方
ニ
而

雷
の
如
之
音
摺
鉢
を
摺 

如
ク
或
ハ
雪
の
上
を
箱
雪
舟
を
引
音
の
如
ク
暫
の
間
鳴
申
候
由
、
百
沢
寺 

ニ
而

聞
申
候
得
は
御
山
の
上
ニ
而

鳴
候
様
聞
得
申
候
由
、
高
岡
抔
ニ
而

ハ
聞
候 

者
も
在
、
不
聞
者
も
有
之
由 

（
略
） 

（
第
十
一
冊
） 

一 

天
明
六
丙
午
年 

 
 
 
 

閏
十
月
ニ

有

（
正
月
） 

一

同
廿
一
日
計
天
気
吉
今
日
巳
の
刻
灰
降
る 

一

同
廿
三
日 

（
略
） 

 
此
日
午
の
刻
頃
濡 シ

ミ

雪
ふ
り
候
処
、
右
雪
へ
あ
く 

 
 

ま
じ
り
に
て
ふ
り
候
故
、
雪
薄
黒
く
成
申
候
、
夫
ゟ
晴
候
て
、 
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暮
頃
ゟ
亦
々
終
夜
五
寸
程
位
ふ
り
申
候
、（
略
） 

一

同
廿
九
日
今
暁
寅
の
刻
前
并
今
日
巳
の
中
刻
両
度 

 
 

地
震
致
候 

（
二
月
） 

一 

同
六
日
昼
四
ツ
頃
雨
降
、
其
雨
の
中
へ
灰
ま
し
り
降
申
候
、 

是
ハ
正
月
廿
二
日
よ
り
灰
多
く
降
、
頃
日
ま
て
折
々
降 

雪
く
ろ
ミ
申
候
、
右
は
皆
岩
木
山
よ
り
吹
お
ろ
し
候
風 

 

に
て
、
ゆ
わ
う

（

硫

黄

）

の
焼
候
灰
飛
ち
り
ふ
り
候
に
て
可
有
之
と 

人
々
申
候
、 

（
第
十
三
冊
） 

一 

寛
政
二
庚
戌
年 

（
九
月
） 

一

同
月
二
日
朝
五
ツ
半
過
頃
ゟ
灰
降
、
四
ツ
過
ゟ
西
北
の
方
曇
り
、 

薄
赤
ク
遠
方
火
事
の
様
子
に
見
得
候
処
、
段
々
灰
降
り
七
ツ 

時
迄
降
、
夫
ゟ
少
之
間
小
雨
ふ
り
、
夫
ゟ
灰
降
事
相
止
、 

往
来
の
人
之
目
に
入
難
儀
、
其
上
衣
類
も
白
ク
成
候
、
草 

の
葉
江

付
候
灰
は
雨
ふ
り
候
得
ハ
、
土
を
こ
ね
候
而

葉
へ 

付
候
様
見
へ
申
候
、
灰
は
甚
細
か
に
て
物
に
う
け
見
候
ヘ
ハ
、
所
ニ

よ
り
二
三
歩
之
厚
サ
に
た
ま
り
申
候
由
、
近
年
雪
中
に 

は
い
ふ
り

夫
（
そ
れ
）

已
前

（
以
前
）

に
も
七
月
灰
降
り
申
候
、
近
年
灰
ふ
る
事 

是
に
て
三
度
ニ

御
座
候 
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史
料
１
６
．
『
葛
西
秘
録
』 

弘
前
市
立
図
書
館 

所
蔵 

  
 
 
 

（
寛
保
元
辛

酉
年
） 

一 

七
月
十
八
日
、
松
前
津
浪
に
て
御
國
海
邊
も
小
泊
ゟ
西
濱
通
り
所
々
津
浪
、
七
日

（
マ
マ
） 

之
朝
七
ツ
時
小
泊
に
て
家
四
拾
三
軒
、
丸
木
舩
三
拾
艘
、
水
主
六
人
流
亡
、
関
村
・ 

鴨
村
・
金
井
ヶ
沢
、
家
六
拾
七
軒
、
男
女
拾
三
人
、
馬
四
疋
、
大
小
之
舩
八
拾
七
艘
流 

失
、
即
夜
海
鳴
四
五
百
間
干
潟
ニ

成
候
而

間
も
な
く
大
浪
出
、
金
井
ヶ
沢
湊 

目
付
御
馬
廻
長
谷
川
理
介
、
番
所
の
萱
家
の
屋
根
へ
上
り
漸
助
り
申
候
、 

松
前
に
て
四
拾
四
里
之
内
人
家
流
亡
、
男
女
六
七
拾
人
流
死
之
由
、 

（
略
） 

 
 
 
 

同
二

（
寛
保
）

壬
戌
年 

一 

正
月
四
日
灰
降
申
候
、
所
ニ

寄
深
サ
三
四
寸
も
降
候
、
其
後
三
四
度
如
此
、 

（
略
） 

 
 
 
 
 

宝
暦
元
辛

未

年 

一 

正
月
廿
九
日
煤
色
雪
降
、 

（
略
） 

 
 
 
 

同
九

（
宝
暦
）

己
卯

年 

（
略
） 

一 

七
月
廿
七
日
晴
天
ニ

御
坐
候
処
、
日
暮
前
ゟ
北
天
曇
、
暮
ゟ
灰
降
草
木
之
葉 

 

黒
ク
成
程
降
、
所
ニ

寄
壱
寸
余
も
積
り
、
出
穂
最
中
故
稲
ニ

も
障
り
申
候
、 

 

春
立
ゟ
言
、
時

行

（
は
や
り
）

候
あ
ぐ

（

灰

）

之
下
々
と
申
語
御
停
止
ニ

成
、 

（
略
） 

 
 
 
 

同
三

（
明
和
）

丙
戌

年 

（
略
） 

一 

正
月
廿
八
日
大
震
、
委
細
下
ニ

記
置
候
、
二
月
中
時
々
震
申
候
、 

（
略
） 

同
二

（
寛
政
）

庚
戌

年 

（
略
） 

一 

九
月
二
日 

灰
降
申
候
、 

（
略
）     
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史
料
１
７
．『
封
内
事
実
秘
苑
』 

弘
前
市
立
図
書 

所
蔵 

（
十
一
巻
） 寛

保
元
辛
酉
年 

五
月
十
六
日
改
元
御
触
有

（
略
） 

七
月
十
九
日
西
濱
辺
津
浪
ニ
而

海
岸
村
々
・
人
・
家
・
田
地
共 

流
失
、
死
亡
夥
敷
候
由
、
此
時
金
井
ヶ
澤
湊
目
付
御
馬
廻 

長
谷
川
理
左
衛
門
在
勤
ニ
而

則
（
マ
マ
）

る
ハ

、
海
辺
四
五
百
軒

（
間
）

ツ
ヽ
干
潟 

ニ

成
候
所
、
則
夜
急
ニ

大
浪
押
入
、
甚
た
事
急
ニ
而

帯
〆 

候
間
も
無
之
躰
に
て
、
家
来
共
ニ

丸
裸
に
て
出
、
御
番
所 

之
屋
根
へ
上
り
候
処
、
引
浪
に
て
御
番
所
も
危
候
処
、
山
手 

ゟ
両
三
人
游
き
付
、
綱
を
用
ひ
漸
救
ひ
一
命
助
り
候
由
、 

翌
廿
日
勘
定
奉
行
三
上
仁
左
衛
門
見
分
ニ

罷
下
候
処
、 

理
左
衛
門
義
雪
拂
之
柄
袋
引
は
た
の
如
キ
を
大
小
の 

代
り
ニ

帯
、
湊
目
付
是
に
罷
在
候
追

（
ヵ
）

出
候
体
、
色
々
咄 

ニ

成
候
也
、
西
濱
ハ

鰺
ケ
澤
よ
り
大
間
越
迠
、
北
ハ

小
泊
・
三 

馬
屋
迠
之
損
亡
筆
記
に
難
尽
、 
 

（
略
） 

寛
保
二
壬
戌
年 

正
月
朔 

一

同
四
日
夜
よ
り
廿
日
頃
迠
灰
降
、
厚
三
四
寸
、 

一 

同
廿
六
日
艮
の
方
ニ

彗
星
出 

（
略
） 

（
十
三
巻
） 宝

暦
九
己

卯

年

（
略
） 

七
月
廿
七
日
灰
降
一
寸
餘
、
同
廿
八
日
終
日
降
、
大
間
越
辺
三
四
寸 

計
ト
云
、
此
日
天
氣
甚
た
曇
り
、
日
月
共
赤
氣
有
、
尤
出 

 

穂
最
中
故
大
に
さ
わ
る
、 

（
略
） 

一

同
十
五
日

（

閏

七

月

）

雲
立
怪
敷
、
昼
夜
日
月
色
赤
く
餘
光
有
、 

一

同
十
七
日
山
々
鳴
動
、
月
二
ツ
出
、 

一

同
十
八
日
同
断
、
日
月
共
ニ

見
ゆ
人
眼

睡
マ
シ
ロ
カ

す
、
此
日
大
雨 

 
 

雷
、
申
ノ
刻
少
々
地
震
、 

（
十
四
巻
） 明

和
三
丙

戌
年

一

同
二
十
八
日

（

正

月

）

酉
之
刻
大
地
震
、 

 
 
 

今
日
天
氣
和
き
、
元
来
雪
厚
く
、
時
分
柄
餘
意
ニ

候
得
共
、
所
々
森
林
ニ
者

霞

厚
く
か
か
り
、
一
入
春
め
き
た
る
事
と
存
候
、
然
所
六
時
と
た
ん
ニ

乾
の
方 

 

よ
り
鳴
動
其
響
百
千
之
如
大
地
動
揺
し
て
暫
不
止
、 

（
以
下
略
余
震
記
録
多
数
あ
り
） 

（
略
） 

一

同

八

日

（
明
和
三
年
二
月
）

大
地
震
、
但
廿
八
日
已
来
、
昼
夜
止
事
な
く
拾
度
弐
拾
度
計
ツ
ヽ
震
候 

 
 

得
共
、
今
日
者

別
而

強
く
、
立
木
も
地
江

附
如
く
、
其
響
雷
鳴
ニ

ひ
と
し
、
誠 

江
戸
に
て
ハ
上
元
星
と
唱
候
由
、 

二
月
十
日
頃
迠
現
ル 
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廿
八
已
来
也
、
此
日
先
頃
之
破
損
残
り
、
或
ハ
漸
危
を
遁
ル
、
在
町
家
々 

 
 

再
破
損
大
壊
ニ

及
ふ
、 

（
略
） 

一

同

十

日

（
明
和
三
年
二
月
）

申
刻
大
雪
降
、
夜
九
ッ
時
頃
ゟ
風
吹
出
、
度
々
鳴
動
、
雲
氣
常
ニ

 
 

変
ル
、 

（
略
） 

明
和
六
年
己
丑
年 

正
月
朔 

一 

今
日
辰
之
刻
ゟ
午
之
刻
ニ

至
、
灰
降
雪
黒
成
、 

（
略
） 

六
月
九
日
朝
地
震
甚
強 

○
十
四
日
夜
四
時
、
西
ゟ
東
江

旗
雲
出
、
尤 

 

月
之
前
江

幅
三
尺
計
長
さ
拾
四
間
位
白
布
を
張
候
如

候
（
マ
マ
）

出
、 

（
略
） 

（
十
五
巻
） 

一

同
月
二
十
八
日

（

明

和

七

年

七

月

）

暮
前
ゟ
西
北
の
方
一
円
ニ

火
之
手
の
如
く
赤
雲
立
り
、
四
ツ
時
こ
ろ 

 
 

東
方
同
断
、
星
も
赤
く
見
得
南
北
江

餘
光
十
三
筋
有
、
暁
方
消
へ
、
此
日
江 

 
 

戸
筋
并
道
中
筋
も
同
断
と
云
、 

（
略
） 

（
安
永
元
壬
辰
年
） 

（
略
） 

一

同
十
五
日

（

九

月

）

月
食
皆
既
、 

一

同
十
九
日
暁
八
ッ
時
ゟ
煤
或
ハ
腐
土
抔
焼
候
如
く
、
焦
氣

（
臭
ヵ
）

強
く
、
夜
明
ニ

至
満 

天
悉
く
曇
り
、
色
赤
黄
ニ

し
て
西
風
少
吹
、
昼
四
ツ
頃
迠
甚
敷
匂
ふ
、
是 

 
 

大
嶋
の
焼
也
と
云
、
右
ニ

付
今
日
猿
賀
江 

御
出
御
延
引
ニ

成
、 
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史
料
１
８‐

１
．『
永
禄
日
記
』 

山
崎
立
朴
編
（1956

）
青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
編 

み

ち
の
く
双
書
第
１
集 

青
森
県
文
化
財
保
護
協
会
． 

（
元
文
辛
酉
年 

五
月
寛
保
元
改
元
） 

（
略
） 

七
月
十
九
日
晩
よ
り
廿
日
朝
迄
、
松
前
津
浪
ニ
而

人
凡
四
五
千
人
死
候
由
、
此
外
ニ

も
姓
名
不
知

死
人
、
数
不
知
候
。
御
国
ニ

て
も
其
夜
小
泊
、
西
浜
辺
水
出
候
得
共
、
大
成
事
ニ

ハ
無
之
候
。

南
部
領
も
其
夜
所
々
大
水
之
由
。 

（
略
） 

十
二
月
廿
二
日
三
日
夜
、
灰
交
り
の
雪
ふ
り
申
し
候
。 

（
略
） 

寛
保
二
壬
戌
年 

正
月
四
日
夜
灰
降
候
而

所
ニ

寄
て
深
三
四
寸
も
有
、
其
後
三
四
度
如
此
。 

（
略
） 

宝
暦
九
己
卯
年 

 

（
略
） 

七
月
廿
七
日
晴
天
ニ

御
座
候
処
、
日
暮
前
よ
り
天
曇
り
暮
よ
り
灰
ふ
る
。
草
木
の
葉
黒
く
成

程
降
、
所
ニ
寄
一
寸
余
も
つ
も
り
、
出
穂
最
中
故
稲
に
さ
は
り
申
候
。
春
よ
り
は
や
り
候
あ
く

の
下
々
と
申
詞
御
停
止
ニ

成
。 

（
略
） 

八
月
十
七
日
奇
怪
乃
雲
立
、
其
夜
月
之
色
甚
赤
ク
成
、
同
十
八
日
日
之
色
甚
赤
ク
成
、
光
り
少

ク
平
日
と
違
、
何
ツ
迄
拝
ミ
候
而
も
不
目
レ

眩
ク
ロ
メ
カ

、
假
合
バ
皆
既
之
蝕
之
様
ニ

成
候
。
若
是
日

蝕
か
と
人
々
暦
を
開
き
見
候
得
共
、
十
七
八
之
頃
日
蝕
之
可
有
様
な
し
と
人
々
不
思
議
ニ

覚
候
。 

 
 

昨
十
七
日
ノ
月
二
ッ
出
、
今
日
八
ッ
時
過
月
三
ツ
出
候
、
諸
人
咄
申
候
。 

史
料
１
８‐

２
．『
梅
田
日
記 

下
』 

弘
前
市
立
図
書
館 

所
蔵 

｢ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
下
共
二 

 
 

不
残
編
入
ス
ム 

 
 
 
 
 

下
沢 

自
享
保
十
二
年 

至
安
永
七
戌
年 

永 

禄 

日 

記 
 

巻
之
二 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
｣ 

（
元
文
六
辛
酉
年
） 

 

一 

七
月
十
九
日
晩
ゟ
廿
日

迠
（
マ
マ
）

朝
迠
、
松
前
津
浪
ニ
而

人
凡
四
五
千
人
死
候
由
、 

此
外
ニ

も
姓
名
不
知
死
人
数
不
知
、
御
国
ニ
而

も
其
夜
小
泊
・
西
濱
邊
水
出 

候
て
も
、
大
成
事
ニ

ハ
無
之
候
、
南
部
領
も
其
夜
所
々
大
水
の
由
、 

一 

十
二
月
廿
二
三
日
の
夜
、
灰
交
り
の
雪
降
り
申
候
、 

（
略
） 

寛
保
二
壬
戌
年
正
月
四
日
夜
灰
降
候
而

処
ニ

寄
深
サ
三
四
寸
も
あ
り
、
其
後 

三
四
度
如
此
、 

（
略
） 

（
宝
暦
九
己
夘
年
） 

一 

六
月
無
事
水
不
足
、
七
月
廿
七
日
晴
天
御
座
候
処
、
日
暮
前
ゟ
曇
り
、 

暮
ゟ
灰
降
り
、
草
木
の
葉
黒
く
成
る
程
降
、
處
ニ

寄
一
寸
余
も
降 

積
り
、
出
穂
最
中
故
稲
ニ

あ
た
り
申
候
、
春
ゟ
は
や
り
候
あ
く
下
々
と
申
候 

詞
御
停
止
ニ

な
り
、 

（
略
） 

明
治
九
年 

九
月
二
日 
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一 

八
月
十
七
日
奇
怪
の
雲
立
、
其
夜
月
の
色
甚
た
赤
く
、
同
十
八
日
月 

の
色
も
赤
く
、
光
り
薄
く
、
平
日
と
違
ひ
何 い

つ
迠
拝
ミ
而

も
目
く
ろ 

め
か
す
候
、
假
合

（
令
）

ハ
皆
既
の
蝕
の
様
ニ

成
候
、
若
是
ハ
日
蝕
か
と
人
々
暦 

を
見
候
得
共
、
十
七
八
日
の
比
蝕
の
可
有
様
な
し
と
人
々
不
思
義
ニ

覚
候
、 

昨
十
七
日
の
月
二
ッ
出
、
今
日
八
ッ
時
過
、
月
三
ッ
出
候
、
諸
人
咄
申
候
、 
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史
料
１
９
．『
津
軽
年
代
記
』（『
平
山
日
記
』） 

東
京
大
学
史
料
編
纂
所
複
写
本 

（
寛
保
辛
酉
元
年
） 

〇
七
月
十
九
日
之
晩
ゟ
廿
日
朝
迠
、
松
前
之
大
嶋
と
申 

大
山
焼
崩
れ
、
津
浪
に
て
人
多
死
候
由
、
御
當
国
ニ
而 

も
、
小
泊
并
十
三
鰺
ケ
沢
并
西
浜
、
浪
湛
候
而

、
水
死
破
損 

多
、
依
而

所
々
へ
御
見
分
御
役
人
衆
下
り
申
候
、
然
共
左 

程
之
義
も
無
之
由
ニ
御
座
候 

〇
十
二
月
廿
二
日
、
炭
交
り
候
雪
ふ
り
申
候
、
是
ハ
松
前 

 

焼
山
故
之
由 

（
略
） 

○

同
（
寛
保
）

二
壬
戌
年 

正
月
四
日
、
灰
降
、
所
ニ
寄
、
深
サ
三
四
寸
も
降
申
候
、
四
日 

 

之
夜
分
也 

（
略
） 

○
宝
暦
元
辛
未
年 

十
一
月
改
元
有

正
月
廿
九
日
煤
色
雪
降 

○
越
前
越
後
二
月
赤
キ
雪

降
候
由

（
略
） 

（
宝
暦
九
己
卯
年
） 

〈
○
七
月
廿
七
日
晴
天
ニ
御
座
候
処
七
ツ
頃
ゟ
地
天
曇 

 
 

り
暮
頃
ゟ
灰
降
草
木
之
葉
黒
く
成
程
也
、
所
に
寄
て 

 
 

壱
寸
余
も
積
り
、
翌
月
閏
有
之
ゆ
へ
此
月
出
穂
最
中 

 
 

ニ
而

余
程
稲
に
さ
わ
り
申
候
、
依
而
春
立
ゟ
は
や
り 

 
 

候
あ
ぐ
の
下
々
と
申
言
葉
御
停
止
被
仰
付
候 

（
略
） 

〈
〇
八
月
十
七
日
奇
怪
之
雲
立
、
其
夜
月
之
色
甚
赤
く
成
、 

 
 

同
十
八
日
日
の
色
も
甚
赤
ク
成
、
光
り
少
く
平
日
と 

 
 

違
、
何
迠
拝
ミ
候
而
も
目
不
眩
、
譬
は
皆
既
之
日
蝕
成 

様
ニ
成
候
．
若
是
日
蝕
か
と
人
々
暦
を
開
キ
見
候
得
共
、 

 
 

十
七
八
之
頃
日
蝕
之
有
へ
き
よ
う
な
し
人
々
ふ 

 
 

思
義
に
覚
候 

（
略
） 

（
明
和
三
年
一
月
二
十
八
日 

大
地
震
・
そ
の
後
の
余
震
） 

（
略
） 

（
寛
政
二
庚
戌
年
） 

 

○
九
月
二
日
灰
降
申
候
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史
料
２
０
．『
津
軽
歴
代
記
類 

二
』
国
文
学
研
究
史
料
館 

所
蔵 

寛
保
元
年
七
月
十
九
日
、
津
軽
郡
西
濱
通
津
浪
ニ
而

海
岸
村 

々
人
家
・
田
畑
共
流
失
夥
敷
、
即
日
海
辺
四
五
百
間
ツ
丶
干
潟 

に
相
成
候
、 

工
藤
家
記 

津
軽
郡
西
濱
通
、
金
井
ヶ
澤
・
鴨
村
・
田
野
沢
村
・
関
村
・
島
村 

田
畑
損
毛
多
く
、
八
十
二
戸
漂
流
、
死
亡
八
人
、
馬
三
疋
、
怪 

我
人
数
不
知
、
漁
網
千
三
百
余
張
、
舩
大
小
五
十
三
艘
海 

失
、
小
泊
村
に
も
死
亡
六
人 

佐
藤
家
記 

寛
保
二
年
正
月
四
日
夜
よ
り
二
十
日
迠
灰
降
り
、
厚
三
四
寸
、 

黒
き
銕

（
鉄
）

砂
の
如
し

工
藤
家
記

史
料
２
１
．『
佐
藤
家
記 

四
』 

弘
前
市
立
図
書
館 

所
蔵 

（
安
永
四
年
二
月
） 

一

同
七
日
夕
、
灰
交
り
之
雪
降
、 

（
天
明
六
年
正
月
） 

一 

同
廿
一
日 

灰
降
、 

（
略
） 

（
天
明
六
年
二
月
） 

一

同
六
日 

灰
降
、 

（
寛
政
二
年
九
月
） 

一

同
二
日
朝
、
灰
降
二
三
歩

（
分
）

積
申
候
、
日
影
赤
く
見 

 
 

得
申
候
、 

此
日
松
前
ハ
大
津
浪
ニ
而
自
他
の
舩
々 

不
残
大
破
、
死
亡
四
千
人
余
と
い
ふ 

後
に
聞
く
松
前
の 

臼
ヶ
嶽
焼
け
た
り
と 
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史
料
２
２
．『
梅
田
村
彦
六
家
記
』 

奥
瀬
清
簡
編
（1980

）『
本
藩
旧
記 

上
』．
歴
史
図
書
社
，  

（
元
文
六
辛
酉
年
五
月
寛
保
と
改
元
） 

一
、
七
月
十
九
日
の
晩
よ
り
廿
日
朝
迄
松
前
之
大
嶋
と
申
大
山
焼
崩
津
浪
に
て
人
多
死
候
よ
し
御
当
国
小
泊
十 

三
よ
り
鰺
ヶ
沢
辺
迄
浪
を
湛
候
故
見
分
の
為
役
人
罷
下
候
得
共
此
方
様
御
領
分
に
は
何
義
な
し 

一
、
十
二
月
廿
二
日
灰
交
り
て
雪
降 

（
略
） 

寛
保
二
壬
戌
年
正
月
四
日
の
夜
灰
降
所
に
寄
深
サ
三
四
寸
に
至
る 

（
略
） 

（
宝
暦
九
己
卯
年
） 

一
、
七
月
廿
七
日
晴
天
の
処
七
時
よ
り
北
天
曇
り
暮
頃
よ
り
灰
降
る
草
木
の
葉
黒
く
成
程
に
降
所
に
寄
一 

寸
余
積
り
翌
月
閏
月
有
之
故
此
節
出
穂
最
中
に
て
余
程
稲
草
に
さ
は
り
申
候
依
而

春
立
よ
り
時
行
あ 

く
の
下
々
と
申
言
葉
御
停
止
に
な
る 

一
、
八
月
十
七
日
奇
怪
の
雲
立
其
夜
日
の
色
甚
赤
く
な
る
同
十
八
日
猶
赤
く
光
り
少
く
平
日
と
違
何
ツ
ま
で 

見
詰
候
而

も
眩
す
る
事
な
く
日
蝕
の
如
く
な
れ
共
十
七
八
日
に
蝕
す
べ
き
様
な
し
と
人
々
不
思
議
の
思 

 

を
な
す 

       

史
料
２
３
．『
津
軽
藩
史
』
工
藤
主
善 

著
（1891

）
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公

開 

寛
保
元
年
七
月
十
八
日
。
東
西
兩
濱
有
二

海
嘯
一

。
人
多
死
。 

 

       

史
料
２
４
．『
油
川
沿
革
誌
』 

青
森 

大
瀬
熊
三
郎 

編
（1892

）
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ

ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
． 

寛
保
元
年
七
月
十
八
日
市
街
海
嘯
ニ
カ
ヽ
ル
波
濤
山
ノ
如
ク
海
水
漸
々
瀬
田
糸
川
及
油
川
ニ
入
リ 

來
リ
溢
レ
テ
市
街
ニ
汎
濫
シ
家
屋
ニ
及
ビ
ケ
レ
バ
人
々
大
ニ
恐
レ
家
財
ヲ
負
フ
テ
山
麓
ニ
逃
ル
ヽ 

モ
ノ
多
ク
小
舟
ノ
市
中
ニ
漂
ヒ
屋
ニ
觸
レ
テ
破
壊
ス
ル
モ
ノ
ア
リ
既
ニ
シ
テ
海
漸
々
退
イ
テ
舊 

ニ
復
ス 
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史
料
２
５
．『
八
戸
藩
目
付
所
日
記
』 

八
戸
市
立
図
書 

所
蔵 

 
『
元
文
六
改
メ
三
月
三
日
改
元 

寛
保
元
年
辛

酉

日
記 

 

』 

七
月
八
日 

 
八
半
時
地
震 

 

（
略
） 

十
一
月
十
二
日
晴
、
今
五
時
両
度
地
震
、 

（
略
） 

十
一
月
十
四
日
晴
、
八
時
分
地
震
、 

（
略
） 

十
二
月
十
日
晴
風
、
巳
ノ
刻
地
震
、 

 

『 
 
 

自
正
月
至
十
二
月 

寛
保
二
年
壬

戌

日
記 

 

』 

＊

正
月
四
日
、
昨
夜
雪
少
シ
降
、 

（
略
） 

一 

昨
夜
砂
ふ
り
申
候
付
、
御
祈
祷
被 

 

仰
付
、
尤
豊
山
寺
常
泉
院
伊
勢
守
へ
も 

被 

仰
付
、
右
ニ

付
御
年
寄
中
御
役
人
中 

御
上
り
被
成
、 

（
略
） 

正
月
七
日
晴 

 

（
略
） 

二
月
十
五
日
西
風
、
夜
中
砂
降 

（
略
） 安

永
元
年 

（
略
） 

九
月
十
九
日 

曇 

 

（
略
） 

一 

未
明
ゟ
一
天
曇
、
尤
ふ
す
ほ
り

（

燻

り

）

匂
ニ
而

霧
之
如
く 

曇
り
、
西
風
少
々
九
時
頃
ゟ
右
相
止
ム
、 

 

（
略
） 

一 

今
暁
ゟ
天
氣
曇
、
臭
氣
有
之
ニ

付
不
怪

（
快
）

、 

神
明
并
法
灵

（
霊
）

江

御
祈
禱
被 

仰
付
、 

  

注 

＊

八
戸
藩
に
特
有
の
暦
に
よ
り 

 

十
二
月
が
小
の
月
の
場
合
（
寛
保
元
年
），
翌
年
（
寛
保
二
年
）
正
月
朔
日
を
十
二
月
三
十
日
，

正
月
二
日
を
正
月
朔
日
と
し
以
降
正
月
二
十
一
日
ま
で
を
一
日
ず
つ
ず
ら
す
．
正
月
二
十
二
日

を
欠
日
と
す
る
．
し
た
が
っ
て
，
八
戸
藩
寛
保
二
年
正
月
三
日
夜
の
降
砂
は
，
津
軽
藩
の
正
月

四
日
夜
の
降
灰
と
同
日
時
に
あ
た
る
． 

 

朝
五
時
前 

少
々
地
震 
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史
料
２
６
．『
鷄

肋

編

（
け
い
ろ
く
へ
ん
）

』
致
道
博
物
館 

所
蔵 

第
六
十
四
冊 

巻
第
百
五
十
九 

 
 鷄

肋
編 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
正
従
撰 

 
 
 
 

古
手
扣
年
訳 
三 

（
略
） 

○ 

寛
保
元
辛
酉
年 

 
 
 
 

（
略
） 

○ 

當
七
月
十
九
日
ノ
暁
松
前
津
浪
う
ち
申
候
、
破
船
数
多
有
之
、 

 
 

家
流
失
数
多
、
死
人
千
人
余
有
之
、
同
日
庄
内
・
加
茂
辺
迠 

 
 

大
浪
打
候
事 

  

 

       

史
料
２
７
．『
記
叓
別
集

（
き
じ
べ
つ
し
ゅ
う
） 

順
軒
記
事 

巻
之
一
』 

磯
部
順
軒 

著
．
今
泉
尾
省
三
・
真
水

淳
編
（1977

）
越
佐
叢
書 

十
二 

収
録 

 
  

 

（
寛
保
元
年
辛
酉
） 

 

 
 
 
 
 

七 

月 

一 

十
九
日 

天
気
快
晴 

朝
卯
中
ノ
刻 

瀬
波
・
岩
船
大
ニ

海
鳴
り
大
波
起
る 

其
音
雷
の

如
く
数
里
の
聞
に
聞
ゆ 

同
時
羽
州
海
浜
・
北
国
海
中
皆
如
斯
と
云 

い
き
れ
ぬ
た
と
云 

同

時
津
軽
・
松
前
海
辺
大
波
来 

溺
死
多
し 

 

津
軽
・
松
前
世
に
云
津
波
ニ
而 

海
浜
人
家
押
流 

溺
死
多
シ 

唯
羽
州
・
北
国
海
辺
斗

大
ニ

海
鳴 

波
の
揚
る
事
数
丈
斗
ニ

し
て
人
家
迄
ハ
不
来 

    

史
料
２
８
．『
沢
内
年
代
記: 

陸
中
国
和
賀
郡 

総
集
編 

才
時
記
外
（
草
井
沢
本
）』
沢
内
史

談
会
編
（2000

） 

沢
内
村
教
育
委
員
会
．82p. 

 

（
安
永
四
年
）
二
月
七
日
赤
雪
降
る
、 

（
天
明
六
年
（
丙
午
）（1786

）） 
（
略
） 

二
月
六
日
晩
赤
き
砂 す

な

土
ふ
る
、
同
朝
地
震
ゆ
る
、
三
月
一
日
、
二
日
雨
降
る
、
同
晩

七
つ
時

（
午
後
四
時
）

に
大
地
震
ゆ
る
あ
き
な
く
六
、
七
度
つ
よ
ぐ
ゆ
る
、
同
晩
三
四
度
ゆ
る
、
十
一
日

昼
よ
り
、
ど
ん
ど
ん
と
な
る
、
三
月
六
日
晩
赤
き
す
な
土
降
、 

 
 

元
文
六
酉
三
月 

三
日
改
元
寛
保 

渡島大島噴火史料集

67



史
料
２
９
．『
佐
渡
国
略
記 

十
一
』 

新
潟
県
立
佐
渡
高
等
学
校
同
窓
会 

所
蔵 

舟
崎
文
庫 

国
文
学
研
究
資
料
館
に
寄
託 

 
（
寛
保
元
年
） 

一
、
酉
七
月
十
九
日
、
晴
天
ニ
而

、
海
上
悪
敷
浪
壱
弐
枚
打
、
海
之
面
常
之
如
ク 

當
国
ニ
而

廻
舩
痛
、
松
前
邊
ニ

て
ハ
大
浪
ニ
而

殊
之
外
痛
候
由
、
百
弐
十 

三
年
以
前
有
之
候 

史
料
３
０
．『
撮
要
年
代
記
』
国
文
学
研
究
資
料
館 

所
蔵 

（
元
文
六

寛

保

元

辛
酉
年
七
月
） 

同
十
九
日
朝
六
ツ
時
津
浪
打
、
海
辺
五
十
間 

或
ハ
百
間
程
干
潟
ニ

な
る
処
有
、
又
別
状
無
之
処
も
あ
り
、 

鷲
崎
村
洪
浪
に
て
家
損
舩
流
出
る
、
水
津
に
て
他
國 

舩
三
艘
痛
、
松
前
に
て
七
ヶ
村
皆
損
、
人
二
万
人
余
死
云
々
、 

如
此
津
浪
百
廿
三
年
以
前
有
之
御
坐
申
傳
也
、 

史
料
３
１
．『
佐
渡
年
代
記
』 

新
潟
県
立
図
書
館
，
国
文
学
研
究
史
料
館
所
蔵
．
翻
刻
本
国

会
図
書
館 

ｗ
ｅ
ｂ
公
開 

寛
保
元
辛
酉
年 

三
月
十
四
日
改
元

（
略
） 

一

七
月
十
九
日
相
川
の
海
邊
高
波
ニ
而

町
々
江

打
揚
ヶ
取
分
ヶ 

柴
町
・
鹿
伏
村
の
邊
ハ
町
並
或
ハ
家
居
を
越
し
打
あ
ヶ 

引
汐
壱
町
余
有
と
聞
ゆ
、
外
海
府
村
々
も
同
し
く
鷲 

崎
浦
目
付
所
其
外
村
中
の
家
居
過
半
引
流
し
、
佐
州
に 

お
ゐ
て
ハ
前
代
未
聞
の
事
た
る
よ
し
、
其
後
松
前
へ
行
し 

商
舩
歸
帆
し
て
物
語
に
ハ
、
七
月
十
八
日
十
九
日
ハ
松
前
大
波 

に
し
て
家
数
六
千
軒
余
打
流
■
掛
り
の
廻
船
五
六
百
艘 

破
船
國
人
舩
人
凡
三
四
千
人
流
死
溺
死
せ
し
よ
し 

■

口
へ
ん
に
間 
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史
料
３
２
．『
西
念
寺
過
去
帳
』 

石
川
県
志
賀
町 

羽
鳥
（1999

）
収
録 

当
国
よ
り
下
松
前
迄
津
波 

     

史
料
３
３
．『
碧
雲
寺
過
去
帳
』
石
川
県
門
前
町
七

浦

（
し
つ
ら
） 

七
浦
小
学
校
同
窓
会
編
（1920

）
七

浦
村
史 

収
録 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

寛
保
元
年
七
月
十
九
日
朝
七
浦
の
近
海
に
大 

海
嘯
あ
り
、
人
畜
の
被
害
少
か
ら
ず
、
以
上
は
凡
て
碧
雲
寺
の
過
去
帳
に
見
え
た
り
． 

     

史
料
３
４
．『
金
相
寺
過
去
帳
』
福
井
県
南
条
郡
南
越
前
町
河
野 

「
右
近
純
一
文
書
」 
外

岡
慎
一
郎
（2013

）
収
録 

 
 

寛
保
元
年
七
月
廿
九
日
朝
五
ツ
時

（

マ

マ

）

松
前
江
差
大
津
波(

中
略)

当
処
ナ
ド
シ
ホ
ノ
指
引
上

下
ス
ル
事
六
七
尺
、
下
浦
ハ
壱
尺
弐
尺
ホ
ド
指
引
申
、
昼
ノ
九
ツ
時
ニ

処
ル
、
未
曾
有
ト

云
々
、 

 

史
料
３
５
．『
年
々
跡
書
帳
』
敦
賀
市
市
野
々
「
柴
田
一
男
文
書
」 

敦
賀
市
立
博
物
館
所
蔵 

寛
保
元
辛

酉
年
七
月
十
九
日
、
當
地
大
塩
こ
み
、
赤
川
よ
り
こ
み
抔
、 

筑
屋
敷
ノ
裏
迠
さ
か
の
ほ

（

遡

）

り
、
海
上
波
も
さ
し
て
あ
れ
す
ニ

塩
さ
す
也
、 

此
時
本
松
前
・
江
指
ニ

て
死
人
三
千
人
余
、
舟
七
十
余
破
損
之
由
、 

松
前
ハ
七
月

十
九
日
と
廿
四
日
両
日
大
津
波
故
、
右
之
こ
と
し
、
本
松
前
家
廿
七
軒 

流
レ
、
本
松
前
と
江
指
迠
の
問
之
浦
々
、
村
ニ

ゟ
一
軒
一
人
も
不
残 

も
有
之
、
又
ハ
一
村
ニ

二
三
人
も
残
り
、
家
も
一
二
軒
も
残
り
候
事
、 

其
上
大
嶋
と
申
山
十
三
日
ゟ
焼
出
し
、
二
十
三
日
迠

今
ニ

火
と
ま
り 

不
申
候
て
、
江
指
な
と
も
く
ら
く
、
本
松
前
通
路
も
絶 

申
処
ニ

右
之
津
浪
、
松
前
ニ

て
ハ
人
心
ち
も
無
之
段
申
来
候
、 

委
細
書
付
も
候
へ
共
、
い
ま
た
う
つ
し
不
申
候
よ
し
、 

此
七
月
十
九
日
ニ

ハ
丹
後
田
部
・
小
濱
邊
も
同
し
事
、
若
刕
浦
々 

同
断
、
の
と
の
輪
島
と
大
津
波
の
よ
し
、
大
變
と 

い
ふ
へ
き
事
也 
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史
料
３
６
．『
拾
椎
雑
話 

巻
二
十
八 

異
域
』
福
井
県
小
浜
市 

木
崎
惕
窓
著 

福
井
県
立

図
書
館
・
福
井
郷
土
誌
懇
談
会
刊
（1974

）
に
収
録
． 

九
、
寛
保
元
年
酉
七
月
十
九
日
午
下
剋
、
小
浜
町
浦
急
に
汐
込
あ
り
、
凡
二
十
間
余
、
し
は
ら

く
あ
り
て
引
。
是
ま
て
ケ
様
の
汐
込
例
な
し
、
人
々
不
審
を
な
す
。
一
ケ
月
経
て
、
七
月

廿
三
日
の
書
付
松
前
よ
り
来
る
、
左
の
如
し
。 

七
月
十
九
日
朝
六
つ
時
津
波
い
た
し
城
下
家
共
二
軒
つ
ふ
れ
、
懸
り
舟
七
十
艘
残
ら
す
用

立
申
さ
す
、
舟
子
死
人
四
十
弐
人
。
江
指
に
て
懸
り
舟
八
拾
艘
の
内
七
十
二
艘
破
船
、
死

人
百
人
斗
、
其
外
海
辺
二
十
九
村
家
残
ら
す
人
残
ら
す
、
或
は
家
半
分
、
又
は
四
五
軒
残

る
も
あ
り
、
人
も
少
々
残
る
も
あ
り
、
凡
死
人
弐
千
人
余
、
委
し
く
末
々
の
浦
々
に
は
未

レ

知
候
。 

 

十
、
大
島
の
山
、
十
三
四
日
よ
り
焼
出
し
今
以
て
焼
候
。
江
指
浦
は
右
の
焼
砂
ふ
り
、
明
る
十

四
日
十
五
日
く
ら
や
み
に
な
り
、
昼
夜
共
寝
不
レ

申
、
大
津
波
も
大
島
の
焼
ゆ
へ
と
沙
汰

仕
候
。 

十
一
、
松
前
は
津
軽
よ
り
海
上
わ
た
り
八
里
、
松
前
よ
り
奥
へ
廿
九
里
の
間
松
前
也
。
是
よ
り

下
を
蝦
夷
と
云
、
江
指
は
湊
添
に
て
松
前
御
館
よ
り
十
五
里
は
か
り
有
。 

史
料
３
７
．『
金
村
家
文
書
』
舞
鶴
市
史 

通
史
編 

上
，
外
岡
慎
一
郎
（2013

）
に
収
録
． 

寛
保
元
年
酉
ノ
七
月
十
九
日
小
橋
村 

野
原
村
高
浪
痛
家
八
拾
軒
内
弐
拾
八
軒
ハ
潰
家
依
之
ニ

小
屋
か
け
材
木
相
願
御
公
儀
よ
り
願
之
通
ニ

被
遣
候
縄
四
百
二
十
束
藁
五
千
六
百
束
ハ
大
庄
や

八
組
割
ニ

被
仰
付
候 

世
間
ニ

た
と
へ
申
様
ニ

ハ
津
浪
と
申
候
俄
ニ

出
来
申
し
浪
差
而

大
風
も
吹

不
申
ニ

出
来
申
波
ニ
而

候 

史
料
３
８
．『
田
村
家
文
書
』（『
瀧
洞
歴
世
誌
』）
舞
鶴
市
史 

通
史
編 

上
，
外
岡
慎
一
郎
（2013

）

に
収
録
． 

七
月
十
九
日
大
入
村

（
大
丹
生
）

近
所
四
五
ヶ
村
津
波
打 
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史
料
３
９
．『
本
朝
天
文
志
』
国
会
図
書
館 

所
蔵 

寛
保
元
年
辛

酉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
略
） 

七
月
十 

 
 

三
日
松

島

（
松
前

カ
）

大
嶋
焼
テ
十
五
日
十
六
日
不
レ

分
二

昼
夜
ヲ

一

、
如
二

 
 

暗
夜
一

、
十
九
日
暁
海
嘯
来
ル

、
高
廿
丈
許
、
村
里
人
馬
溺 

死
レ

不
二

知
其
数
ヲ

一

史
料
４
０
．『
続
王
代
一
覧
』
東
大
史
料
編
纂
所 

所
蔵
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
，
国
立
公
文
書
館 

所
蔵 

（
△
寛
保
元
年
辛
酉
）

 
 

（
略
） 

 
 
 
 

七
月
十
三
日

（
イ

十
二
日
）

、
奥
州

（
マ
マ
）

松

 
 

前
大
島
焼
ル
、
同
十
四
日
十
五
日
一
天
暗
冥
ニ

乄

 
 

晝
夜
ヲ
分
タ
ス
、
同
十
八
日

（

マ

マ

）

暁
天
津
浪
高
キ
コ
ト
廿 

 
 

餘
丈
、
民
家
二
千
餘
軒
ヲ
漂
没
乄
人
馬
死
亡
ス
ル
コ 

 
 

ト
甚
多
シ 

史
料
４
１
．『
校
正
王
代
一
覧 

後
編 

巻
三 

上
』 

高
田
義
甫
， 

西
野
古
海 

編
，
大
関

克

校 

千
鍾
房
ほ
か(1874) 

国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ｗ
ｅ
ｂ
公

開
． 

寛
保
元
年
。 

 

（
略
） 

七
月
。 

淀
。
大
水
ニ

テ
大
小
二
橋
ヲ
破
ル
。
十
九
日
。 

松
前
○

大
津
浪
ニ

テ
民
多
ク
死
セ
リ
。 

史
料
４
２
．『
続
皇
年
代
略
記
』
小
野 

高
潔
（1747-1829

）
撰 

(

早
稲
田
大
学
中
央
図
書
館 

所
蔵
（
請
求
記
号 

リ05 02587

），
ｗ
ｅ
ｂ
公
開
． 

寛
保
元
年
辛

酉

三
月 

改
元 

（
頭
注
） 

七
月
十
三
日
松
前
大
嶋 

 
焼
十
五
六
日 

十
九
日
大
波
來 
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史
料
４
３‐

１
．『
屋
代
弘
賢
覚
書
追
加
』 

宮
内
庁
書
陵
部 

所
蔵 

（
島
根
正
黨
、
時
世
録
）』 

 

（
寛
保
元
年
辛
酉
）、 

七
月
十
三
日
奥
州
松
前
大
島
焼
出
、
十
四
日
、
十
五
日
の
両
日
、
一
天
暗
冥
に 

し
て
昼
夜
を
分
ち
難
し
、
同
十
八
日
晩
、
津
浪
高
き
こ
と
三
十
丈
余
、
其 

響
雷
の
如
く
、
二
千
余
軒
を
流
し
、
人
馬
死
す
る
も
の
多
し
、 

〇
島
根
正
黨
時
世
録
ニ

云 
此
時
海
中
よ
り
其
形
鯨
に
似
た
る
も
の 

 
 

七
八
頭
陸
地
に
打
上
り
た
り
、
長
さ
皆
十
七
丈
に
及
へ
り
、
其
名
詳 

 
 

な
ら
す
と
云
、 

 
 

按
に
世
人
津
な
み
と
云
、
其
正
字
を
索
く
に
草
木
志
曰
、
至
正
戊 

 
 

子
永
嘉
大
風
ク
海
舩
吹
上
二

平
陸
高
波
上
一

二
三
十
里
、
死
者
千 

 
 

数
人
謂
之
海
嘯
、 

史
料
４
３‐

２
．『
野
史

（
や
し
）

第
十
六
巻 

本
紀 

櫻
町
天
皇
』 

国
会
図
書
館 

所
蔵 

寛
保
元
年
辛
酉 

（
略
）（
七
月
）
十
三
日
乙
亥
、
松
前
大
島
火
迄
二

十
五
日
丁
丑
一

、

 
 

天
色
暗
濛
、
不
レ

辨
二

日
夜
一

、
十
八
日
庚
辰
夜
、
海
嘯
、
高
三
十
丈
、 

 
 

響
如
二

雷

霆

（
ら
い
て
い
）

一

、
人
畜
死
者
夥
矣
、
是
時
形
如
レ

鯨
者

、
長
十
七
丈
、 

六
七
頭
揚
レ

陸
云
。 

弘
賢
覚
書
追
加
引
ニ 

島
根
正
黨
時
世
録
一

、 
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史
料
４
４
．『
続
史
愚
抄 

巻
第
七
十
三
』 

国
立
公
文
書
館 

所
蔵
．
翻
刻
：
経
済
雑
誌
社(1902)

続
国
史
大
系  

第
三
巻
，『
続
史
愚
抄 

巻
第
七
十
三
』． 

寛
保
元 

 
 

元
文
六
年 
大
歳
辛
酉 

（
略
） 

 
 

七
月 

大

（
略
） 

十
九
日
辛
巳
、
自
去
十
三
日
至
今
日
、
陸
奥
松
前
辺 

晦
冥
大
嶋
焼
出
、
洪
濤
如
山
上
陸
、
人
家
漂
没
、 

人
畜
死
亡
、
殆
難
計
云
、 

年
代
略
記 

史
料
４
５
．『
慶
弘
紀
聞
今
日
鈔

（
け
い
こ
う
き
ぶ
ん
こ
ん
に
ち
し
ょ
う
）

 

巻
之
第
四‐

五
』 

国
会
図
書
館 

所
蔵 

近
代
デ
ジ

タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー 

Ｗ
ｅ
ｂ
公
開
． 

十
三
朝
紀
聞
巻
之
四 

（
辛
酉
寛
保
元
年
） 

（
略
） 

（
七
月
）
十
九
日
松
前
ノ

海
大
ニ

溢
ル

民
死
者
多 
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史
料
４
６
．『
真
澄
遊
覧
記
』
え
み
し
の
さ
え
き 

菅
江
真
澄
著
，
内
田
武
志
，
宮
本
常
一 

編

(1971) 

菅
江
真
澄
全
集
．
第
２
巻 (

日
記 

２)

．
未
来
社
． 

菅
江
真
澄
ガ
右
ノ
記
事
を
記
し
た
の
は
寛
政
元
年
五
月
二
十
七
日
ニ

テ
場
所
ハ
渡
島
国
乙
部
ナ

リ

（
寛
政
元
年
四
月
二
十
日

（

1
7

8
9

年

5

月

1
4

日

） 

赤
神‐

雨
垂
石
） 

小
島
と
い
う
が
い
と
近
う
、
浪
の
う
へ
に
牛
の
ふ
せ
る
が
ご
と
く
、
大
嶋
と
や
ら
ん
は
、
ひ
が

さ
の
形
し
て
、
け
ぶ
り
つ
ね
に
た
へ
ず
。
此
け
ぶ
り
の
い
く
む
す
び
た
ち
な
び
く
を
見
て
、
風

は
い
づ
こ
よ
り
吹
き
く
、
な
に
風
な
と
見
や
る
．
お
き
べ
に
雁
の
一
つ
ら
は
る

ぐ
と
帰
る
を
、 

行
か
り
の
つ
ば
さ
や
ぬ
れ
ん
沖
つ
せ
の
浪
も
ひ
と
つ
に
こ
じ
ま
お
ほ
し
ま 

（
寛
政
元
年
五
月
二
十
七
日

（

1
7

8
9

年

6

月

2
0

日

） 

乙
部
） 

あ
ま
や
の
軒
近
う
、
あ
た
ら
し
き
石
の
碑
を
お
び
も
て
来
て
す
ゑ
た
る
を
、
八
十
あ
ま
り
の
女
、

杖
を
投
捨
て
、
眼
な
ど
の
う
と
き
に
や
、
こ
の
石
を
ま
さ
ぐ
り
に
し
つ
ゝ
左
右
の
手
に
な
で
て
、

あ
な
は
か
な
、
あ
な
か
な
し
と
て
声
も
す
ゞ
ろ
に
、
よ
ゝ
と
な
く
。
い
か
な
る
人
の
し
る
し
を
、

か
く
は
し
け
る
と
な
ら
ん
と
い
へ
ば
、
目
を
す
り
い
ら
へ
し
て
、
五
十
と
せ
の
む
か
し
、
こ
ろ

は
書
月(

ふ
み
つ
き)

の
も

ち

（
十
五
日
）

ば
か
り
、
灰
の
い
た
く
ふ
り
て
四
方
や
も
の
空
も
く
ら
が
り
て
、

昼
さ
へ
と
も
し
火
と
り
て
、
み
の
笠
に
て
行
か
ひ
を
し
た
り
。
い
か
な
る
こ
と
に
て
か
あ
ら
ん

と
お
も
ふ
を
り
し
も
、
た
が
い
ふ
と
な
う
、
い
ま
五
日
あ
ら
ば
津
浪
寄
せ
こ
ん
、
あ
な
お
そ
ろ

し
な
ど
口
に
は
い
へ
ど
、
た
ゞ
、
う
き
た
る
こ
と
の
や
う
に
の
み
た
れ
も

く
お
ぼ
え
た
り
し

が
、
か
く
て
十
九
日
の
夜
、
夕
や
み
よ
り
盆
お
ど
り
に
さ
ゞ
め
き
あ
ひ
て
、
暁
月
夜
い
と
涼
し

う
海
て
る
こ
ろ
ま
で
う
か
れ
あ
り
く
を
り
し
も
、
も
の
ゝ
音
せ
り
。
こ
や
、
な
へ(

地
震)

の
ふ

る
ら
ん
と
お
も
ふ
ほ
ど
に
、
ふ
し
た
る
人
も
み
な
さ
は
ぎ
た
ち
、
と
に
出
る
ほ
ど
も
あ
ら
で
、

浪
高
う
、
さ
と
う
ち
あ
ぐ
る
に
、
こ
は
、
つ
な
み
ぞ
や
と
て
足
を
そ
ら
に
な
き
ま
よ
ひ
、
山
に

の
ぼ
り
、
岡
に
た
ど
る
ほ
ど
も
な
う
、
夜
は
あ
け
が
た
に
な
り
て
、
す
み
た
る
家
居
は
、
な
ご

り
な
う
浪
に
い
ざ
な
は
れ
て
、
人
も
あ
ま
た
死
う
せ
た
る
な
か
に
、
あ
が
父
の
親
は
、
砂
の
中

に
さ
か
さ
ま
に
か
い
埋
れ
、
足
の
み
さ
し
出
て
身
ま
か
れ
り
。
そ
れ
を
、
誰
れ
を
さ
む
る
人
も

な
う
な
き
を
れ
ば
、
又
五
日
を
過
な
ば
、
か
な
ら
ず
乙
波
と
い
ふ
も
の
よ
り
こ
ん
と
、
人
ご
と

に
い
ひ
も
て
さ
は
ぎ
、
か
く
て
五
日
の
日
数
も
へ
ぬ
れ
ば
廿
五
日
の
夜
、
げ
に
や
、
は
じ
め
に

こ
そ
を
と
れ
、
大
波
の
よ
り
来
け
り
。
そ
の
五
十
と
せ
の
な
き
あ
と
を
と
ぶ
ら
は
ん
た
め
、
か
ゝ

る
石
の
そ
と
ば
は
建
さ
ぶ
ら
ふ
。
た
の
み
つ
か
は
し
し
船
の
、
け
ふ
つ
み
来
け
る
。
あ
が
父
の

し
る
し
そ
と
お
も
ふ
よ
り
、
む
か
し
の
う
き
め
お
も
ひ
や
ら
れ
て
、
つ
と
む
ね
の
ふ
た
が
り
て
、

人
め
も
し
ら
ず
、
な
き
さ
ぶ
ら
ひ
し
也
。
な
も
あ
み
だ
ぼ
と
け
と
、
た
な
ご
こ
ろ
す
り
て
杖
と

り
て
入
ぬ
。
老
ら
く
の
な
げ
き
に
な
み
だ
お
ち
て
、 

 

 
 

こ
や
あ
ま
の
袖
よ
り
も
猶
ぬ
れ
に
け
り
見
ぬ
い
そ
と
せ
の
む
か
し
が
た
り
に 

け
ふ
の
日
も
く
ら

ぐ
に
な
り
ぬ
。 
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